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　０　西の国







「見て、新しら祢ね。あそこで道が分かれているでしょう？　左に行ったら町があってね、そこにはとても有名な細さい工く師しがいらっしゃるのよ。その方の細工は有名で、新作を仕入れたら絶対売れるの」

　揺れる馬車の中から外を指差して早さ苗なえが言うと、隣に座っていた新祢がその膝ひざの上に身を乗り出して窓の外を覗のぞき込んだ。鮮やかな赤い髪が灰かぶりシンデレラの濃のう紺こんのドレスの上でさらりと揺れる。

「見えぬのう」

　窓に張り付いて目を凝らす友人に、早苗は小さく首を傾かしげて笑った。

「それはそうよ。だってまだここから半日くらいかかる場所にあるのだもの」

　三国を繋つなぐ街道は何度かの整備を経へて今の形になった。

　舗装に使われているのは南方に流れる河の近くで採れる赤みがかった泥でい岩がんで、街道沿いの町にはこの泥岩を加工した装飾品が土産物として売られている。小さな森や山は迂う回かいして道が敷かれているので国をまたぐ最短の道とは言えないが、要所に警備隊の詰め所が置かれているので安全は保障されているし、道沿いに大きな町が多い。

　早苗もこれまで父との旅の中で何度となくこの街道を通った。結婚式を挙げるため南の国へ行った際使ったのもこの街道である。

「なんじゃ、そうなのか」

　新祢は残念そうにその整った眉まゆを八の字にした。

　幼い少女のような恋人の落胆に、彼女達の正面に腰を下ろした西の王子はにこにこと微笑ほほえみながら言った。

「新祢が行きたいのならそこの道を左に曲がっても構わないよ」

　すると項うな垂だれていたはずの眠ねむり姫ひめは顔を上げてきっ、と王おう伊いを睨にらみ付ける。

「そうはいかぬ。今日中には王都に着くのじゃ」

《赤い森》を出たのが四日前。本当ならここまで三日で着くはずの道程だが、三日以上かかっているのは途中の町で降りたそうにした新祢のために王伊が何度も馬車を止めさせたからだ。

　初めて見る町の様子に目を輝かせていた新祢は、やがて王伊がそう何度も馬車を止めるのが自分のためだけではないと気付いてから無用な下車はしなくなった。

「そなたは国に帰りとうないだけじゃろう」

　新祢がそう指摘すると、王伊はただ笑っただけだった。

　それが肯定なのだと早苗が見てもすぐわかる。案の定新祢は不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめると、拗すねるようにふいと顔を逸らした。

　彼らは今、西の国の王都に向かっていた。

　馬車の中には新祢と王伊、そして早苗だけである。早苗の夫である広ひろ兼かね、そして東の王子とその婚約者である白しら雪ゆき姫ひめは、魔女と西大陸の魔術師と共に《赤い森》の屋敷に残っている。

　三人の外出の理由は、《赤い森》にもたらされた一通の封書にあった。西の国からである。

　それは、西の第二王子である王伊とその婚約者である新祢を国に召しよう還かんする文章だった。ずっとうやむやになっていた、二人の結婚式のためだ。

「王伊様は新祢と結婚式を挙げられたくないのですか？」

　澄んだ青い双そう眸ぼうで早苗が聞いた。王伊は目を丸くして答える。

「まさか。そんなはずない。とても嬉しいよ」

「それならそういう顔をなさってください。新祢が可か哀わい相そうだわ」

　友人の恋人にそう言われて、王伊は困ったような顔をした。

「僕は嬉しそうじゃない？」

「そなたの兄とまた会うこと、妾わらわは気にしておらぬよ」

　代わりに新祢が答える。

　彼女が身につけているのは薄うす桃もも色いろのドレスで、胸の下に大きな赤い薔ば薇らの刺し繍しゆうが施されている。薔薇の刺繍は、早苗の手によるものだ。新祢が気に入っているドレスの一つである。

　王伊はじっと彼女の赤い双眸を見返していたが、やがて観念したようにため息をついて言った。

「……そう言われて、僕も気にしなくなると思う？　あの人は君を殺そうとした」

　数月前、赤セイ穏オンという村で新祢は王伊の兄である慶けい渦かという男に攫さらわれたのだ。そして新祢を取り戻すために兄のもとへ行った王伊は肩から血を流して戻ってきた。

　早苗はその話を新祢達から詳しくは聞いていない。

　ただ早苗が知っている西の国の情勢が、ここ最近不ふ穏おんなものであることは確かだ。王宮内で第一王子慶渦の勢力が大きくなっている。

　それまで西の国の王宮は水面下で争いが行われていた。第一王子でありながら低い家柄の側室から生まれた慶渦と、人気のあった王妃から生まれた第二王子王伊。それぞれに彼らを担かつぎ上げ、王としようとした人間達で王宮は割れていたのだ。

　第一位王位継承権は慶渦にあれど、西の国は実力主義だ。第二王子が兄よりも優れているところを見せれば代わって王となることもできようが、そもそも第二王子は王となることに興味がなかった。だからいつも国を空けがちだったし、ずっと追い求めていた恋人に出会ってからは、一度も戻っていない。

「本気で殺すつもりはなかったと思うがのう」

　新祢がそう言うと、王伊は気き鬱うつそうに首を振った。

「君がそうだから僕は心配なんだ。あの人は僕に似てるよ。大事なもの以外に興味はない」

　王伊が肩に傷を負って帰ってきてしばらくした頃から、西の王宮では次々と官や貴族が罷ひ免めんや王宮からの追放といった処分を受けていた。どれも些いささか強引な慶渦のやり方を嫌い、王伊を王にしようと秘かに動いていた者達である。

　自分が弟に直接危害を加えたという事実を餌えさにして、慶渦は隠れていた反対派を炙あぶり出したのだ。

　その手際は鮮やかとしか言いようがない。彼は自らが王となる基盤を磐ばん石じやくにしつつあった。

　そこへきて王伊と新祢の結婚式を挙げると記された封書である。

　西の国の王族の結婚式は内々で行われる慣例だという。だから隣国の王子である広兼や鳥とり代しろ達は招待されていないが、早苗だけでも一緒に来て欲しいと言ったのは王伊だった。

「新祢。一つ約束をして欲しい。王宮に着いたら、決して一人にはならないで。早苗さんか僕のいないところへ行ってはいけない。いい？」

　恋人の手に触れて真しん摯しな表情で言う西の王子に、新祢は呆あきれたように息をついた。

　彼が早苗に同行を頼んだのは、西の王宮で新祢を一人にしないためだ。王子である彼はどうしても新祢から離れなくてはいけない理由が出てくるだろう。そうした時、彼はあの王宮で新祢を一人にすることを恐おそれてさえいるようだった。

「何度も聞いた。そなたは妾を小さな子供だとでも思っておるのかえ？」

「心配なんだ。兄は王宮でかなり強引なことをしている。その余波が君に及ぶかもしれない」

「妾は護られてばかりいて王族の妻が務まるとは思っておらぬ」

「君は必ずしも王族の妻になる必要はない」

　彼のその言葉に、新祢は軽く眉び宇うをひそめた。

「……それは、どういう意味で言っているのかえ？」

　新祢が問い、早苗はただ静かに、目の前に座る西の王子を見た。

　王伊のそれは、二つの意味に取れる発言だ。

　王伊自身が王族としての籍せきを抜くという意味か、それとも王伊の妻になる必要がない、という意味か。

「そのままの意味だ」

　西の王子の双眸は揺れたりしなかった。

「妾はそなたの意い図とを聞いておる」

　彼女は険けわしい顔で問い詰めるようにそう言ったが、彼は笑った。

「僕はいつも君のことばかり考えている」

　嘘うそではないだろう。

　きっとそれは、そのまま真実なのだ。

「王伊」

　新祢は自分の手の甲に重ねられていた彼の手を、強く握り返した。そして揺れる炎のようにきらきらと輝く赤い瞳で恋人を見る。

「何度も言うが、妾の幸福をそなたが決め付けるな」

「うん。二百年前も、君はそう言っていた」

「そなたが理解しようとしないからじゃ」

「久く旺おうは焦あせってたんだよ。君には時間がなかった」

　二百年前に新祢にかけられた眠る魔法は、賢けん者じやの一族や他の魔女の力をもってしても解とくことはできなかった。

「今は違う。そうであろう？」

　新祢は、まるで小さい子供に言い聞かせるように根気強く言う。

　自分の手を掴つかむ小さな恋人の指を、王伊が静かにしかし強く握り返したのを見てから早苗は窓に視線を転じた。

　王伊は、王子様らしくとても頑固だ。今まではその確固たる意思のせいで彼には不安定なところがなかった。

　しかしここ二、三日ずっと同じ馬車で移動していると、早苗も彼の変化に気付かざるをえなかった。まるで幼い子供のようだ。今の彼は不安そうに揺れている。

　そこまで考えて、早苗は意識してゆっくりと瞬まばたきをした。

　思考を切り替える。

　西の第二王子の心配は新祢がすればいい。自分が考えることではない。早苗は役割というものを心得ていた。今自分は、新祢の周囲に対する王伊の懸け念ねんを緩かん和わするために彼らに同行しているのだ。

「……」

　早苗はこっそりとため息をついた。

　それにしても。

（私も広兼様に会いたくなってきたわ）

　しっかりと手を握り合っている恋人達と一つ同じ馬車にいるというのが、こんなにもなんだか身の置き場のないような気持ちにさせられるものだと、早苗は初めて知ったのだった。







　１　理をその身に







「気をつけて行けよ」

「俺は自分達も心配だけど残していくお前達のこともこの上なく心配だ」

　夜が明けたばかりの静せい謐ひつな森の空気の中で、鳥とり代しろは拭ぬぐいようのない不安を顔に張り付かせて見送りに出てくれた友人を見た。

「本当に大丈夫なのか。葫ゆうがお殿どのとあの魔術師とお前の三人だけで」

　広ひろ兼かねは肩をすくめる。

「魔女はもう大人おとなしいし、あの魔術師は俺達から得たいものがある。下手な行動には出ないだろ」

「わたくし達がいない間に面倒事を起こさないでね」

　空気の澄んだ夜空のような双そう眸ぼうを細めて珀はく蓮れんが言うと、南の王子は鼻で笑った。

「お前にだけは言われたくねぇ」

《赤い森》の塔。

　早さ苗なえ達が記憶の中に閉じ込められる魔術にかかってから四日が経っている。

　ここのところ騒がしい日常が続いていた塔が今どこかひっそりとしているのは、太陽が地上に顔を出したばかりだからというだけではなく、既すでに住人のうち三人が三日前に塔を出て西の国に行ってしまったからだ。

　西の王子である王おう伊いと、その婚約者である新しら祢ねの結婚式を挙げるためである。

　彼らに早苗が同行していったことを広兼はいまだに納得していなかった。早苗に一緒に来て欲しいとか言いだした王伊に対して、広兼は「おいコラちょっと待て。どうして早苗が同行する必要があるんだ。ああ？」とその胸むな倉ぐらを掴つかんでその不必要性を説いたのだ。

　最終的に事情を聞いた早苗自身がついていくと言いだしたので、広兼は何も言えなくなってしまった。本来ならそこに彼もくっついていくところなのだが、せっかく捕とらえた西大陸の魔術師を放っておくわけにもいかない。彼はしぶしぶ《赤い森》に残ることにした。

　そして昨日だ。東の王から息子である鳥代に宛あてて封書が来た。

「本当は俺も行きたくはないんだが……」

　鳥代は広兼にしか聞こえないくらいの声で憂ゆう鬱うつそうに言った。

　東の第一王子とその婚約者である珀蓮は、これから北の国へ向かう。

　執務が忙しいからなど理由をつけて北の国の訪問を先延ばしにしていた鳥代だが、ついに昨日東の王から命令書が来た。

　それは簡潔に言えば仕事はいいから王女を連れて北の国へ見舞いに行け、という内容のもので、そこには友人として純粋に北の王を心配している東の王の配はい慮りよと、せっかく婚約したのだからいい加減北の王の正式な了解をもらって鳥代と珀蓮を結婚させてしまいたい、という王妃の圧力が垣かい間ま見えた。

　今年の春迎祭イビターで婚約を発表した鳥代と珀蓮が半年近くも経つこの時期まで結婚をしていないのは、北の国の王妃が行方ゆくえ不明になってしまったからだ。

　王妃を深く愛していた北の王の心労は深刻なもので、ふらふらしていた第一王子の結婚を切望していた東の王も王妃も、北の王を慮おもんぱかって息子と北の国の王女の結婚を延期にしていた。

　だがどうやら同時期に婚約をした西の国の王子の結婚の情報が、東の王宮にも舞い降りたらしい。

　それならばうちの息子も！　と東の王妃は考えたに違いない。

「なんだかあの文章を見てると俺は泣けてくるね。『北の王をなるべく優しくお慰なぐさめして欲しいと私は思っているが、（字が乱れる）最悪強引に結婚をもぎ取ってくることもやぶさかではない』って明らかに母上に脅おどされてるだろ」

「東の王陛下のご苦労はお前と珀蓮を見ていれば手に取るようにわかる」

「待て待て待て待て。俺は違うぞ。俺は父上とは違って珀蓮にはびしっとだな」

「なんのお話？」

　二人でひそひそと会話していた王子達の間に、北の国の王女の鋭い言葉が切り込んだ。彼女はどこからか取り出した扇せん子すで口元を隠して王子達を冷たく一いち瞥べつする。

「くだらないお喋しやべりをしている暇があったら早く行くわよ。まったく、馬車が通れる道くらい早く敷けばよいのに。わたくし馬に乗るのはあまり好きではないのよ」

　馬車と御者は森を出たところの木トー蓮リアの町に用意してあった。珀蓮の大荷物も既にそちらに運んでいる。

　森の中の道は簡単に作った小さな道なので、人か馬しか通れないのだ。建材を運ぶとなるとかなりの人員が必要で、そのため以前塔に開いた大穴もそのままだった。

「びしっと言えよ」

　広兼は傲ごう慢まんな北の王女をちらりと見てぼそっと言った。

「……」

　鳥代は王女には背を向けたまま黙り込む。

「鳥代」

　珀蓮がその名を呼ぶと、普段は精せい悍かんで女性に人気の高い王子であるはずの鳥代の肩がどんどん沈んでいくから不思議である。

「……行ってこい」

「……ああ」

　惚ほれた弱みというのは恐おそろしい、と広兼は、まず自ら馬に乗り、次に身を屈かがめて恋人の手を取り馬に乗る手助けをしてやる東の王子を見ながらしみじみと思うのだった。

「ごきげんよう」

「じゃあな」

　と出しゆつ立たつを告つげる友人達に手を振って、その後ろ姿が森の木々に隠れたところまで見届けてから広兼は踵きびすを返した。

　そもそも彼にはあの北の王女のどこに惚れるのかが理解できない。

　なるほど美しい。それは間違いない。珀蓮は傾けい国こくの美女だ。魔女のように匂い立つような生々しい美しさではなく、触ふれることを躊躇ためらうような神秘的な美しさが彼女にはある。

　けれど広兼にとってそれは魅力ではない。

　彼は妻に一目惚れをしたが、客観的に見て早苗は美しさや可愛かわいらしさで言えば珀蓮や新祢には劣おとるだろう。髪や眼の色で彼女は人の目を引くが、あの色彩を持っていなければ、どちらかといえばその容よう貌ぼうは人の中に埋もれてしまう類たぐいのものだ。

　ただ一言二言早苗と言葉を交わせば、ほとんどの人間が彼女の魅力に気付く。

　広兼は、早苗のあの笑顔に惚れたのだ。

『広兼様』

　と自分を呼ぶ意思の強い双眸に二度心を奪われた。

　彼女に出会えたことは、自分にとってこの上ない幸運であったのだと広兼は思う。

「……」

　清すが々すがしい空気の中で恋人に想いをはせていた南の王子は、次の瞬間その穏やかな空気をぶち壊しにされた。




「ぎゃ―――！！！」




　空気を劈つんざくような悲鳴。

　ばさばさっ、とどこかから鳥が飛び立った。

「……」

　一瞬聞こえなかったふりをしようかどうか悩んだ南の王子は、しかし面倒事に耳じ目もくを塞ふさいでも後で絞まるのは自分の首なのだと思い直して足を進めた。

　北東の渡り廊下の、穴の開いた部分から廊下に入る。瓦が礫れきだけが取り除かれたその穴は、今となっては立派に出入り口として機能してしまっている。

　そのすぐ側には穴を穿うがった張本人である魔女の部屋があった。

　先日の魔術陣の破は棄きのために魔力を限界まで使われたらしい彼女は、ずっと寝台から起き上がれないでいる。早苗は心配していたが、おかげで大人しいので広兼はずっとそのままでいいのにと思っていた。

　彼は閉まったままの魔女の部屋の扉を一瞥して確認してから、廊下の端にある階段を上る。

　西大陸から来た魔術師は、かつての広兼と早苗の部屋に閉じ込めていた。

　広兼は、昔鳥代や王伊が魔法生物モンスターに襲われた西の塔にでも閉じ込めておけばいいと主張したのだが、そこには寝台もないし食事を運ぶのに少し遠いのだと早苗に言われてしぶしぶ普通の部屋を提供することに同意した。

　ただし部屋からは出られないよう鍵付きの拘こう束そく具ぐで両手の自由を奪い、寝台から一定以上の距離は離れられないようにしてあるし、魔術陣が縫ぬい取られている恐れのある服はすべて着替えさせている。

　正式な紹介状を持って大陸にやってきた人間を拘束するのは外交問題になる恐れもあるが、こちらには早苗を誘拐されかけた強みがある。

　西大陸が何か文句を言ってきたとしても、こちらに不利にならないように立ち回る自信が広兼にはあった。

　しかし部屋に入り、寝室へと続く扉を開けた広兼は、ぎょっとして声を上げた。

「おいおいおいおいおい」

　慌あわてて駆け寄ると、寝台で仰あお向むけになって青ざめている魔術師に馬乗りになり、その首元に刃物を向けていた幼い少女をひっぺがす。

「離して！」

　荷物をそうするようにして抱え上げられた魔女は、持っていた包丁も取り上げられて弱々しくもじたばたと暴れた。どうやら体力が回復しているわけではないらしい。

　彼女は顔を真っ赤にして、自分を抱えている南の王子を睨にらみ付けた。

「何をぐずぐずしているの!?　この魔術師を締め上げて早くあたしの中のこの腐くされた魔術をもがもが」

　広兼は葫の口を塞ぐと呆あきれたような顔で金髪碧へき眼がんの魔術師を見下ろした。

「情けねぇ。こんなガキに刃物向けられたくらいであんな悲鳴上げるなよ」

「いや……目が覚めてすごい形相の少女に間近で刃物向けられてたら普通誰だってあんな声出ますよ」

「こんな拘束されてる状況でぐーすか寝てるお前が普通じゃねぇ」
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　魔術師ルヴァイン＝イアスは、背中で両手が拘束されている現状には文句の一つも言わずに身をよじりながらなんとか身体からだを起こした。

「なんだか外が薄暗いような気がしますけど、もしかしてもう夕方ですか？　僕はそんなに寝てしまったのでしょうか」

　窓には覆おおいがしてあるので外は見えない。ルヴァインはまだどこか寝ぼけた様子で部屋の中を見回した。

「馬ば鹿かか。まだ朝だ。朝飯はまだだからな。俺はこのガキを寝かしつけてくるからお前はそこで大人しくしてろ」

　広兼は冷たく言い放った。

　この魔術師を捕らえて四日だが、まだきちんと情報を引き出せていない。

　これを捕らえた次の日の早朝に西の国から封書が来て、その日のうちに王伊と新祢と早苗が慌あわただしく塔を出て行った。そして早苗が不在の間の屋敷内の手配などをしていたら東の王から前述のような憐あわれな命令書が届いた。ゆっくりと尋問できる時間などなかったのだ。

「おかしいな。取引では僕があなたから貰えるものがあったはずなのに……」

　四日前、早苗達が魔術陣に捕らえられたとわかった時、広兼はルヴァインと取引をした。彼女達を魔術から助け出す代わりにこの魔術師が求めるもの――つまり、魔女を差し出すと。

　しかし広兼は魔術師を馬鹿にするように目を細めた。

「結局あの魔術を破ったのは王伊であってお前じゃねぇ。当然取引はなしだ。今お前がここに拘束されているのは南の国の王子妃誘拐の事情聴取のためだ。立場を間違えるんじゃねぇよ」

「それは法ほう制せい官かんの仕事では？」

　純粋な疑問を口にするように言ったルヴァインには動じている様子がない。広兼にはそれが気に入らなかった。

「残念だが広大にして偉大な帝国と違ってうちには人員が少なくてな。罪人の刑けい罰ばつを決めるのも王族の仕事だ」

「ええと、確かこの国に死刑はないはずですよね？」

「死ぬより苦しい拷ごう問もんならいくらでもある」

　広兼は鼻を鳴らした。

「怖いですね」

「知ってるだろうが、最初に言っておく。お前の持つ平へ祈き男爵の紹介状はこの大陸におけるお前の安全の保障にはならない。その紹介状によって保障されているのはこの三国への入国と最低限の人的権利だ」

「東での安全が条約で保障されているのは帝国の認可を得た一部の商人だけ。西から移民してきた者も住むのが許されているのは沿岸の線を構成している国の一角だけです。彼らは孫世代になって初めて、沿岸の線を越えることが許される……つまり本当に東大陸の人間だと認めてもらえるようになります。一時期よりはずいぶんと態度が軟なん化かしたとはいえ、帝国では東大陸の人間は生き娘むすめのように頑かたくなだと言う人間もおりますよ」

「学者も移民も沿岸の線から出なければその安全は保障されてる。来るなって言ってるのに家の中までずかずか上がりこんでこようとする自分達の図々しさを棚に上げるんじゃねぇよ」

　するとルヴァインはくすりと笑った。

「それは進むべき時代から逆行している。賢明なる賢けん者じやの王子殿下なら気付いていらっしゃるのではないですか？」

　広兼は眉み間けんに思い切り皺しわを寄せた。

「……お前、朝飯は抜きだ。昼は気が向いたら持ってきてやる」

　彼はそう言い捨てると、床に落ちた包丁を拾い、踵を返して部屋を出た。

　ずんずんと怒りを露あらわに廊下を歩いて階段を下りる。下りきったところでそれまで大人しく抱えられるままだった幼い魔女が自分の足に蹴りを入れてきたので、広兼は思い出したように足を止めた。

「完全に負けね」

　魔女は嘲ちよう笑しようした。

　広兼は冷たく腕に抱えた少女を見下ろすと、黙ってその腕を離す。するとべちゃ、と魔女は床に落ちた。

「ちょっと！」

　膝ひざと肩を床に打ちつけた葫は南の王子に抗議した。

「あんたの中の魔術はどうにかしてやる。だから今は大人しくしてろ。あの魔術師は魔女を捜してるんだ。あんたが魔女だってわかったら攫さらわれて実験動物にされてもおかしくねぇぞ」

　床に座り込んだままの魔女が不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめる。

　まだ五つにも満たないその幼い容よう貌ぼうには、広兼も見たことのある美しい北の王妃の面影を残している。

　その正体が魔女であった北の王妃は、この《赤い森》にかけられていた魔術を身の内に取り込んで今の幼い身体になってしまった。魔力によって活性化するその魔術のせいで魔法も使えず、外から見てもほとんど魔力が感じられなくなってしまった彼女は、今となってはただのか弱い子供と同じだ。

　行方ゆくえ不明のはずの王妃がこんな姿でこんな場所にいてこんな扱いを受けていると知れば、北の王は怒り狂うかもしれない。

「八つ当たりしないで」

　葫はぴしゃりと言った。

　広兼は顔をしかめる。

　彼は目を瞑つぶって大きく息を吸うと、それを溜めて一気に吐き出した。するとぴりぴりしていた彼の周囲の空気が少し和やわらぐ。

「……確かに」

　彼は呟つぶやいた。

「確かに、あのクソ魔術師の言うことは間違ってはいない。今の条約はもはや時代遅れだ。だが二百年前までは文化顧こ問もんさえも招き入れるほど帝国に友好的だった沿岸の線コートが、どうしてこんなにも西大陸を警戒している？」

　問いの形を取ってはいたが、その答えを広兼は知っていた。

　魔女が言っていたではないか。

『西から来た人間が王都に魔法をかけて失敗した』

　二百年前、西大陸からの文化顧問を受けてからしばらくして木々の急激な成長と共に森となった魔女の国。それを知り、沿コ岸のー線トが戦せん慄りつを覚えなかったわけがない。

　彼らは臆おくしたのだ。歴史を繙ひもとけばわかることだった。西化政策は、その後急速に縮小され、西大陸の人間の上陸も制限されるようになった。

　ルヴァインのような西大陸の人間が紹介状を持っているとはいえ再び沿コ岸のー線トを越えられるようになったのは、十数年前からだ。そうなるまでに尽力したのは両大陸の商人達で、おかげで一時期流通に乗っていなかった西大陸の商品が、最近はまた一般の市場に出回っている。

　二百年前に何が起きたのか。

　その外がい殻かくは、もう見えている。必要なのは彼の立てた仮説を事実だとする証拠だ。そしてそれを引き起こした者の意い図と。

　慌ただしく西の国へと旅立つ前に、広兼は王伊を捕まえて問うたのだ。

『答えられるのなら答えてくれ。お前は二百年前に起きたことをすべて知っているのか？』

　記憶に閉じ込められる魔術をかけられたことによって、王伊はかつての記憶をすべて取り戻していた。ならば彼の問いにも、是ぜという答えが帰ってくるはずだった。

『知らない』

　だが言げん下かに彼は答えた。少し眉宇をひそめた広兼を、西の王子は困ったように見て続けた。

『……嘘うそじゃない』

　広兼はただ『わかった』と答えた。そう答えるしかなかったのだ。

　王伊の様子を見て、広兼は困惑した。

　もし彼の思い出した事実が新祢を悲しませるものであったというだけなら、王伊は悩まないだろう。彼はきっと平気な顔をして嘘さえつく。

『新祢の父王は何も罪など犯おかしていないよ。新祢が心配するようなことは何もなかった』

　しらっとした顔でそう答える。そういう人間なのだ。あれは。

　けれど王伊は『知らない』と答えた。そして目を伏せたのだ。今までに見たことのないような顔で――。

「……」

　違う。

　広兼はあの顔を知っていた。

　もっとずっと昔だ。夢の中で見る赤い髪の女性が自分の未来の恋人なのではないのかもしれないと思い至った時、王伊はあんな顔をした。

　あまりに落ち込む友人のために、広兼は彼が描写する夢の中の調度品や建物の様子を調べ、それが実際過去に存在したものなのだと突き止めた。彼女は過去の恋人なのだと、この夢はまたいずれ出会える約束なのだと、そう信じることで王伊は元気を取り戻したのだ。

　正直あの頃は友人の頭の中身を疑ったものだが、こうして恋人に再会できているのだから人生何が起きるかわからない。

「ちょっと」

　刺とげ々とげしい声に呼ばれて、広兼は思索に彷徨さまよわせていた視線をまだ床に座り込んだままの魔女に戻した。

「寝台まで連れて行って」

　口にしているのはまだ幼い少女だが、なぜか彼女がその台詞せりふを口にすると妖よう艶えんな雰囲気を帯おびる。そういう嗜し好こうの者が見れば、彼女にすぐ心を奪われるだろう。

「調理場まで包丁取りに行って階段上って大の男を脅おどそうとした力があれば自分で歩けるだろ」

　しかし広兼はそっけなく言った。

　彼は基本的に女臭い女が嫌いである。

「力尽きたの。床は冷たいわ。ねぇ、早く」

　広兼はうんざりした。

　同じ傲ごう慢まんなわがまま娘でも、珀蓮と違い葫はいちいち女臭さが覗のぞく。これならまだ珀蓮の方がましだった。相手が北の王女なら、むかつくだけで嫌悪感まではもよおさない。

　広兼は左手に包丁を持ったまま再び右手で魔女の腰をひょいと担かつぎ上げた。

「ちょっと！」

　荷物のようなその持ち方に葫が抗議の声を上げる。

　しかしそれを無視して、広兼はすたすたと歩いて葫の部屋に入ると寝台に彼女を投げ入れた。そして扉を閉める前に、葫を一瞥して冷たく言い捨てる。

「大人しくしてろよ」

　今日からたった一人でこの魔女とあの魔術師の相手をするのかと思うと、少々気の滅め入いる南の王子だった。
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　未来の王子妃を迎えるにしては、西の国の歓かん待たいはとても大人しいものだった。

　早さ苗なえの時などは王都に入る前に王宮から豪ごう奢しやな馬車が迎えに来て華やかなドレスに着替えさせられたものだが、新しら祢ね達はそのまま王都に入り、民の歓迎を受けることなく王宮に入った。

　新祢は、これにはがっかりするどころかほっとした。

　幼い頃から王宮の奥の屋敷でひっそりと暮らしていた彼女は、人に注目されることに慣れていないのだ。彼女は木トー蓮リアの町を歩く時さえ必ず頭から布を深く被かぶって髪や眼めの色を隠している。

　西の国の王宮の周囲には濠ほりが巡らされ城壁が聳そびえ立っている。既に東や南の王宮を見ていた新祢は、その違いに驚いた。

　王の住まう宮として相応ふさわしく華やかで上品な雰囲気に満ちていた破は魔まや賢者のそれとは異なり、この西の国の王宮はまるで戦争の最前線にある砦とりでのように剛ごう堅けんだ。来訪者の目を楽しませる庭は最小限で、兵士や馬の訓練場に多くの敷地が割かれているようだった。

　ここには西の国だけでなく、東や南の国の兵や将校も留学のような形で訓練のために集まる。街道に配置されている警備隊も、ほとんどが西の国の兵士で構成されていた。

「もし万が一この三国が外の国に戦争をしかけられたとしても、僕達の国の兵士は一つの国の兵であるかのように連れん携けいできるよ」

　濠に架けられた跳ね橋を渡っている時に王おう伊いがそう説明をした。彼が自分の国のことを話すことなど珍しいので、新祢はどこか嬉しく思いながら彼の話を聞いた。

「通常ならまず陛下にご挨拶に行くんだけど二人とも大丈夫？　疲れていない？」

「心配はいらぬ」

「大丈夫ですよ、王伊様」

　馬車を降りて出迎えの女官や兵士達に荷物を任せると、三人はそのまま王の謁えつ見けん室に向かった。

　彼らを先導するのは口数の少ない下級将校が一人だけだ。早苗が南の国へ行った時などは広ひろ兼かねの兄達や王の妃きさき達が出迎えてひどく華々しい雰囲気があったものだが、国が違うとこうも違うものらしい。

「……とても実用的な造つくりですね」

　早苗は好奇心に輝いた双眸で周囲を見渡しながら歩いた。その少し前を歩きながら王伊が説明をする。

「もともとこの三国は、かつて一つの国に仕えていた三つの一族が前身だ。国が滅びた時にそれぞれの領地に拠よって民をまとめた。しばらく経ってから彼らは自ら王を名乗って国を三つに分けた。恐らく、便べん宜ぎ上じようね」

　壁には様々な飾り布が掛けられているが、東や南の王宮にあるような精せい緻ちな彫り細工は見当たらない。廊下には花さえ生けられていなかった。

「早苗さんならわかるかな。他国と国境を接しているのは東の国だけど、その国境に一番近いのは実はこの王宮なんだ。ここは、かつて国境警備の要かなめだった。他国から攻め入られた際に要所となる砦とりでだ。三つの一族の長は、自分達が持っていた屋敷や砦を王宮として改装する際、その役割を明確に分けた。東の国の王宮は他国との窓口として絢けん爛らんに。南の国の王宮は情報を集める中心として柔軟に。そしてこの西の国は国防の要として剛堅に」

　新祢は笑った。

「そなた、それは教師に教えられたままを喋しやべっておろう」

　王伊は肩越しに新祢を振り向いて器用に肩をすくめた。

「昔は南の国の『柔軟に』の意味がわからなかったけど行ったらわかった。構造がすごく入り組んでるんだ。自分のいる位置がすぐわからなくなる。どんな泥棒だって、あの王宮からは何も盗めないと思うよ」

　ああ、そういえばと早苗が言う。

「私も、結婚式の時には広兼様にくれぐれも一人で出歩かないようにと言われました」

「まぁ、つまりはそういうこと。もちろん剛堅なる我が王宮にも、王族の私室や客人の泊まる部屋の近くには観賞用の庭がある。新祢達もあまり窮きゆう屈くつな思いはしないと思うけ、ど……」

　その時王伊は突然立ち止まった。

　そして彼らを先導していた下級将校が長ちよう靴かを鳴らして足を止め、右手の甲を額に当てた敬礼をする。新祢と早苗はそこで初めて、廊下の向こうからこちらに歩いてくる人物に気付いた。

「……」

「早かったな」

　新祢はどういう顔をしていいかわからなかった。

　初めて会った時から、その男は相手を緊張させる雰囲気を纏まとっていた。目は狡こう猾かつな蛇へびのように細められて、笑いながら相手を切り捨てる残忍さを垣かい間ま見せる。

　王伊の兄には見えなかった。空気が違う。

「そちらは……もしかして南の第六王子の奥方かな？　わざわざ一緒にお越しいただけたとは光栄だ」

「ただいま戻りました兄上」

　こちらに歩いてくる兄の進路を塞ふさぐように、王伊は足を一歩前に出した。彼のその意図を察してか、前から歩いてくる男、慶けい渦かも足を止める。

　新祢の立っている位置から王伊の顔は見えなかった。

「険しい顔をしているな弟よ」

　左手に何やら書類を持った西の国の第一王子はからかうように言った。

「地顔です」

「そんな顔では女性を怖がらせるだけだ」

「義あ姉ね上はお元気ですか？」

　新祢ははじめ、王伊には姉もいたのかと小さく首を傾かしげたが、それが慶渦の妻のことなのだと思い至って意外に思った。恐らく年齢的には妻がいて当然なのだろうが、妻帯しているような柔らかさが目の前の男からは一切感じられなかったからだ。

「少し体調を崩してな、今は田舎いなかで療養させている」

「……そうですか」

「そんなことより、後ろのお二人の姫君に私を紹介してはくれまいか」

　その時初めて、慶渦は王伊の肩越しに新祢を見た。

　その色素の薄い双眸に射いられると、ぞくりと肌が粟立ち全身が緊張して少し息苦しさを覚えた。身体が震えだすのを止めるように新祢は自分の右手で左腕を握り締める。身体が覚えているのだ。この男に首を絞められた時のあの恐怖を。

　しかし王伊が少し動いて慶渦の視線を遮さえぎった。視界を占める恋人の背中に、新祢は言いようもない安あん堵ど感かんを覚える。

　そうだ。あの時もそうだった。彼が助けに来てくれたのだ。

　新祢は深く呼吸をした。そうして気持ちを鎮めてから、後ろからそっと王伊の手に触れる。

　彼は気き遣づかわしげにちらりと新祢を振り向いた。彼女は微ほほ笑えんでみせる。

　そして一歩足を前に出して王伊の横に立った。

　まっすぐに前を見る。

「はじめまして、王伊の姫君」

　静かに微笑みながら慶渦が先に言った。
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　新祢は顔をしかめたりはしなかった。王伊の肩に残った傷。それができた赤セイ穏オンの村で新祢と慶渦は既に会っている。

　初対面、ということにしたいのだろう。その方が面めん倒どうが少ないのかもしれない。

　新祢は目を伏せて膝を折った。

「はじめまして慶渦様。新祢と申します」

　声は震えなかった。

「早苗さん、僕の兄の慶渦だ。彼女は南の国の第六王子妃です。今回は新祢に付き添って来てくださった」

　新祢の隣、一歩後ろに立った早苗を王伊が紹介した。早苗もまた目を伏せて膝を折る。身分の高い女性から王族への礼だ。ただの商人の娘から王子妃となった早苗は、先日南の国へ行った際に基本的な礼儀作法は教え込まれたらしかった。

「早苗と申します」

　顔を上げた彼女はその青い双眸に怯おびえを宿すことなく、西の国の第一王子をまっすぐに見返して微笑んだ。

「このたびはおめでとうございます、殿下」

　慶渦が眉まゆを上げる。彼は見定めるように早苗を見た。

　金髪碧眼の娘。彼女の魅力はその珍しい色彩ではなく、身に纏った雰囲気だ。穏やかで柔らかく、誰かが触れるのを躊躇ためらわせない。

　早苗がにこにこと笑顔を崩さないのを見て取って、慶渦は肩をすくめた。

「この国では王族の結婚の儀に他国の方を招待しないことになっているのだが、このように可愛らしい女性がいらっしゃったのでは追い返すわけにもいかないな」

「友人の晴れ姿を一目見たくてついてきてしまいました。どうかご容よう赦しやくださいませ」

　打てば響くような凛りんとした彼女の言葉に、慶渦は笑う。

「南の第六王子殿下は王伊の数少ない親友だ。となればその奥方は我が国にとっても家族のようなもの。ゆっくりと滞在していかれるがいい」

「ありがとうございます。殿下」

　早苗はもう一度膝を折った。

「さて」

　慶渦はそう言うと自分の左手にある書類をちらりと一瞥する。

「お前達は王陛下のところへ向かうところなのだろう。邪魔をしたな。私も忙しい。歓迎の席を設もうけてやることはできないが、晩ばん餐さんには顔を出そう」

　そして西の国の第一王子は意外なほどあっさりと退場した。

　新祢などは拍子抜けして目を丸くしてしまう。結局慶渦と目が合ったのは一度だけだった。もしかしてあの男は自分が新祢を殺しかけたことなど忘れているのではないかと、彼女は疑いさえした。

「声が」

　と早苗が言った。

「声がとても王伊様と似ていらっしゃいますね」

　そうだ。と新祢は思った。それは彼女も思ったことだった。最初にあの男に会った時。赤穏の村で。

　すると王伊は困ったように笑った。

「兄弟だからね」
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　当代の三国の国王はよくその国の色を表していると言える。

　東の国王は精悍で親しみがあり民の人気が高く、南の国の王は壮年の陽気さと老ろう獪かいさを併あわせ持っている。そして西の国の王は彼自身が一将校であるかのように厳格で朴ぼく訥とつな実力主義者だ。

　彼は自分の妻達が産んだ二人の息子に愛情を傾けるようなことはしなかった。どちらとも一定の距離を保ち、どちらが自分の跡を継つぐとも明言しなかった。

　そのせいで兄弟それぞれを持ち上げる派閥ができ王宮内は割れ、かつては悪くなかった兄弟仲が決定的に分かたれることになったのだが、それは別段今の王の時代が特別というわけではない。

　かつて王と国を護ることこそが仕事の軍人の一族であった彼らは、血や慣例が民を護るのではないのだと知っているのだ。

　王とは王族の長がなるものではなく、国を、民を護る責任を背負える者がなるものだ。

　王おう伊いは幼い頃教師からそう教えられた。思えばあの教師は兄である慶けい渦かではなく王伊を王にと望んでいた者の一人だったのだろう。苛か烈れつで大胆な慶渦は、平和な今の時代の王には相応ふさわしくないのだと彼らは思っていたようだった。

　彼らの人を見る目のなさというものに王伊はため息をつきたくなった。

　なるほど果か断だんにすぎる慶渦は穏やかな今の時代には毒となりえるかもしれない。だがそもそも王伊には、慶渦と対等に比較されるに足るだけの王としての資質が決定的に欠けていた。

　王伊にとって、最も大切なのは新しら祢ねなのだ。

　幼い頃から夢に見たあの赤い髪の姫君は、どうしようもなく彼の心を奪い去った。王伊は母の死の際、自分を産み育てたその人を一番に愛してあげられなかったことに涙を流したのだ。

　自分は王となるべき人間ではない。

　彼はそれを知っていたから自分を擁よう立りつしようとする臣下の言葉には決して耳を傾けなかったし、なるべく王宮にはいないように努めた。

　思えばそんな自分を父がどう思っているのかを、王伊は聞いたことがなかった。

　母は、王伊が夢の中の女性に恋をしているのを知っていてそれでも惜おしみない愛情を彼に与えてくれた。だが一国の王たる父はどうだろう。

　今この時まで、その疑問を自分が持たなかったことに王伊は今さらながらに驚いていた。

　謁えつ見けん室しつは二部屋あって、それなりに広く最低限の装飾がなされた方は他国からの正式な使者との謁見などの際に使われる。

　今回王伊達が通されたのは王の執務室と一部屋挟んで続き部屋となっているもう一つの部屋の方だった。前述のものよりも王に近く、その顔がよく見える。

　王伊は実に久しぶりに父の顔を見たような気がした。

　短く刈り込まれた髪には白いものが交じっている。しかしごつごつとした顔の形と厳げん格かくに引き締まった口元、感情を表に出さない冷ややかな双眸は年齢による衰おとろえを一切感じさせない。日常的な鍛たん錬れんによって鍛えられたその身体はしなやかな筋肉に包まれ、まるで熟練の剣士のように隙すきというものを窺うかがわせなかった。

　王の椅子の前に膝をつき王伊が帰国を告げ新祢と早さ苗なえが名乗っても、王は少しも微笑もうとはしなかった。

　思えばこの父が笑ったところを王伊は見たことがない。

　だが彼は別段父王を怖いと思ったことがなかった。なぜだろうと記き憶おくを掘り起こしてみると、母の言葉に行き当たる。

『お父様はとても優しい方なのよ』

　と王伊の母は笑って言った。

　息子達に特別の愛情をかけず、その成長を妻や教師達に任せ滅めつ多たに顔を合わせることのなかった父王を、母は決して悪く言ったりはしなかった。それどころか王のわかりにくい優しさやかわいらしいと思わせる仕草を王伊に語って聞かせ、国王の威い厳げんがなくなるからと乳う母ばや教師に窘たしなめられてさえいたのだ。

　だがその母が死んでも、彼女が語って聞かせた父のそんな一面を、王が息子に見せることはなかった。彼は、まるで彫像のように険しい顔で妻の躯むくろの入った棺ひつぎを見つめていた。

「話には聞いていたが、鮮やかな色だ」

　早苗が名乗った後しん、としていた室内に響いた父王の声に王伊ははっとした。

　王の視線を追うと王伊の一歩後ろに膝をつく新祢を見ているようだった。

　慶渦の目元はよく見ると父に似ている。しかしなぜか兄のそれは狡猾な蛇のように見えて、父のそれは獲物を冷ややかに観察する肉にく食しよく獣じゆうのように見えた。王伊は母似だ。それがよかったとも残念だとも思ったことはない。

「大陸の北方で生まれました。早くに両親を亡くし、旅の一座に拾われました」

　新祢が答えると、王は目を細めた。

　彼女が《赤い森》の塔で眠っていた二百年前の姫君であるという事実を、彼らは公言していなかった。そのあまりに特異な事実によって人目に晒さらされることを新祢が嫌ったからだし、彼女が亡国の姫君であることがわかると様々な問題が予想されたからだ。

　この三国の王はかつての王国に仕えていた一族だった。

　そして失われたはずの国の王族が生きていたのだと知れれば、無用な争いが起こる可能性がある。鳥とり代しろ達はそれを懸け念ねんしたのだ。

　もちろん新祢は三国を統すべる王になどなる気はない。

　妙に彼らの事情に詳しかった吟遊詩人デイヒルー（この正体は北の国の馬鹿子爵であったことが先頃判明したのだが）の歌の中で新祢は『長い眠りに落ち』た『眠ねむり姫ひめ』だとされているが、これはむしろ、好都合だった。

　もともと何百年も眠る姫君のお話はこの辺りの国に根付いている童話だ。吟遊詩人が珍しい髪と眼の色を持った新祢をその童話の姫君になぞらえて歌を作ったのは誰の目にも明らかだったし、逆にそれを真実に結び付けて考える者はいなかった。

　ただ、三国の王となると話は別だ。

　賢者の王はもちろん、破魔の王やこの軍人の王は、恐らく限りなく真実に近いところに辿たどり着いている。それが賢者の王子である広ひろ兼かねの見解だった。

　北方に赤い髪の人間が生まれることが珍しくないのは本当だが、赤い眼の人間となるとそうはいかない。

　王達は、新たに三国の王族の一員となるこの姫君の素す性じようを調べただろう。広兼が手を回して様々な事実の捏ねつ造ぞうを行ってはいたが、三国を統べる王達の目を完全に眩くらますのは不可能なのだ。

　だが一方で、その事実に気付いていたとしても彼らは藪やぶの中の蛇をつつくような真ま似ねはしないはずだと広兼は言った。

　新祢は騒そう乱らんの種だ。

　三国の黎れい明めい期きならいざ知らず、国としての機構がそれぞれ確立され、この三国が一つの王国であった頃のことを民が忘れてしまっている今、かつて自分達を統べていた王族の生き残りの存在は毒にしかなりえない。

　なるほど、彼らが早苗と広兼の結婚式のため南の国を訪れた際、賢明なるかの国の王族達は一人たりとも、新祢の素性を詮せん索さくしたりはしなかった。姦かしましい王の妻達に至っても、だ。赤い血のような新祢の髪や眼の色を見て綺き麗れいだと褒ほめることはあっても、彼女の生まれを問うことはなかったのだ。

　新祢の言葉を聞いた時の父王の反応を見て、王伊は父もその事実に辿り着いているのだと知った。一方で疑問が頭をもたげる。

　素性のあやふやな新祢の出しゆつ自じに王達が言げん及きゆうしないのは、彼らが、新祢が亡国の王女で騒乱の種なのだと気付いているからに外ほかならない。そうでなければ、王子妃となる女性の生まれはもっと問題視されるはずの事柄だからだ。

　ではなぜ彼らは彼女が二百年前の王女なのだと思い至ったのか。

　知っていたのだろうか。王達は。

《赤い森》に新祢が眠っていたことを？

　王伊は父王を問いただしたい衝動に駆られたが、ぐっとそれを抑え込んだ。それこそ藪をつつくようなものだ。

「王伊が昔から言っていた姫君が実在していたとは驚きだ。私は息子は気の病やまいに罹かかっているのだと思ったこともあったのだが、私が間違っていたようだ」

　その一瞬、王が微び笑しようしたように王伊には見えた。しかし瞬まばたきの後、その微笑は消えていた。次に王は早苗に目を転じた。

「東の黄き臣おみ伯はく爵しやくからあなた達のことはくれぐれも、と封書が来ていた。早苗殿……特にあなたについては、このような形で会ったことが感かん慨がい深い」

　黄臣伯爵は書類上新祢と早苗の父、ということになっている。素性のあやふやな娘と一いつ介かいの商人の娘のままでは、王族との結婚が難しかったからだ。

　王伊は眉び宇うをひそめた。王のその言い様は、まるで以前から早苗を知っていたような口ぶりだ。王伊はちらりと自分よりも後ろにいる早苗を見たが、彼女もきょとんと目を丸くしている。

「私はあなたの父君母君に会ったことがある」

　王は淡々と言った。

「あなたのご両親は西大陸の人々がこの大陸で自由に生きていける術すべを模索していた。試験的に西大陸の商人が沿コ岸のー線トを越えて商売をするようになった際、その商人達の警護に関して私に相談に来たのだ。その時あなたはまだ生まれてはいなかったようだが、母君は一目で西大陸の血を引いているのだとわかる顔立ちをされていた。あなたは顔立ちは父君に似ているが、髪や眼の色は母君の血を色濃く継いだのだろう」

「……父や母が？」

　早苗は驚いたように呟いた。

　王伊にとっても初めて聞く話だ。

　西化政策の縮小以降かの大陸に対して頑かたくなすぎるともいえる態度を崩さなかった沿コ岸のー線トに働きかけたのが、両大陸の商人だということは知っていた。だがまさか早苗の両親がそれに関わっていたとは。

　それも父王に会っていたとは、夢にも思っていなかったことだった。

「結婚の儀までは間がない。着いたばかりで忙しくなるとは思うが、姫君方が心ここ地ちよく滞在できるようできるだけ取り計らおう」

　そう言うと、話は終わりだとばかりに王は立ち上がった。

　控ひかえていた従じゆう者しやが続き部屋の扉を開ける。颯さつ爽そうと王が出て行くと、その場には些いささか呆ぼう然ぜんとした空気だけが残された。

「……まぁ」

　早苗が小さな声で言った。

「お父様と、お母様が」

「早苗は知らなんだかえ？」

　新祢が可愛らしく首を傾げる。

「今の……帝国との通商条約を結ぶにあたってこの大陸の商会連盟が尽力したのは知ってたわ。確かにヤエ商会もその連盟に加入しているけど、詳しい話はあまり聞いていなかったの」

　早苗の表情からはまだ驚きが抜けきっていない。当然だろう。まさかこんなところで自分の亡き父や母の話を聞くことになるとは想像もしていなかったのだ。

「殿下」

　戸口の近くに立っていた兵士が促うながす。

「ああ」

　と王伊は面倒臭そうに返事をした。そして新祢と早苗を見て言う。

「部屋に案内させるから、しばらく休んでいて。疲れただろう。なんなら足湯を用意させるよ。うちは基本的に朝と昼は皆で取らないんだ。三人でゆっくり食べよう」

　そして彼は笑ってみせた。三食を王族全員で食べる南の国の習慣とは天と地ほども違う。

　もちろん王伊にとって、この王宮で生活する上ではその方がずっと気が楽だった。
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「本当に昼食抜きになるのかと思いました」

「そんなことしたのが早苗にばれたら信用をなくすからな」

　拗すねたような彼の言葉にルヴァインはくすりと笑った。落ち着いたその様子がまた広ひろ兼かねの癇かんに障さわる。

　広兼は寝台の横にある卓たくに持ってきた食事を乱暴に置いた。冷製スープと燻くん製せい肉のサンド、それに三種の野菜盛りだ。

　これらはすべて早さ苗なえが準備をしておいてくれたものだった。できるだけ火を通す必要のない献こん立だてを考え、材料と共に絵つきで説明書きが残されている。

　彼女によって準備されていたのは大人五人、子供一人のための三日分の食事だ。それ以降は木トー蓮リアの村の伊い央おという医者の息子から食糧を受け取ることになっている。

　広兼は、塔を発つ鳥とり代しろにくれぐれも調理場で火を使うなと厳命されていた。賢明なる南の第六王子の料理の腕が壊滅的だとわかったのはこの塔で暮らし始めてからだ。

『いいか、早苗嬢の説明書き以上のことはするな。お前のその柔じゆう軟なんで独創的な脳みそで考えついたいかなることも料理には不必要な害がい悪あくだと学べ』

　とまで言われても怒らなかったのは、自分が腕を振るった料理を捨てる時の早苗がひどく悲しそうに見えたからだ。かといって鳥代や王おう伊い、それに他の二人の姫君に料理ができるのかといえば否いな、だった。

　彼らは王族なのだ。王の一族とは国を治め民を導くのが仕事であり炊すい事じ洗濯はその日常業務に一切組み込まれていない。

　以前結婚式のために早苗が不在になった際も塔に使用人を置くことは検討されたのだが、条件などを考えているうちにうやむやになってしまっていた。

「あの……手の拘束を解いてもらえませんか？」

　広兼は舌打ちをすると、ルヴァインの背中側に回って左手だけ解放してやった。右手はそのままで、拘束具は寝台にも繋つながっているのでそこから離れられないようになっている。

「別に逃げませんから、全部取ってはもらえませんか？」

「自惚うぬぼれるなよ。俺はそこまでお前を信用していない」

　広兼は吐き捨てると、寝台の横に椅子を持ってきてそこに座った。彼自身昼食はもうすませている。ついでに魔女の分も作って調理場に置いてきた。今け朝さの彼女の様子を見る限り大分体力も回復しているようだし、腹が減ったら食べに行くだろう。

　ルヴァインは困ったような顔をすると、黙って寝台の端に腰掛け、左手を伸ばして食事を始めた。利きき手ではないので動きはぎこちない。

「……あー。美お味いしいですね」

　椀を手にとって、スープを一口飲んだルヴァインは幸せそうに頬ほおを緩ゆるめる。

「当然だ」

　広兼はそう言いながら、頭の中を整理した。

　問いを、選ばなくてはならない。

　葫ゆうがおが魔女であるということ、その中に二百年前の魔術が封じ込まれているということ、この二つの事実をルヴァインに知らせぬまま葫の中の魔術を解く方法を聞き出したかった。

「さて、この大陸に何をしにきたルヴァイン＝イアス」

　広兼は膝を組んで問うた。

　魔術師は左手にスープの椀を持ったまま首を傾げる。

「魔女を捜しに来たのだと、申し上げませんでしたか？」

　広兼は嗤わらった。

「自分の言ったことに責任もとれないのか？　お前は二百年前の事件を調べに来たと言っただろう」

「言いました？　そんなこと」

　彼はスープをもう一口味わうと、それを卓の上に戻した。そして軽く息をつく。

「言ったかもしれない。まったく、僕は口が軽い」

「二百年前の事件とはなんだ」

「あなたがそれをわからないとは思えないな。賢者の王子殿下」

「国を滅ぼす魔術に興味があるのか？　西大陸の魔術師」

　広兼はわざと挑発する言い方をした。けれど魔術師は表情を変えずに答えた。

「魔術師は研究者です。国に興味はありませんよ」

「興味があるのは不老長寿か」

「そうですね……実際のところ、今となってはそれも変わりつつある。手段が目的になった、と言うべきかな？　我々が求めているのは老いない身体ではない。世界の理ことわりを掴みたいと思っている。川の流れのように不可逆な時間というものに、手を加えることができたならそれは世界を理解する一歩になりえるとは思いませんか？」

　広兼は目を細めた。

　世界の理。真理。

　考えたことがないわけではない。むしろ、その言葉ほど、賢者の王子の心を沸き立たせるものはないだろう。なんの制約もしがらみもなければこの生のすべてを投じてもいいと思えるほどに、それは甘美な響きでもって彼を誘う。

「あなたは魔術師に向いている」

　ルヴァインは言って笑った。広兼は不愉快そうに目を細めた。

「否定はしねぇ。だが肯定もしねぇ。俺は研究者じゃなくて王の子だ。護るべきもののための知識を求める。……魔術陣の解約には何通りの方法があるんだ」

「ずいぶんと唐突だ」

「あの時、お前も王伊もいなかったら、俺は早苗を助けられなかった」

　事実だ。

　あの時広兼は、ルヴァインに頼るしか方法を見いだせなかった。

　ルヴァインは「そうですね」と指を折りながら答えた。

「大まかに言えば三通りですね。一つは僕が行おうとしたきちんと手順を踏んだ解約。そして西の王子殿下が行ったような破棄。……この破棄にも種類があって、西の王子殿下がされたのは一番危険なものです。簡略化された魔術陣なら、例えばそれが描かれた紙を破るだけで破棄ができます。あとは契約の満まん了りよう」

「契約の満了？」

「そうです。まぁこれは正確には解約とは言えません。解約のためにこじつけで契約を満了させる場合です。例えば特定の相手を条件に発動する魔術陣があるとします。その特定の相手、というのを誤認させ、魔術をかけさせる。契約条件に永続性が付加されていなければ、本来の目的を達しないまま魔術陣はその効力を失います」

「誤認、というのはどうやるんだ。血とかを使うのか？」

「まぁ……その相手の条件付けによりますね。魔術陣に触れながらある言葉を口にした人間、という条件が付けられているのなら、その言葉さえわかればあとは簡単です」

「そんな適当なものなのか」

　広兼は呆れたように言った。西大陸の魔術師は肩をすくめる。

「初心者ならそんなものでしょう。今では魔術陣の研究も進んでいますから、人の細胞にまで干かん渉しようして本当にその個人でないと反応しない魔術陣もできなくはないですが、上級者向けですね」

「お前はできるのか」

　その問いに、ルヴァインは笑った。

「できるのならここにはいません。僕は落ちこぼれなんですよ。理論は知っていても記述に耐えうる力がない。魔術は魔法と違って勉強さえすれば万ばん人にんに使える技術ですが、それでも才能というものがやはりある。魔術陣に使われているのは精せい霊れいの……この大陸で言えば妖よう精せいの言語です。それは使うだけで精神力、あるいは生命力と呼ばれるものが消費されます」

「魔女でいう魔力のようなものか」

「そうですね。近いでしょう。魔術で消費されるそれは、魔法のそれに比べて極めて微び々びたるものなので、万人に使える、とされているに過ぎない」

「お前が解約できる魔術に制限は？」

「もちろんあります。僕に解読できる魔術陣であることがまず第一条件です。精霊の言語は数式に近い。解く公式を知りそれを応用できる技術がなければ魔術陣を理解することができない。その条項を理解しないまま契約に手を加えようとすることは命取りにもなりかねません」

　そもそも妖精の言語、という概がい念ねんが広兼には理解しがたい。

　この大陸において妖精は人間とは別の次元に存在するものであり、交流しえない種族だ。一つの大地に共生はしても契約によってどちらかが使し役えきされたり補助されたりするものではないはずだった。

　ただこれまでこの大陸において魔女と魔法というものを科学的に解明しようとした人間はいない。あるいはその力には、魔術のようにこの大陸の妖精が絡からんでいるのだろうか。

　その時広兼ははっとして問いを口にした。

「待て。一度発動した魔術は魔術陣を解約することでしか無効にはできないのか」

「当然です。魔術という結果は魔術陣という原因から生み出されたものです。結果を変えたければ、原因に手を加えなくては意味がない」

「……なるほど」

　広兼は背もたれに体重を預けると、右手で顎あごを撫なでた。

　つまり、現段階では魔女の中の魔術を解くことはできないということだ。

　王都を森にした魔術陣がどこかに存在するはずで、それに働きかけなければ魔女は解放されない。魔術師がいるだけでは駄目なのだ。

「……」

　これを知れば、葫は怒り狂うかもしれない。刃物を持って大の男に馬乗りになっていた少女の様子を思い出して、広兼は息をついた。

　いったいどこを探せば王都を森になどした魔術陣が見つかるというのか。

　南の王子が思考の海に足を浸ひたしたと見て、ルヴァインは燻製肉のサンドに手を伸ばした。パンは早苗の手作りだ。

「大きさは」

　ちょうどパンを頬張ろうとしていたルヴァインは、怪訝そうに広兼を見た。

「魔術の規模は魔術陣の大きさに比例するのか？」

　問いを口にしてから、広兼は失敗だったかと頭の隅で思う。いや、不自然な流れではない。魔術に興味を持っている賢者の王子が口にするなら、おかしくない質問だ。

　果たしてルヴァインは疑問を差し挟むことなく「そうですね……」と答えた。

「その通りですが、むしろその魔術陣を記述した魔術師の技量に反比例すると考えていただいた方がいいでしょう。僕が里り野のの身体を縛しばり付けるために描いた魔術陣……わかりますか？」

　広兼は頷うなずいた。平へ祈き男だん爵しやくの書斎に粉棒チヨークで描いてあったものだ。あれは簡略化された魔術陣だったようで、鳥代が足でこすると粉棒チヨークは簡単に消えて里野は解放された。

「今の帝国の魔術師なら、親指の爪つめほどの大きさの魔術陣で同じことができるでしょう」

「親指の爪？」

　にわかには信じがたい。というか想像がつかなかった。

　帝国の魔術師のことは知っている。

　その名の通り、西大陸を統べる帝国リグリアとその王に使える魔術師のことだ。

　本来魔術師は協会に属し帝国に許された独立領を拠きよ点てんとするが、帝国の魔術師とは帝国に帰き属ぞくするたった一人の魔術師だ。その存在によって、帝国は何かと反発を示してくる魔術師達の暴走を抑えている。

　ルヴァインは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「僕には帝国の魔術師のように、既存の偉大な魔術陣を記せるだけの力がない。だからこそ新しい術の構築、発見こそが僕にできる魔術師としての能力の研けん鑽さんなのです。そしてそのために僕はこの国に来た」

　その青い双眸が広兼を見る。早苗と同じで違う青だ。包み込むような海や空のそれではなく、射抜くような意志を秘めた青。

「あなたは僕を信用していいんだ。賢者の王子。あなた方の知りたいことに僕は答えましょう。代わりに僕はあなた方から得えたいものがある」

「魔女なら知らない」

　広兼は先に言った。

「あの時、平祈男爵の屋敷で早苗を助けたのが魔法だとして、それを使った魔女がどこにいるのか俺は知らない。この間魔女を取引の材料にと承知したのははったりだ」

　広兼はしらっとした顔で嘘をついた。これは幼い頃からあの兄弟や義ぎ母ぼ達の間で育っていれば自然と身につく技術だ。

　ルヴァインはしばらく値ね踏ぶみするようにして広兼を見ていたが、やがてにっこりと笑った。そして言う。

「そうですか。残念です。それならそれでいい。ではあの女性に会わせてください。西の王子のご婚約者だという赤い髪の――」

　新しら祢ねだ。

　広兼は動揺しなかった。ルヴァインがこう出るのはわかっていたからだ。

　あの時新祢は『リアディウム＝イアス』という名を口にした。そしてルヴァインはそれを自分の高こう祖そ父ふだと言った。

『暁あかつきの姫君』

　ルヴァインのその言葉に、王伊は怒りでもって刃やいばを閃ひらめかせた。

　そしてその名が、二百年前の新祢の呼び名なのだと広兼は後で新祢から聞いた。

　二百年前この大陸に渡ってきた魔術師が、王宮の奥に隠された姫君のことを故郷の家族への手紙に書いて送っていたとしても不思議ではない。それも、彼女一人のために魔術師達が集められたのであるとすればなおさら――。

「残念だが、新祢姫は西の国へ行っている」

　これにルヴァインは驚いたようだった。珀はく蓮れんや鳥代が今朝塔を発ったことも、広兼は彼に告げていなかった。

「西の国へ？」

「そうだ」

「ああ、そういえば早苗が西の国へ行くのだと言っていましたね。では西の第二王子もご一緒に？」

　広兼の眉がぴくりと動く。

「お前に早苗を呼び捨てにされる筋合いはない。王子妃殿下と呼べ」

　早苗は既に広兼と正式な婚姻を結んでいる。本当なら王宮でそう呼ばれてしかるべき女性なのだ。

「しかし、ここには他にゆくゆくは王子妃と呼ばれてしかるべき女性が二人いらっしゃる。混乱してしまうのでは？」

「あいつらはまだ正式には結婚していない。問題ない」

　といっても王伊と新祢は今結婚の儀を行うために西の国に行っているので、戻ってきたら王子妃は二人になる。が、そういう問題ではなかった。

　ただただ、この西大陸の魔術師が早苗に親しげな口を利くのが気に入らない。

　ルヴァインがこうして拘束された次の日に早苗は西の国へと出立したので、彼女がルヴァインに食事を運んだのはその日の朝だけだった。もちろん広兼も同行している。

　早苗はルヴァインをこうして拘束していることを詫わび、朝方に届いた書簡によって自分がこれから西の国へ行くのだと告げた。ルヴァインは気にしないでと微笑み、あまつさえ旅行中の早苗の身体に気遣いを見せた。

　広兼がルヴァインを気に入らないのは、この男のせいで早苗が一度精神を壊しかけたからだ。

　佳か莉り、という名の別の娘としての記憶を魔術で植え付け、その魔術を内側から破ろうとしていた彼女の精神は悲鳴を上げた。その上ルヴァインは早苗の死体を魔術でもって作り上げてそれを広兼達に見せたのだ。殺しても飽き足らない所しよ業ぎようだった。

　それなのに早苗はそのルヴァインにさえ優しい。

　食事を持っていくという早苗に同行し、二人が話しているのを戸口から見ている間中、苛いら立だちが身体の内側で暴れているようだった。

　双眸に違う光を秘めていても、早苗とルヴァインの雰囲気は時にはっとするほど似ていた。二人が話している様は睦むつまじい恋人同士のようにも見える。つまり、お似合いなのだ。

　それがまた気に入らない。

　ルヴァインは笑った。

「広兼殿下は嫉しつ妬と深くていらっしゃる」

「お前殺していい？」

　広兼はがたりと立ち上がった。

「ちょっと待ってください。冷静に。ええと、そう。確認させていただきたいのですが、あの西の第二王子のご婚約者殿は、北方のご出身だとあの時伺うかがいました」

　この男が平祈男爵を名乗っていた時だ。

「その通りだ」

　広兼は言った。

「しかしなぜあの方は私の高祖父の名前をご存知だったのでしょう？」

「さぁ。お前の顔に書いてあったんじゃないか？」

　ルヴァインは笑っている。

　広兼は余計なことを言わないように注意した。リアディウム、というその名前だけで二百年前や魔術師、といった言葉を発してはいけない。それでは自分がリアディウム＝イアスのことを知っていると答えるも同然だからだ。

　普通ならそれは、ありえない。

　二百年前赤の国に招致された魔術師の名はどの文献にも残っていない。それは歴史から抹殺されているのだ。

　そしてルヴァインは恐らく広兼がそういった言葉を不用意に発しないことを知っていて、その腹を探ろうとしている。

「リアディウム＝イアスは二百年前、この土地へ来ているはずです」

「へぇ」

　賢者の王子はわざとらしく少し目を丸くした。再び椅子に座る。

「彼は魔術師として、この大陸に来た」

「……」

　広兼は椅子の肘ひじ置きに頬杖をついた。

　出立する前、広兼が問うた時王伊は王都が森となる直前のことは何も知らないと答えたが、リアディウム＝イアスのことは覚えていた。

　西大陸から来た魔術師。新祢はそれが魔術師だったということを知らなかったが、二百年前の王伊は知っていたのだ。それどころか二百年前の王伊――久く旺おうと名乗っていたその男は、リアディウム＝イアスに師事して魔術を習っていた。

　他の国々が文化顧問として技術者や教育者を招しよう致ちしていた中、東大陸人にとって得え体たいの知れない存在だと言えた魔術師を進んで招致した国はかつてこの土地に栄えた王国、赤の国だけだった。

　彼らは魔術という未知の技術を教えに来たのではなく、何かを研究しに来ているようだった。そして魔術を学びたいとやってくる東大陸人には、魔術書を与え勉強させた。

　これは、特筆すべき事実だ。

　山河に囲まれた赤の国は、どちらかといえば閉鎖的な国だった。門戸を固く閉ざしているわけではなく、外部への積極性が薄弱だったのだ。

　かの国は西化政策による西大陸の文化の流入は受け入れたが、他の多くの国々のように自国の生産品の輸出を拡大することはしなかった。その特色は、国外における赤の国の文献が極端に少ないことからもわかる。

　柔軟に受け入れはするが、手を伸ばして求めない国だった。それは気まぐれで変化を愛する魔女の性質そのものだと言えた。

「……先ほど殿下が『国を滅ぼす魔術』とおっしゃった……それを作り出したのは私の高祖父です」

　ルヴァインは続けた。

「魔術師が帝国によって独立領を与えられたのが陸暦一一六〇年。当時はまだ魔術師が学者達から異い端たんだと蔑さげすまれる風潮が残っていた。だから東大陸からの招致は、その地位を西大陸において確かつ固こたるものにするための重要な足がかりとなるはずでした」

「……」

　広兼は眉宇を寄せた。ルヴァインがその青い双眸に憤いきどおりを見せたからだ。

「あの時姫君が口にされた名……。リアディウム＝イアスはイアス家の恥です。国の魔術師達から盛大に送り出され、出した結果は一国の崩壊と西化政策の縮小だ。それどころかおめおめとこの大陸で生き残り、子孫まで残した」

「なんだと？」

　賢者の王子は耳を疑った。思わず椅子から腰を浮かせ、身を乗り出す。

「子孫を残した？　どういうことだ？」

　生き残った？　まさか。広兼の思考が凄すごい速さで回転した。

　魔術師が生き残っていた。

　そうだ。どうしてその可能性に思い至らなかった。ありえたことだ。王都が森になる前に、王は民を都から出した。王都と共に森に沈んだのは王族と官達、都から出ることを拒んだ少数の民と魔女――。魔術師は。

　ルヴァインはそんな広兼の動揺に気付いているのか、その双眸に幾いく許ばくかの冷静さを取り戻して答える。

「……リアディウムは逃げ出したのですよ。彼の消息を知らせてきたのは彼の孫に当たるというこの大陸の女性です。彼女はリアディウムの死の報しらせに彼が書いたという手紙を同封し、西大陸に送った。……途中で手違いがあったのでしょう。手紙がようやく西大陸の我が屋敷に着いたのは三十年ほど前です。そしてそこに『暁の姫君』のことが記してあった。赤い髪と双眸を持った姫君……。殿下。どうしてあの時、私の言葉に王伊殿下は怒りを露わになさったのでしょう？」

　広兼にはルヴァインの疑問に答える余裕などなかった。立ち上がったまま、思考を制御するようにこめかみを押さえる。

　リアディウムは生きていた。そして彼はこの大陸で子を生なし、死んだ。その孫が祖父の訃ふ報ほうを彼の故郷に書いて送った。それが着いたのが三十年前だとすれば、時系列に矛む盾じゆんが出る。リアディウムは二百年前に生きていた男なのだ。手紙は長く見積もって一五〇年……この広い海のどこかを彷徨さまよっていた？

　馬鹿な。

　頭の中に警けい鐘しようが鳴る。

　同じような疑問を以前にも抱いだいたはずだ。

　そうだ。そして、生きているわけがないと。二百年前の人間が、今この時に生きているわけがないのだと、否定した。

『赤セイ穏オン史し』。

　ああ。だが、いるではないか。

　実際に、二百年前の姫君が。

　赤い髪に赤い眼を持った『暁の姫君』。

　彼女は時間の壊れたあの森の中で二百年眠って――。

　頭の中で何かが弾けたようだった。全身に鳥肌が立つ。途切れ途切れだった糸が光と共に一本に繋がったような感覚。広兼はひゅっと息を吸った。

「ルヴァイン」

　彼は西大陸の魔術師を鋭く見て言った。忙せわしなくすり合わされる指先が、今にも魔術師に掴みかかりそうだ。

「その手紙は今どこにある？　手紙を送ってきたリアディウムの孫だという女性の名はわかるか？　住んでいた場所は」

　ルヴァインは困惑しているようだった。広兼は、ルヴァインの思っているのとは別の場所で思考を巡めぐらせそして何かに至ったのだ。

「……手紙は、国にあります。差出人の名は、『りい』と書いてありました。論理の理に、衣と書いて理衣。封書の表書きには二の国の国紋トーラの押おう印いんが」

　広兼はルヴァインの言葉から必要な情報だけを抜き取って後の台詞せりふを遮しや断だんした。

　二の国は沿コ岸のー線トに加盟している国だ。大陸を横断する二本の大河の河口をその領内に有する大国。そして西大陸の移民が暮らす集落を持つ国の一つでもある。

　理衣。

　西大陸の人間の血を引く女。

　頭の中で思い浮かべたその名を示す文字に、広兼の血がざわめく。

　見たことがあった。その字を。その、名前を。

　こんなふうにすぐに思い出せないことは彼には珍しかった。目を瞑つぶり、唸うなる。頭の中の抽ひき斗だしを一つずつ乱暴に開け閉めしていく。散らかっていく部屋のように、彼の脳内に様々な映像が舞い落ちて積み重なる。

　紙だ。紙の上で。

　ああ。報告書、のような。

「……」

　はっとして、広兼は一瞬その呼吸を止めた。

「……殿下？」

　ルヴァインは怪け訝げんそうに広兼を呼んだ。彼から見れば、広兼は壊れてしまったかのように見えただろう。賢者の王子は唐突に目を見開いて動きを止めた。

　しかし彼に魔術師の声は届かなかった。

　これは、偶然なのか。と賢者の王子は自問する。

　珍しい名ではないだろう。

　理ことわりをその身に纏う、という意味を持った名だ。

　だから広兼は思ったのだ。新たに王族の一員となる娘の素性を調べて提出された報告書を読んだ時。

　ああこれは早苗の母に相応しい名前だな、と。







　２　代わりのないものこそ







　王おう伊いは足湯を用意させると言ってくれたが、新しら祢ねにはそんなふうにゆっくりする時間はないようだった。

　そもそも彼らが西の国からの書状を得えてすぐ《赤い森》を発たったのは、そこに記されていた結婚の儀が行われる日まで時間的余裕がなかったからだ。

　王伊と別れ、新祢と早さ苗なえは女官に案内されて部屋に向かった。最初に新祢に与えられた部屋に行き、その扉を開けた彼女は息を呑のんだ。隣に立つ早苗が「まぁ」と声を上げる。

　部屋に広げられていたのはその眩まぶしさに一瞬目が眩くらむほどの白いドレスの山だ。それだけではなく、数人の女官がそこに控ひかえている。

　部屋を間違えたのではと新祢は思ったが、そうではなかった。

「儀式の際に着ていただく衣装をお選びいただくようにと申し付かっております」

　無機質な声で彼女達を案内してきた女官が言う。

「まぁ」

　早苗はもう一度感かん嘆たんの声を上げ、両手を合わせて笑った。

「素敵」

「……足湯」

　新祢はぐったりとしてそう呟つぶやいたが、既すでに室内にて新祢の登場を待っていた女官達の視線を浴びて、これは逃げられぬ試練なのだとため息をついた。

　白いドレスと一口に言ってもそれには様々な種類がある。同じ白でも微妙に色が違っていたり、生地の材質やドレスの型と、それに合わせた宝飾類。選ぶべきものはたくさんあって、新祢はそういったものをひどく面めん倒どうに感じる性格だった。

　早苗はどちらかというとそれを楽しんでしまえるようだし、珀はく蓮れんは着せ替えられるのに慣れている。南の国で擬ぎ似じ的てきな結婚式を挙げた際には珀蓮が新祢に合うものをすぐに決めてくれたから楽だったのだ。

　しかし早苗は女官達と一緒になって着せ替えを楽しむつもりのようだった。彼女は室内に入ると、目をきらきらと輝かせて新祢に笑いかけた。

「どれも綺き麗れい。新祢、どれから着てみる？　これなんか素敵だわ。あら、これも型が面白い。新祢は髪や眼の色がとても目を惹ひくから、あまり派手なものじゃない方がいいような気がするわ」

　新祢はぐったりとして答えた。

「……どれでもよい。早苗が選んでくれたものを着よう」

　すると南の国の第六王子妃はぱっと顔を輝かせる。

「まぁ。本当？　それならまずはこれね。ねぇ、ごめんなさい。西の国の結婚の儀は髪は結ゆい上げるものなのかしら？　それともそのまま垂たらしておくものなのかしら？」

「肩より長い御お髪ぐしをお持ちの場合は結わせていただいております」

　突然親しげに話しかけてきた早苗の問いにも、女官の一人は動じずに答えた。

「それならこれじゃない方がいいわ。うーん。宝飾類も見せてもらえますか？」

「こちらでこざいます」

　早苗が女官と話している間に、新祢は指示されたドレスを手にした女官達と衝つい立たての向こうへ行く。

　気分は牢ろうへ連れて行かれる囚しゆう人じんだ。新祢がなんでもいいと答えることを見越して、早苗が自分に何も聞いてこないことが救いだった。

　今身につけている服を脱ごうとすると、当然のごとく女官達が手を伸ばしてくる。

「よい。自分でできる」

「いえ。仕事ですのでお手伝いさせていただきます」

　手を振っても気にせず女官が服を脱がせようとしてくるので、新祢は辟へき易えきした。

　南の国の女官達はもっとお喋しやべりで、新祢が着替えの手伝いを断ると、『まぁ、手のかからない姫君ですね』と明るく笑って放っておいてくれた。

　こうして服を脱がされていると自分が果物にでもなったような気分になる。「手を上げてくださいませ」やら「足を」「締めます」等言われるがままにして一着目に着替え終わった頃には、新祢は投げやりな気分になっていた。

　衝立から出て行くと早苗が手を叩いて彼女を褒ほめた。

　その笑顔のために、もう少し我が慢まんしてもいいかなという気分になってくる。しかしさすがに早苗は新祢の性格を理解しているようだった。どこか疲れた様子の友人に、ふふ、と笑いかける。

「そんな顔をしないであと二着着てみて。それで決めましょう。ドレスに合った宝飾はもう決めてあるわ。すぐ終わるから」

「助かるのう」

　新祢はあからさまに安あん堵どした。今も彼女の周りには女性の服飾師が纏まとわりついて、丈たけや胸回りや胴回りを確認している。

　早苗は自分が選んだ以外のドレスを女官に片付けさせ始めた。さすが彼女は義あ姉ね達で慣れているのか、こういった時は非常にてきぱきと動く。珀蓮と違うのは、自分の審しん美び眼がんだけで判断するのではなく、身につけている本人の反応も見て服を選んでいるところだ。

　新祢はまた別のドレスを手にした女官と衝立の裏に戻った。

　今度は黙って女官達の手に任せる。結婚してこの王宮に住まうようになったら毎日がこうなのかと思ってため息をつきたくなった。王伊に頼んで自分につける女官は一人だけにしてもらおうと彼女は決めた。

　その時、突然室内のざわめきが消えた。新祢は怪け訝げんに思って衝立の向こうを窺うかがう。

　どうしたのかと、早苗の名を呼ぼうと口を開くと、その前に幼い少女の明るい声が耳に飛び込んできた。

「まぁ。綺麗なドレス」

　聞き覚えのある声だ。眉み間けんに軽く皺しわを寄せて記き憶おくを探っていた新祢は、次に聞こえてきた声でそれが誰なのか理解した。

「瑠る璃り。はしたなくてよ」

　瑠璃は、西の王女の名前だ。つまり王伊の腹違いの妹にあたる。

「ごめんなさい、お母様」

　新祢は視線で女官を急せかせた。西の王女が母と呼ぶ女性は一人しかいない。

　この国の王の妃きさき。

　新祢は西の国の王妃と王女には会ったことがあった。数月前の東の国の舞踏会だ。彼女達はそこに出席していて、あの時新祢は王伊にその義は母はと義妹いもうとを紹介された。いろいろと、忘れることなどできようもない記憶だ。

「いいこと？　瑠璃。あなたは生まれながらの王族。きちんとした教育を受けていらっしゃらない方のお手本となって差し上げなくてはならない立場なのよ、自覚なさい。……あら、失礼。どうか不ふ愉ゆ快かいには思わないでくださいね、早苗様。でもきっと、王宮の中では、あなたにはわからないことがたくさんおありでしょう？」

「おっしゃる通りです、王妃殿下。お気き遣づかいいただいて嬉しいですわ」

　早苗の答える声がする。新祢は女官が背中の最後の紐ひもをきゅっと結び終えるのを待って、衝立から出た。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、王妃殿下」

　そして有う無むを言わさず完璧な礼をする。顔を上げた彼女はにっこりと笑った。

　戸口の近くには女官を数人従えた豪ごう奢しやな女がいた。黒髪は宝石と共に結い上げられ、羽根のついた扇を持っていた。目元には紫むらさきの化粧。はっきり言ってとても派手だ。

　一方その隣に立つ少女は十とおを少し過ぎたくらい。ふわふわとした薄い桃もも色いろのドレスを着ていて、目が大きく甘い顔立ちをしている。まるでお人形のようだ。

　そのお人形が、新祢を見てぱっ、と顔を輝かせた。

「新祢様」

　そしてたた、と新祢に走り寄るとその右手をぎゅっと掴つかみ弾んだ声で言う。

「とてもお綺麗です。あの、またお会いできるのを楽しみにしておりました」

　少女のまっすぐできらきらとした双そう眸ぼうに、新祢は少し戸と惑まどった。

「……私もですわ、瑠璃様」

　かろうじて笑顔を返す。
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「いやだ、嬉しい！　ねぇ、もう、お姉様とお呼びしてもよろしいかしら？」

「え、ええ」

　返事をするので精一杯だ。

　この少女は、なぜか舞踏会で王伊に紹介された時から目を輝かせて新祢を見ていた。母である西の王妃は侮ぶ蔑べつを込めた目で新祢を見ていたのに、だ。

「瑠璃！」

　王妃が娘を窘たしなめる。

「先ほどはしたないと注意したばかりでしょう！　こちらへいらっしゃい！」

　母の剣けん幕まくに、瑠璃は首をすくめた。名な残ごり惜おしそうに新祢を見たが、「はい、お母様」と言って母の元へ戻る。客人の前で怒ど鳴なるなど、はしたないのはどちらじゃ、と新祢は思った。

『新祢様、とおっしゃるの？　失礼ですがお父様の爵しやく位いは？』

　あの舞踏会の時も、この西の王妃は不ぶ躾しつけにも開口一番にそう問うた。

　新祢はとっさに返答に窮きゆうしたが、王伊は顔色を変えずに答えた。

『彼女は私の婚約者です。義母上にそれ以上の情報が必要ですか？』

　王伊の有無を言わさぬ言い方に、王妃は不愉快そうに顔をしかめその口元を扇で覆おおった。そしてあからさまな蔑べつ視しを新祢に向けて、言い放つ。

『王陛下の許可はいただいていないのでしょう？　それならこのような場で婚約者などと言うものではないわ。人には分ぶん相そう応おうという言葉がございます。あなたもそれはご存知でしょう？』

『私は王になるわけではない。結婚相手くらい自分で選びます』

　第二王子のその言葉に、王妃はふんと鼻を鳴らしただけだった。

　あれは、生まれて初めて新祢が向けられた侮蔑だった。彼女は西の王妃のその対応に、新鮮な驚きさえ感じたのだ。

　その時と変わらない双眸で、王妃は新祢を見た。

「それにしても、結婚の儀の直前になってやっと国に帰ってくるなんて、王伊殿下も何を考えていらっしゃるのかしら」

　よく言うものだ。帰ってこられて困ったのはそちらの方だろう。西の王妃は、当然ながら自分の息子である慶けい渦かを王にしたいと思っている。その息子が自分の反対勢力を一いつ掃そうしている時期に、王伊がいると邪魔になることは子供でもわかる図式だ。だから王伊は国に帰らなかった。

　新祢は笑顔を作って答えた。

「私がわがままを申し上げたのです、王妃殿下。鳥とり代しろ様のご提案でここにいる早苗や珀蓮と共に生活する機会を得られました。それがあまりに楽しくて、離れがたく思ってしまいました」

　珀蓮に鍛きたえられた言葉遣いは完璧だ。そしてこういう相手を前にした時は、笑顔を絶やさないことだと早苗に教わった。

　王妃は目を細める。

　鳥代や珀蓮の名前には効果があるはずだった。

　この西の王妃が、血筋や身分に重きを置く類たぐいの人間であることは最初に会った時に理解した。その証拠に彼女は、鳥代と珀蓮が挨あい拶さつをした時には別人かと思うほどに愛あい想そうがよかったのだ。一方で早苗に対しては新祢ほどあからさまでないにしても、やはり見下すような態度は隠しきれてはいなかった。

　わかりやすい女性だ。

　どこか、早苗の義姉達に似てはいる。そう思って早苗をちらりと見ると、彼女はにこにこと笑っていた。

「新祢様」

　王妃の側そばで口を開く機会を窺うようにして立っていた王女が、母が口をつぐんだのを見て頬ほおを紅こう潮ちようさせて口を開く。

「あの、新祢様は、王伊お兄様の夢の中の恋人でいらっしゃるんですよね？」

　その質問に、新祢は目を丸くした。

「私、ずっとそのお話を伺うかがいたかったんです。新祢様もお兄様のように夢を見ていらっしゃったのですか？　お兄様に出会ってすぐ、運命の恋人だって気付かれたの？」

　その言葉で、新祢は瑠璃が最初から好こう奇き心しん一杯の目で自分を見ていた理由に思い至った。

　彼女は知っていたのだ。

　王伊が赤い髪の恋人との出会いを待っていたということを。いや、もしかしたらこの王宮の人間皆が知っていたのだろうか。王子が夢に見る運命の恋人。だとしたら恥ずかしすぎる。新祢は少し顔を赤くした。

「瑠璃」

　しかし王妃は、今度はため息交じりに王女を窘たしなめた。

「いい加減になさい、瑠璃。春はる委い様はきっとお嘆なげきだわ。お可哀かわい相そうに。王伊殿下は夢を追いかけるあまりに夢に狂わされておしまいになった」

　春委は王伊の母の名だ。亡くなった、前の王妃。

「でも、お母様」

「お黙りなさい」

　王妃はぴしゃりと言う。そして今度はひたと新祢を見み据すえ、持っていた扇を音を立てて閉じた。そして続ける。

「いいこと？　もしあなたが、その珍しい容姿のおかげで王子妃となれたと喜んでいらっしゃるなら、一つ忠告を差し上げるわ。この王宮で健すこやかに生活をしたいのなら私に逆らわないことね。あなたがここに踏み入ることができたのも、私の息子である慶渦がそれを許したからよ。いい？　大人しくしていることだわ。王伊殿下の、運命の姫君」

　なるほど。

　と新祢は思った。

　この王妃の見方は、決して珍しいものではないだろう。運命の恋人云うん々ぬんを信じるのは、瑠璃のような夢見がちな少女だけだ。それ以外の大多数の人間から見れば、新祢はその容姿で運命を信じる王子を誑たぶらかし玉たまの輿こしに乗った、身元の知れない娘でしかない。

　しかし。

「瑠璃様」

　新祢は微笑ほほえんで言う。言葉は王女に向けられていたが、その赤い双眸は怯ひるむことなく目の前の王妃を見ている。

「先ほどのご質問ですが、私も王伊様の夢を見ておりました」

　二百年という時間があった。

　常に夢を見ているわけではなかったが、二百年前に恋人と交わした約束は彼女の中で色あせることはなかったのだ。

「けれど、恋をしたのは夢の中の王伊様ではございませんわ」

『新祢』

　長い眠りから目を覚ました新祢を前にして、王伊はぼろぼろと涙を零こぼして泣いた。会いたかったのだと何度も言って、愛してると言って新祢を抱きしめた。

「私を迎えに来てくださった王伊様に、恋をしたのです」

　あの幸福感。

　二百年の眠りなど、もはや些さ事じだった。

「ご忠告、痛み入ります。王妃殿下」

　瑠璃は両手を胸の前で組んで目を輝かせ、王妃は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をしている。新祢は噴ふき出だしそうになった。この親子は、素直なところがよく似ている。

「でもご心配は無用です。王伊様がいらっしゃるところなら、そこが私のいるべきところ。どなたの許しも必要はございませんわ。どうかお気遣いはなさいませんように」

　一いつ片ぺんの疑いもなくそう言える。それがどんなに幸福なことか、新祢はよく知っていた。
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　王宮の奥まった場所にあるその部屋は、彼の記憶にある通りの形でそこにあった。

　壁の灯とう火か器きの油も古びておらず、部屋の隅すみに埃ほこり一つ見つからない。恐おそらく王の命令できちんと手入れがされているのだ。しかし主あるじのいなくなったその部屋はどこか空くう虚きよな雰囲気を漂ただよわせていて、その事実だけが年月の経過を王おう伊いに感じさせた。

　王伊の母が死んだのは、彼が六つの時だ。

　肺の病やまいだった。

　亡き王妃が使っていたこの部屋に自由に入ることが許されているのは王と王伊だけで、今の王妃はこの部屋に近付こうともしないようだ。

　慶けい渦かの母が、春はる委いという名のかつての王妃に劣れつ等とう感かんを持っているのは誰でもすぐに気付くことだった。

　春委が亡くなってから、彼女は春委が好んで使っていたものを真ま似ねするようになった。春委が気に入っていた服飾師を自分が雇やとい、春委が使っていた香水を買い求めた。

　彼女は春委の息子である王伊を心底嫌っていて、自分の息子の慶渦を王にとずっと望んでいる。

　母として当然の望みであろう。王伊はそれを愚おろかしいとは思わなかった。

　王伊は母が最さい期ごの時間を過ごした寝台のある部屋には行かずに、別の小部屋に繋つながる扉を開けた。

　そこには彼女が身につけていた服や装飾品が今も変わらず保存されていた。小部屋といっても塔で自分達が寝起きしている部屋と同じ広さはある。精せい緻ちな彫り物の施ほどこされた衣装箱が部屋の隅にいくつか置いてあって、彼はそのうちの一つの箱の前に行くと跪ひざまずいて手を伸ばした。

　鍵はかかっていなかった。

　蓋ふたを開けると中の匂いが胸の中に充満し、それが頭の中を塗り替えてしまいそうになるのに王伊は耐える。

　目を瞑つぶって思い出すのは母の笑顔だ。

　優しい人だった。夢の中の女性の話をする王伊に、嫌な顔一つすることがなかった。いつかきっと会えると、王伊を励はげましさえした。

　半なかば息を止めるようにして、箱の中を探る。

　懐なつかしい手て触ざわり。幼い自分に着せた服を、母はこんなふうに大事に取っておいてくれたのだ。

　玩具おもちやのような小さな服と、おくるみ。それらを丁てい寧ねいに外に出していると、やがて目当てのものが見つかった。

　王伊はそれに手を伸ばすのを躊躇ためらった。

　心臓が早はや鐘がねを打つ。

　すべての記憶を取り戻した時、これだ、と思ったのだ。これがすべてを変えたのだと。

　どうするのだ。

　と自問する。

　これを持って、どうする？　新しら祢ねに言うのか真実を。

　すべてを。

　言えるのか？

　彼女を失うかもしれないのに。

　考えただけで気が遠くなった。

　絶望だ。そんなものは。

　死ぬよりも、ひどい――。

　王伊は吐き気がした。

　思わず箱の蓋を閉じる。

　バン！　と大きな音がしたが、心臓の音が煩うるさくて気にならなかった。彼は呻うめく。

　なんて卑ひ小しようなのだろう、自分という人間は。

　笑いだしたくなる。

　けれど代わりに零こぼれてきたのは嗚お咽えつだった。

　冒ぼう涜とくだと思った。

　母の愛情に応こたえられなかった自分が、その母のための部屋で彼女を失うのではないかという恐怖で動けないでいる。もし死んだ母がこの部屋にまだ漂ただよっていたのなら、王伊を恨うらんだだろうか。

　違う。そう、思うことこそ母への冒涜だ。

　いつだって、あの人は王伊を愛してくれていた。包み込むような愛情でもって、愛してくれていたのだ。

　いつか母が亡くなった時の話をした時、新祢は王伊の母は幸せだったのだと言った。自分がこんなにも幸せなのだから、王伊を産んだ母が幸せでなかったはずがないのだと。

「……」

　心臓が痛い。

　ぎりりと歯を食いしばり、王伊はこの部屋を無茶苦茶に荒らしてしまいたいという衝動を抑え込んだ。

　結局自分にとって大切なものなどこの世界にたった一つしかないのだ。

　赤い髪に赤い双眸を持ったあのひと。夢の中で出会った二百年前の姫君。

　彼は彼女に恋をした。

　他のすべてが偽いつわりである中たった一つの真実であるその感情が、ただ彼を苦しめた。
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「……あーあ」

　ルヴァインはため息をついた。

　南の王子は、ルヴァインから情報を聞き出すだけ聞き出して部屋を飛び出して行ってしまった。やっとのことで口にできた燻くん製せい肉のサンドは冷さめていても美お味いしく彼は大いに満足したが、心は晴れない。

　食事を終えて添えられていた手拭ハンカチで口元をそっと拭ふき、ルヴァインは再び寝台に横になった。左手は自由になったままだ。どうやら広ひろ兼かねは、彼を再び拘こう束そくすることにまで頭が回らなかったらしい。

　うまくいかない。

　ルヴァインは自分のやり方がまずいのだろうかと思案した。

　三十年前にイアス家にやってきた手紙は、ルヴァインの父の書斎に保管してあった。ルヴァインがたまたまそれを見つけたのは彼が十三歳の時だ。

　当時リアディウム＝イアスはイアス家の中で半なかば禁きん忌きとされた名前だった。二百年ほど前に彼が率いる魔術師団は魔術師達の期待を一身に背負い海を渡って、そして帰ってこなかった。突然東大陸の沿コ岸のー線トの態度が強硬となったことに当時の帝国は驚いたのだという。

　そして後の調査で、魔術師団が派は遣けんされた国が森の中に滅んだのだとわかった。

　魔術師の地位は堕おちるところまで堕ちた。当時の女帝シンシアナの尽力により独立領こそ護られたが、魔術師達は帝国に災いを呼ぶとまで囁ささやかれた。

　その風潮は今も大して変わってはいない。帝国の民が魔術師に抱いだく印象といえば、得え体たいの知れない宗教団体に近いだろう。

　魔術師の地位を貶おとしめたリアディウムの存在があってなお、イアス家が名門と言われたのはその息子、つまりルヴァインの曽そう祖そ父ふが協会長を務めるほど優秀な魔術師だったからだ。しかし残念ながら祖父にも父にもその才能は受け継つがれなかった。

　祖父から曽祖父の偉大さを聞いていたルヴァインは、ゴ落ーちデぶィれアたク犬＝イアスと家名が馬ば鹿かにされるのが我慢ならなかったし、いつしか自分が家を再さい興こうするのだと強く思うようになった。

　そして知り合いの商人の伝つ手てで平へ祈き男だん爵しやくと手紙のやり取りをするようになり、赤セイ穏オン織おりを手に入れ、そこに魔術陣の痕こん跡せきを見た時、ルヴァインの中で何かが弾けたのだ。

　十三の時、父の書斎でリアディウムの手紙を見つけた時の憤いきどおりを彼は忘れたことがない。

　訃ふ報ほうに同封されていたリアディウムの故郷への手紙には封がしてあり、その送り主である理り衣いという女性は自分はそれを開けて読んではいないと明記していた。

　西大陸へ残してきた家族への深い謝罪と懺ざん悔げが主おもな趣しゆ旨しであったリアディウムの手紙には魔術の研究についての詳細は記されておらず、ルヴァインはリアディウムという男の弱さを呪のろった。

　報告されない成果はないのと同じだ。手紙が真実だとすれば、リアディウムは魔術師としての本分を見失ったのだ。それも、考えられない理由で。

　イアス家はその手紙を隠した。だから二百年前にリアディウムの身に実際起きたことを知るのは、西大陸ではイアス家の人間だけだ。

　赤穏織を見てそこに魔術陣の名な残ごりを見た時、ルヴァインは全身に鳥肌を立てた。

　リアディウム達の魔術陣は東大陸に残されている。

　その可能性が、雷かみなりのように彼を打った。

　二百年前の当時、東大陸において失敗したとされる魔術については多くの議論が交わされた。そして現在、それは時間の魔術であったのではないかとする見方が最もつとも有力である。

　驚くべき速さで成長した木々。

　その中に王の都は飲み込まれ、王宮の中に残っていた人間達はそこから逃のがれ出てくることはなかった。

　時間を操る魔術陣は魔術師の悲願だ。

　抗あらがえるはずのない時間というものに抗おうとする魔術師を帝国の人間は『蟻あり』と揶や揄ゆする。蟻地獄という罠わなにはまりそれに抗おうとする虫を嘲ちよう笑しようするのと同じように、魔術師を嗤わらう。

　しかしルヴァインは身体からだを震わせた。

　もし、本当に王都を森に沈めたのが時間の魔術であったのなら。いや、リアディウムの手紙を読んだルヴァインは、リアディウムが研究していたのが『時間を操る魔術』であったことは知っていた。そしてそれがもし、東大陸に残っているのなら。

　いてもたってもいられず海を越えた。

　そこで彼は、普通の人間には持ちえない強大な魔力を目にしたのだ。

　狂きよう喜きしたと言ってもいいだろう。時間を操るための魔術陣を探しに来て、もう死に絶えたと思われていた東大陸の魔女を見つけたのだ。

　捕とらえた早さ苗なえは魔女ではなかったが、ルヴァインはその目で魔法と思われる現象を視し認にんした。

　光に包まれ消えた早苗と赤ん坊。あの時暗闇から、赤い眼を持った生き物が飛び出した気がした。

　早苗に手を出したことで南の王子の怒りを買ったのは明めい白はくだったので、ほとぼりが冷めるまで彼らとは距離を置くことにして赤穏へ向かった。道中早苗が無事であったという情報を確認して、やはりあれは魔法だったのだとルヴァインは思った。

　そして赤穏の村長と会い、赤穏織の図柄が魔術陣を参考にして作られたもので、この大陸に二百年前の魔術陣が残っているのだという確信を得た。

　それから改めて、彼は《赤い森》の塔の姫君達に会いに来たのだ。

　けれどルヴァインはこの寝台に拘束されて、いまだ何も得られていない。

　計算外だったのは、南の王子の怒りだ。彼は賢けん者じやの王子と対等の取引ができると思っていた。

　西大陸の魔術師と繋がりを持つことは、賢者の王子にとって決して看かん過かできない利点であるはずだったからだ。

　沿コ岸のー線トの西大陸に対する頑かたくなな態度はもはや時代遅れだ。科学の発達は西の方が著いちじるしい。

　時代の波に遅れまいとするのなら、彼らはもっと積極的に西大陸の人間を受け入れるべきなのだ。

　賢者の王子がそれに気付いていないはずがなく、ルヴァインはそこを突くつもりだった。

　恐らくこれから沿岸の線には、再び帝国との国交を大きくせざるをえない時期がくる。その時、この大陸において西大陸の、しかも魔術師と繋がりを持っているということは貴重な手札となりえるだろう。

　今け朝さ、ルヴァインはそこに言げん及きゆうして南の王子を揺さぶったつもりだったが、結局はその剣けん幕まくに押されて、すべてとは言わないまでも自分の情報だけを喋ってしまった。

　信頼を得るためにこちらの情報をある程度開かい示じしなければいけなかったにしても、言いすぎたかもしれない。

　理衣、という名前が広兼にどういう影響を与えてしまったのか、ルヴァインにはまったくわからなかった。

「あーあ。僕ってなんか……駄目だなぁ」

　寝台の上で再度ため息をつく。

　いつもそうなのだ。どこか抜けている。

　魔術師としての彼はどうしても落ちこぼれだ。

　魔術師が教養として修おさめる学術的分野は多た岐きにわたっているが、実のところ、最近では歴史学を専攻している魔術師は多くない。

　一番研究者が多いのは精せい霊れい言語学で、次は物理学だ。文ぶん献けんを繙ひもとき物語の存在である魔女を研究する時代はとうの昔に終わりを告つげ、今は科学者が魔術を修める時代だった。

　だがどうにも、ルヴァインは幼い頃からこの東の大陸への興味を捨てられなかった。

　万ばん物ぶつに宿り司つかさどる高位の存在として精霊が認識されている西大陸と違い、東大陸の妖よう精せいは別世界の存在だ。この大陸では世界が幾いく重えにも重なっている。

　人間が住む世界と、妖精の世界、そしてその他の獣けもの達の世界。彼らにとってそれはたまたま重なっているというだけで、どちらかがどちらかを強く虐しいたげまた崇あがめるということはない。

　その中でも魔女は興味深い存在だった。

　人間でありながら、人間にはありえない力を行こう使しする存在。

　彼女達は世界の境目にいる。

　けれど危あやうさはなく、しっかりと人間の世界に根ざしている。

「……」

　この、森には。魔女が住んでいると言われていた。

　たとえ広兼達がここにいなくても、ルヴァインは一度ここに来るつもりだった。森に沈んだ王の都。かつて魔女の住む《赤い森》と呼ばれ、不ふ可か侵しんの森とされていた。

　それがただの迷信だと訴うつたえ森に道を敷く事業を始めたのは東の第一王子だ。そしてあの光る平原の領地で彼らの側に起きた魔法。吟遊詩人デイヒルーさえも、彼らは魔女と対たい峙じしたと詠うたっている。

　何かある、としか思えなかった。あの王子と姫君達は魔女を知っているのではないだろうか。

　ルヴァインはふと、今朝自分に刃やいばを向けた少女を思い出した。

　灰色の双眸。艶つややかな黒い髪。匂い立つような色気を帯おびた少女だった。その眼は爛らん々らんと光り、怒りでもってルヴァインを見下ろしていた。

　目が覚めた時その顔を目の前に見て思わず悲鳴を上げたのは、その殺さつ気きが本物だったからだ。

　少女はひやりと冷たい刃をルヴァインの喉のど元もとに当て、ただ何も問うことなく彼を睨にらみ付けていた。

　殺される、と彼は思った。

　それだけ彼女の怒りは本物だった。

　一方でその双眸に悲しそうな光を見て取った。ルヴァインは自分が、彼女の何か決定的なものを損ねてしまったのだと思った。

　言葉を口にしようと喉を震わせたその瞬間に、あの南の王子が入ってきたのだ。そしてまるで猫の子をそうするように彼女を自分から引きはがした。

『何をぐずぐずしているの!?』

　と彼女は言った。ルヴァインを魔術師と呼び、そして広兼の手の中で何事かを叫んだ。

　あの少女は誰だったのか。

　最初に広兼に問えばよかった。吟遊詩人の詠う王子と姫君と共にいる娘。

　年齢的には恐らく五つにも満たないくらい。しかしそれにしては広兼に怒鳴った口調がひどく大人びていた。それに何よりあの眼めだ。

　雨が降る前の空のような色を湛たたえたあの双眸。何があんなにも彼女を傷つけているのかルヴァインは気になった。

　まるで、何百年も生きてきたような深い光。

　その時扉が乱暴に開け放たれた。

　ルヴァインは驚いて戸口を見た。するとなぜか機嫌の悪そうな南の国の第六王子が立っている。彼は寝台の側に置かれている食器が空になっているのを一いち瞥べつし、ルヴァインを睨み付けて言った。

「すぐ準備をしろ。塔を出る」

「え？」

「二度は言わねぇ。間に合わなかったら置いていく」

　そう彼は言い捨てると、ルヴァインの返事を待たずに部屋を出て行ってしまう。後で気付いたが、彼は黒い外がい套とうを身につけていた。旅りよ装そうだ。

　魔術師は呆ぼう然ぜんとして、そしてすぐ笑った。

　ゆっくりと身体を起こして右手を拘束している金属を撫なでるように左の指を動かす。彼が小さく何事かを呟くと、鍵のかかっている部分がどろりと溶けた。

　ルヴァインは無む造ぞう作さに拘束具を外した。

　両腕を上げて伸びをする。

　魔術陣を描くには紙とペンが必要なわけではない。いつだって、彼は自由にここから逃れることができたのだ。

　そして広兼はそれを承知していた。

　先ほどの言葉でそれを理解して、ルヴァインは笑った。

　それでも逃げ出さなかったことである程度信用されたのだとみていいだろう。

　自分は魔術師として、何事かを成なすためにここに来たのだ。そのためならばどんな状況にでも甘んじるし、それに躊躇ためらいはなかった。

　魔女やリアディウムの残した魔術陣の情報を得るためならば、寝台に拘束されることなど屈くつ辱じよくでもなんでもなかったのだ。

　同じ理由で、ついてこいと言われるのならどこまででもついていく。

　彼は寝台から足を下ろして勇いさましく立ち上がった。

「……ああ」

　しかしすぐ視界が暗くなり思わずその場に膝ひざをつく。

「貧血だ」

　と魔術師は弱々しく言った。
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　西の国の食卓において、瑠る璃りの明るさは砂漠での一滴の水のように貴重でいて救いとなるものだった。

「お姉様、どう？　お口に合うかしら」

「ありがとう、瑠璃様。とても美お味いしいわ」

　瑠璃が母の顔色を窺うかがいながらたまに新しら祢ねに話しかける以外はほとんど会話らしい会話がないのだ。

　意外なのは、瑠璃が早さ苗なえを避けているようなことだった。彼女は新祢の左隣に座っているが、その反対側に座っている早苗にはまったく話しかけない。早苗もそれに気付いているのか、自分から瑠璃に話しかけることはなかった。

　一方で王おう伊いは、瑠璃と新祢が親しげに話していることに驚いたようだった。

「瑠璃。あまり新祢を独ひとり占じめしないでくれる？　彼女は僕の婚約者なんだけど」

　王伊が言うと、彼女は「あら王伊お兄様」と声を上げた。

「私、新祢様とこうしてお話しすることをずっと楽しみにしていたのよ。春迎祭イビターの時はなんだか慌あわただしくて、新祢様とはご挨拶しかできなかったのだもの」

　幼い少女が淑しゆく女じよのようにつんと顎あごを上げる様は可愛かわいらしい。同じような仕草でも、瑠璃よりもよほど幼い外見を持っている葫ゆうがおがああも妖よう艶えんに見えるのが不思議なほどだった。

「ねぇ、お姉様。あの、吟遊詩人デイヒルーの物語はどこまでが本当なの？　魔女にはお会いになった？」

　どうやらこの少女の中で新祢は完全に物語の登場人物と同等らしい。

　新祢が苦笑して決められていた嘘うそを口にしようとした時、斜め向かいに座る慶けい渦かが口を開いた。

「瑠璃。食事の場であまり人を質問責めにするのは感心しないな」

　その声は、突き放すように冷たい。

　慶渦は、瑠璃にとっては同母の兄だ。けれど少女は王伊に諌いさめられた時とは違い、しゅんと肩を落として「はい、慶渦お兄様」と小さな声で言った。

「魔女などと、子供みたいなことを口にしないで瑠璃」

　今度言ったのは西の王妃だ。

「あなたももう十一になるでしょう？　きちんと大人の女性としての意識を持ち始めなくては駄目よ」

　母にまで諌められ、瑠璃の肩がますます小さくなる。国王は何も言わない。新祢はこの幼い少女に同情した。

　新祢もたくさんの本を読んだ。剣や魔法の物語はいくつも書斎の本棚にあったし、大きくなってもそれを手に取って読んだことは何回もある。彼女の場合外の世界への憧どう憬けいが大きかったのだが、瑠璃も同じようなものなのかもしれない。

　この王宮の中が無む垢くで可愛らしい少女にとってどういうものなのか、想像に難かたくなかった。

「魔女と口にすることがどうして子供のようなことになるのですか？」

　新祢は驚いて顔を上げた。

　早苗だ。

「魔女は架空の存在ではありません。歴史学者でも魔女を研究している人はいるんですよ」

　瑠璃がぱっと顔を上げる。彼女はただでさえ大きな目を零れんばかりに見開いて早苗を見た。

「……それは本当ですか？　早苗様」

　するとそれまで自分を避さけていたようだった西の王女が話しかけてきたことに驚いてか、今度は早苗が目を丸くした。しかしすぐに花がほころぶように微笑むと、「本当ですよ、瑠璃様」と頷うなずく。

「早苗様。瑠璃におかしなことを言わないでくださる？」

　王妃があからさまに迷惑そうに言った。

「魔女など、今はもう存在しないのよ」

「あらどうしてそうおっしゃるの？」

「周知の事実だわ」

　軽けい蔑べつの響きを隠そうともしない王妃の言葉に早苗は何かを言いかけたが、その口から漏もれたのは言葉ではなく、彼女はひっそりと息をつき目を伏せた。青い双眸が隠れる。次に顔を上げた早苗はまたいつもの笑顔を取り戻していた。

「そうですね。おかしなことを申し上げました。ご容よう赦しやくださいませ」

　早苗が、珍しくああも挑発するようなことを口にした理由を、新祢は容よう易いに察することができた。

　葫だ。

　魔女を否定されたことが葫自身を否定されたかのようで早苗には我慢ならなかったのだろう。

　新祢も魔法を使うが、早苗が自分のために怒ってくれたのだとは新祢はあまり思わなかった。

　事実魔女の存在を否定されても自分は別に傷付かない。

　魔女としての意識が低いのだ、昔から。当然だろう。新祢が使える魔法は微び々びたるものだったし、魔女として名乗りを上げられるほど彼女の魔力は強くなかった。

「不在の証明は存在の証明よりもひどく困難だ」

　食卓にすっ、と一本の線を通すようなその声は、この国の第一王子のものだった。

　慶渦は食事の手を止めて顔を上げた。

「魔女の存在は、この三国にとってはとても重要な意味を持つ。なぜならこの三国が、かつて魔女の国と呼ばれていたからだ。三国に住む人々は今も魔女の持つ色を忘れてはいない。赤の国。《赤い森》。そして魔女に眠らされた、赤い髪の眠ねむり姫ひめ」

　いつの間にか、その双眸は新祢を捕らえていた。

　慶渦は笑っている。

　赤い髪の眠り姫。そう言われたことに動揺する必要はない。それは吟遊詩人の歌にあるからだ。西の王子が想い続ける、赤い髪の眠り姫。

「だから、早苗様がおっしゃっていることもあながち間違いではない。魔女というものは、子供の戯ざれ言ごとと断ずるにはこの土地に根付きすぎていますからね」

　最後の台詞せりふは、母である王妃に向けられたもののようだった。王妃は不愉快そうに目を瞑る。

「そんなことはわかっています。私が言っているのはそういうことではないのよ」

「もちろんです、母上。瑠璃にもいつまでも子供でいられては困る。運命で、国は成り立たちませんから」

　最後のは、あまりにあからさまな揶揄だ。

「わかるだろう、王伊。お前にも、国を支えてもらわなくてはならない」

「脈絡がありませんね、兄上」

　その時初めて、新祢は王伊がその双眸を怒りに染めて兄を見据えているのに気付いた。

「お前はこの国の王子で、新祢姫は王子妃となる。そして早苗様は南の国の第六王子妃。お遊びの時間はもう終わっている」

「……」

　新祢には慶渦の言っている意味が理解できた。

　結婚したら、そのまま国に留とどまれと彼は言っているのだ。

　当然の言い分だ。三国の王子とその婚約者達が共に暮らしていた、これまでの方が異常だった。

《赤い森》の、自分が二百年眠ったあの塔で。

「僕達は遊びであそこに留まっているわけではありません。鳥とり代しろの主しゆ導どうで行っている街道建設事業に関わっている。陛下もご存知のことです」

　王伊は硬かたい声で言った。

「もちろん私もそれは知っている。だがそれはこの王宮にいてもできることだ。一国の王子が、自分の領地でもない場所に正式な手続きもなくずっと留まっている理由にはならない」

「僕がここにいてもお役に立てることはないでしょう」

「これからは、大いに役に立ってもらう」

　これまで王伊がずっと王宮を留守がちにしていられたのは、単純に与えられた仕事がほとんどなかったからだ。恐らくそれは、兄の策略であったのだろう。自分に対抗する勢力であった弟に、彼は王宮内での権力を与えなかった。

　しかし今は状況が違う。

　弟王子を担かつぎ上げようとしていた人間は王宮から排除され、慶渦は揺るぎない地位と権力を築いている。もはや王伊は彼にとって不安要素ではありえないのだ。

　慶渦は口に笑みを刷はいている。

　王伊はただ兄を冷たく見据えた。

「ここではっきりさせておきましょう、兄上」

　彼は言った。

「僕はあなたにもこの国にも新祢を利用させるつもりはありません」

　新祢は困惑した。

「僕が彼女をここに連れてきたからといって、彼女がこの国のものになるというわけではない。いいですか兄上。彼女を手て駒ごまにしようなどとは考えないでください。そんなことは、僕が許さない」

　触ふれたら切れてしまいそうな怒りだった。だが新祢には、王伊がなぜだかその怒りを慶渦だけでなく彼自身にさえ向けているように見えた。構えているのは諸もろ刃はの剣つるぎだ。新祢がたまらなくなって彼の名前を呼ぼうとした時、重く低い声がその場に響いた。

「騒がしいな」

　不協和音を奏かなでていた弦げんがぴん、と張られて音を止めたかのように、その場が急にしんとする。

　それまで黙っていた王が、ひどい存在感と張り詰めた緊張感でもって息子達を見た。まるで威い厳げんある彫像が動いたかのような錯さつ覚かくを新祢は覚えた。

「慎つつしめ二人とも。これは食事の場だ。会議ではない」

「申し訳ございません、陛下」

「……」

　慶渦はすぐに謝罪した。しかし何も答えようとしない第二王子を、王は一瞥した。

「王伊。食事の後に私の部屋へ来なさい」

「……はい」

　王伊はかろうじてそれだけ答えた。王は小さく頷くと、新祢と早苗に「先に失礼する。姫君方は食事を楽しんでくれ」と気遣う言葉を残して部屋を出て行った。

　残された六人は沈黙する。

　しばらくして、綺麗に食事を終えた慶渦が席を立った。どうやらこの王宮では、全員で食後のお茶を飲んだりする習慣はないらしい。

　その後あまり時間をおかず、王妃は瑠璃が食事を終えるのを待たずに娘を促うながし退室した。

　西の国での初日の晩ばん餐さんは、そのようにあまりよくない雰囲気のまま終わったのだった。

「なんだかごめんね新祢、早苗さん」

　王伊が肩を落として謝罪を口にする。

「私はべつに、何も謝っていただくようなことはございませんよ。お料理もとても美味しかったです」

　早苗はにこにこと笑う。新祢も王伊を安心させるように笑顔を見せた。

「妾わらわにも、お前に謝ってもらわねばならないようなことは何もない。それよりも早はよう行け。王陛下がお待ちであろう」

　すると王伊は何か言いたげに新祢を見たが、逡しゆん巡じゆんの後言葉を飲み込んで、代わりに「うん」と答えた。

「じゃあ、行ってくる。もしかしたら今夜はもう会わないかもしれないけど、何かあったら女官に言いつけて。すぐに行くから」

　恐らく早苗がいなければ、王伊は新祢を抱きしめて口付けを落としていただろう。それくらいに、彼はどこか不安そうだった。

「妾には早苗がおる。心配はするな」

　新祢はわざと突き放すようにそう言った。すると王伊はやっと小さく笑って、「それじゃあ」と王が出て行ったのと同じ扉から部屋を出た。

　扉は三つあって、新祢達の部屋に近い方の扉には女官が控えている。

「では戻るかのう」

　と新祢が促すと、「あ、新祢、少し待っていて？　私あのソースの作り方を聞きたいの」と早苗が言うので彼女は呆あきれた。

「ソース？」

「そうよ。美味しかったでしょう？　すぐだから待っていてね。あ、ごめんなさい。あのソースを作った方にお会いしたいのですけれど」

　早苗が親しげに給仕に話しかけ調理人のもとへ案内させているのを息をついて見て、新祢は廊下に出てすぐの窓の前で立ち止まった。

　窓には天井から床までの長さの窓覆おおいがあって、そこからベランダに出られるようになっている。

　だが外に出ようという気にはならなかった。窓からわずかに見える外の様子はほんのり明るい。それは夜闇の中、獣達が静かに騒いでいるような森の夜とはまったく異なっている。

　どちらが好きか、と問われれば新祢は迷わず後者だと答えるだろう。夜は彼女にとって恐怖の対象ではなかった。

　かつて、日が落ち女官達が部屋に帰って辺りが静せい寂じやくに満みたされると、とたん感じられる夜の気配があった。ざわめくようなそれは新祢にとって心ここ地ちよく、彼女はたびたび中庭に椅子を持って出て、月明かりの下でその気配に耳を澄ませた。

　恐らく、王宮の中で暮らしていれば彼女はその心地よさを知らずに育ったに違いない。

　そういう夜はなぜか久く旺おうがどこからか現れ静かに新祢の側にいた。あの瞬間、ひどく心地いい空気が自分を包んでいた。

　その時、突然ぐいと腕を引っ張られて新祢は悲鳴を上げそうになった。しかしその口は塞ふさがれ、喉から発せられた言葉はくぐもった呻き声にしかならなかった。何かに巻き取られる。誰かが自分の腕を掴んでいる。

　新祢は混乱した。

「叫ぶな」

　その男は静かに言った。

　その声で、新祢はそれが誰なのかすぐにわかった。

　男は笑う。

「そう、睨み付けるな。またその首を絞め上げたくなる」

　慶渦は睦むつ言ごとを囁くように言った。
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　扉を叩くと「入れ」という簡潔な言葉が返ってきて、王おう伊いは扉を開けた。

　王は一応私室を持っているが、その部屋にはほとんど寝るためにしか戻っていない。彼が自分の部屋と言ったなら、それは執務室のことだった。

　王の執務室には装飾らしい装飾はない。

　王伊は呂ろ王おう領りようにある鳥とり代しろの執務室には何度も行ったことがあるが、壁に飾られた絵画や織物は季節によって替えられているようだったし、花瓶に生けられた花などは毎日違った。

　彼は鳥代や広ひろ兼かねと仲がいいおかげで他の二国の王に会う機会が多く、そのたびに彼らが自分の父王のことを、「あの堅かた物ぶつ」と苦笑交じりに揶揄するのを聞いている。

　剛ごう堅けんなる西の王。

「春はる委いの部屋へ行ったそうだな」

「はい」

　なぜ知れているのかとは思わなかった。王宮の中には要所に警護の人間が置かれている。前王妃の部屋に入った人間を彼らが王に報告するのは当然のことだ。

　けれど王伊は驚いていた。

　父がこういうふうに、王伊の前で母の名を口にすることは、ほとんど初めてと言ってよかった。

　王は手に持っていた書類を執務机の上に置いた。

　机の上は片付いている。鳥代のそれのように書類が山と積み上がっていることはない。王は椅子の背もたれに身体を預け、何かを思案しているかのような沈黙を落とした。王伊は立ったまま、ただ父である王を見た。

　父と母は幼おさな馴な染じみだったと、王伊は聞いていた。

　母が語る父との恋物語は彼が知っている父の印象とあまりにかけ離れていて、王伊はそれがほとんど作り話なのではないかと疑ったことさえあった。

　無口で朴ぼく訥とつとした父を母は幼い頃から怖がっていて、幼馴染といっても仲はよくなかった。それが成人したとたん父から結婚を申し込んできたので目が飛び出るほど驚いたのだという。父を恐れていた母はそれを断ったが、父は何通も手紙を書いて彼女を説得した。そしてついに母は折れて父との結婚を決めた。

　父は第二王子で、その兄が王の座を継いでいた。彼が即位したのは、落馬による怪け我がが原因で兄王が急きゆう逝せいしたからだ。王には子がなかった。

　既に結婚していた母との間になかなか子供ができなかった父は、即位してから周囲に二人目の妃を娶めとってでもいち早く世継ぎをもうけるようにと説得された。母がそれを許し、そして慶けい渦かが生まれた。

　その後王伊が生まれたことが幸運だったのか不運だったのかはわからない。

　親しかった当時の北の王妃、つまり珀はく蓮れんの母から春委にはたくさん贈り物が届いた。少なくとも彼女の周囲は幸福だったのだ。

「春委に」

　王の声は低く脳の奥によく響いた。

「私が昔出した手紙を見たことがあるか？」

　なんの話かわからず、王伊は怪訝そうな顔をした。

「記憶している限りはありませんが」

「結婚前に私が春委に送ったものだ。かなりの量になるかと思うが」

　言われて、王伊は思い至った。母を結婚に踏み切らせたという父からの恋こい文ぶみだ。

「話には聞いたことがありますが、実際に見たことはありません」

　母はそれを衣装箱の一つに隠していて、王伊にも決して見せてはくれなかった。彼はあの衣装箱に収められた衣装の間に手紙が挟まれているのだと思っていたが、かなりの量、ということはあの衣装箱の中すべてが手紙だったのだろうかと想像した。

　自分が昔妻に宛あてて出した恋文のことなど羞しゆう恥ちに身み悶もだえてもおかしくない話であるはずなのに、西の国の王はまるで過去の偉い人じんが書いた兵ひよう法ほうの話をしているかのように揺るぎない。これが東の王であったのなら、そんな話を持ち出すだけで耳まで真っ赤になってやめろ！　と叫ぶだろう。

「後で春委にはずいぶんと文句を言われた。あれでは愛情は伝わってこない。自分は外交相手じゃないし、結婚は取引じゃない、とな」

「……失礼ですが、どんな手紙を？」

　王伊は少し好こう奇き心しんがあって聞いた。

　母は恋文の話を楽しそうにしていたので、そのことでそんなふうに怒っているところは想像できなかった。

「私と結婚することによって彼女に生まれる利益と不利益を記述し、利益の方が勝っていることを論理的に述じゆつ懐かいした」

　その王の言葉に王伊は呆れた。

　論理的に述懐、というのは恋文にはいかにも相応ふさわしくない単語である。「あの堅物」と二カ国の王がこの父王を評しているところが再び思い出された。

　いくらなんでも堅物にすぎる。母はよくそんな手紙で結婚を承諾したものだと今さらながらに感心した。

「母は物好きな方だったのですね」

　王伊は思ったまま言った。

　するとやっと、王はわずかに笑みを見せた。

「……そうだな。自分に理解できるかどうかを、好こう悪おの判断材料にしない女だった」

　その言い回しがひっかかった。

　王は座ったまま、息子を見ている。そして続けた。

「春委は、間違いなくお前を愛していた。お前の通常には理解しがたい言動を心配することも不安に思うこともなく、ただお前を信じていた。春委が今生きていてお前が連れてきたあの姫君を見たとしても、彼女はそれを当然だと思ったことだろう。彼女はお前の言葉を信じていたからな」

　それは王伊も知っていたことだ。

　息子が夢の中の女性の話をしていつか彼女と出会うのだと語っても、母は決して否定などしなかった。彼を励まし、そして素敵だと言って笑った。

「……」

　常に強い光を帯びた王の双眸が一度閉じられる。亡き妻への思し慕ぼを封じ込めるような沈黙だった。そして、彼はゆっくりと再びその瞼まぶたを上げた。

「お前が生まれた時、私は正直どうすべきかわからなかった。慶渦は利発だった。だがお前は正妃の子供だ。どちらを王に育てるべきかすぐには判断しかねた。その時春委が私に一つ約束をさせた。お前達に、慶渦とお前、二人ともにだ、自分の息子である以上のことを、何も押し付けないと」

　それは父の口から初めて聞く息子達への感情だった。

「押し付けられたものに執しゆう着ちやくなど感じない。自分から選び取ったからこそ大切なのだと、彼女はそう言った」

　彼女は選び取った。

　堅物で理り路ろ整せい然ぜんとした恋文しか書けない西の国の王族を。

「二人とも王になりたくないと言いだしたらどうする、と聞いたら彼女は笑ったよ。そうしたら別の者が王になればいいのだと」

「……」

　もし母が、王の妻になるべく幼い頃から教育を受けていたらそうは言わなかっただろう。あるいは珀蓮がこれを聞いたら怒りだすかもしれない。それは王族としての責任を放ほう棄きした発言だとも言えるからだ。

「お前も知っているように」

　王は執務机の上の水差しに手を伸ばし、空の杯に水を入れて飲んだ。今日の王は、珍しく饒じよう舌ぜつだ。

「お前も知っているように、私達はもともと王の一族などではない」

　破は魔まの一族、賢者の一族、軍人の一族。それらはかつてこの国を治めていた王家に仕つかえる者達だった。

　王伊は自分が緊張していることに気付いた。

　王は、新しら祢ねが二百年前に失われた王族の生き残りだとたぶん気付いている。本来自分達が仕えるべき存在。かつての王の一族。

　慶渦の言葉がふいに脳のう裏りに蘇よみがえった。

『これからは、大いに役に立ってもらう』

　あの顔を殴り倒してやりたかった。

　慶渦は、新祢を利用するつもりなのだ。

　彼が新祢を二百年前の王女だと気付いているかどうかはわからない。だがそうでなくても、あの赤い髪や赤い双眸は、否応なく目立つ。

　赤は、魔女の色だ。

　人の目を引く。

　それは恐らくいかようにでも利用できるだろう。他国の人間の目を楽しませて、油断している間に自国に有利なものを引き出す。

　見世物だ。

　慶渦の野心は三国の外へ向けられている。交易や領土を拡大し、自国をもっと豊かにしたいと思っている。

　もし。

　彼女が自分の妻になるということが彼女を国の駒にするということと同義ならば。

「王伊」

　タン、という音がして王伊ははっと我に返った。

　一気に視界が戻る。彼は自分の立っている場所を確認した。自分を引き戻したのは、王が持っていた杯を机に置いた音だった。

「お前は、周りが見えなさすぎる」

　苦々しい顔で言われ、王伊は自分が殺気を放っていたのだと気付いた。

　誰を、殺すつもりだったのか。

「奔ほん放ぽうに育てすぎたな。お前も、慶渦も」

　それは母が望んだからだろうか。父が無関心だったというわけではなく。

　額にじんわりと汗が滲にじんでいた。

「王には代わりがきく」

　次ついで父はそう言った。

　王伊には、その言葉の意味がすぐ理解できなかった。

「少なくとも私はそう思っている。ただお前にとってのあの姫君は、代わりのないものだろう。慶渦にとってのこの国と、同じようにな」

　たぶん自分は間抜けな顔をしている、と王伊は思った。

　父の目がこちらを見る。

「代わりのないものこそ失うな。私がお前に教えられるのはそれだけだ」

　そんなことはわかっている。

　と叫びだしそうになるのを王伊は目を瞑ってこらえた。

　心臓の奥が暴れている。

　自分にとっての代わりのないものなどわかりきっている。だが、彼女にとってのそれはなんだろう。

　その問いを投げかけるのが恐ろしかった。

　すべてを忘れて彼女を連れてどこかへ逃げ出すことができたならどんなにいいだろう、と王伊は頭の片隅で思ってそれを打ち消した。
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　自分を巻き取ったのは窓を覆っていた布で、目の前にいるのはこの国の第一王子だと新しら祢ねはすぐに理解した。

　食事をした部屋の戸口にいた女官は気付いていないのだろうかと彼女は視線を動かしたが、慶けい渦かはその思考を読み取ったかのように言った。

「私が合図をして下がらせた。残念だがな」

　第一王子のこの王宮での地位は磐ばん石じやくのようだ。

　左腕がまだ掴まれている。そこから毒が入り込んでくるような錯覚に、新祢は鳥とり肌はだを立てた。

「離せ」

　しかし彼女は毅き然ぜんとして言った。その双眸を睨み付ける。身体が震えないよう叱しつ咤たした。

「嫌だ、と言ったら？」

　からかうような口調。布の中での薄暗闇でもわかるほど互いの表情が近い。息がかかる。

「この場で叫ぶ」

「第二王子の婚約者として王宮へやってきて、第一王子との密会がばれたら困るのではないか？」

「馬鹿にするでない。転びそうになったところを殿下が助けてくださったのです、くらいの台詞は言える」

　新祢の言葉に、慶渦は噴き出して笑った。

「やはり、面白い女だ」

「嬉しくないのう」

「褒め言葉だ」

　目も言葉もどこか甘やかな雰囲気を持っているのに手首を掴む腕の力は痛いほどだ。身体に布が巻き付いていて、身動きが取れなかった。

「王おう伊いがこのようなところを見ればそなたを殺すぞ」

「ああ、そういえば一度殺されかけたな」

「そなたが、王伊を殺しかけたの間違いであろう」

「肩の傷は完治したようだ」

「そなたの犬に噛まれた痕あともな」

　新祢はようやく、恐怖が収まって代わりに怒りとも呼ぶべき感情が湧わき上がってきていることに気付いた。知らず双眸がその赤みを増す。鮮血よりも赤く。深く。

　慶渦は少し目を瞠みはった。

「今度そなたが王伊を傷つければ妾が黙ってはおらぬぞ」

　新祢は声を低くして言った。

　あれは、彼女にとっての初めての感情だった。

　血を失ってぐったりとした恋人を見て、彼女は確かに怒りを覚えたのだ。自分の首を絞められた時でさえ同情に近い感情しか抱かなかった相手に対して、怒りを。

　慶渦は自じ嘲ちようともつかない笑みを浮かべた。

「私を殺すか？」

「またその問もん答どうか。飽あいたわ」

　新祢は侮蔑するように言った。

「死にたければ死ねばよかろう。なるべく他人に迷惑をかけぬ方法でな」

「ひどい言い草だ」

「あいにくそなたにかける同情などもはや一ひと欠片かけらも持ち合わせておらぬ」

「今にも噛み付いてきそうだ」

「そなたが王伊を害すればその肉を噛み千切ってやる」

　その一瞬、慶渦の双眸が細められた。

「それなら殺してみるか」

　背筋がぞわりと震える。

　思わず一歩後ろに下がりそうになり、だが左手に痛みが走って顔をしかめた。

「っ」

「おや申し訳ない。痛いか？　細い手だ。このままでは折れるかもしれない」

「変態がっ」

　新祢は吐き捨てた。息が詰まる。

「ははっ。面と向かって言われたのは初めてだ」

　その時しゃっ、という音と共に視界が明るくなった。

　慶渦がもう片方の手で押さえていた窓覆いの布が取り払われたのだ。ちかちかとする視界の中で、聞き覚えのある声を聞いて新祢は安あん堵どした。

「まぁ、殿下。具合の悪くなった新祢を介かい抱ほうしてくださったのですね。ありがとうございます。私が部屋に連れて行きますわ。どうぞご心配なく」

　早さ苗なえだ。

　す、と圧迫感が消え左手を掴んでいた腕はいつの間にか離れていた。新祢は床に膝をつきそうになったが、窓覆いにしがみ付くようにしてかろうじてこらえる。

「彼女はどうやらずっと緊張していたようだ。今夜はよく休まれるといい」

　慶渦はしれっとした様子でそう言うと、「顔色が悪い。医師を呼んでおこうか」と図々しくも続けた。

「いいえ必要ございませんわ、殿下。私と新祢はここで少し休んでいきます。どうぞ先にお部屋にお戻りくださいませ」

　ようやく慣れてきた視界の中で、早苗が笑顔を浮かべているのが見えた。どんな時でも笑っている彼女だが、この笑顔は少し怖い。怒っている。と新祢は思った。

「そうですか。では先に失礼しよう。何かあったらすぐに人を呼ぶように」

　言って、慶渦はようやくその場から退たい散さんした。

　新祢はほっと息をつく。

　そんな彼女を支えるように早苗が肩を抱いてくれた。その温ぬくもりに安心する。

「新祢、とりあえずそこのベランダに出ましょう。椅子があるわ。少し休んで」

「いや、大丈夫じゃ。部屋に戻ろう。その方が落ち着く」

「医師は呼んだ方がいいわね。その腕、痣あざになってしまうわ」

　言われて痛む左腕を見ると、手首のあたりがくっきりと赤くなっていた。動かす気にはならない。

「ごめんなさいね新祢。一人にしてしまって……」

　早苗がしゅんとして言う。

「そなたのせいではない。むしろ早苗のおかげで助かった」

　本当だった。

　あの時、新祢は完全に慶渦に気け圧おされていた。殺すと、言った時の声にも目にも偽りや脅おどしなどなかった。

　兄弟なのに、とは思わなかった。たぶん、関係はないのだ。あの男には。

「戻りましょう」

　早苗に促されて新祢は頷いた。

「……この手、王伊に見つかる前にどうにかできんかのう」

　部屋へ戻る廊下の途中で新祢がちらりと自分の手を見て言うと、早苗は困ったように首を傾かしげた。

「包帯で隠すことはできるでしょうけど……」

「なぜ包帯を巻いているのかということになるであろうな」

「何が起きたか、王伊様に内緒にしておくのはよくないと思うわ。ここで一番身動きを取りやすいのは王伊様のはずだもの」

「それはそうであろうが、王伊が兄を殺しに行ってしまうのではないかということが心配じゃ」

　早苗は笑った。

「王伊様は、何をしたら新祢が悲しむかはよくご存知だわ。慶渦様の死をあなたに完全に隠しておくことができるならそうするでしょうけど、現状では不可能だもの。そんなことはされないのではないかしら」

　新祢は呆れたような顔をした。

「そなたは王伊をよく理解しておるようじゃのう」

「理解できない思考ではないわ。私も大切なもののためなら手段なんて選びはしないもの。王伊様と私の違いは、大切なものが少ないか多いかじゃないかしら」

「よもや、早苗、先ほどあの男に何かしようとしたのではあるまいな」

　眠り姫は疑わしげに聞く。すると灰かぶりシンデレラは春の木こ漏もれ日びのような笑顔のまま答えた。

「もし慶渦様が新祢に無理やり不ふ埒らちなことをされていたりしたら、それなりの手段には訴えるつもりでいたけれど？」

「……」

　国家間の問題を避けるためにも、自分の身は徹底的に護らなければなるまいと思った新祢だった。
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　拘束されていない魔術師を見て、葫ゆうがおはあからさまに顔をしかめた。どういうことかと広ひろ兼かねを見やったが、「そいつは逃げない」と賢者の王子は短く答えた。

　森を出て用意されていた馬車に三人で乗り込む。

　東の国の王都へ向かうのだと、葫は知らされていた。

　出しゆつ立たつして最初の頃こそ魔術師は好奇心に目を輝かせて葫に話しかけていたが、葫が無視をし続け、なぜか機嫌の悪い広兼に「うるさい黙れ」と一いつ蹴しゆうされると、しゅん、とした様子で黙り込んだ。それから馬車の中は静かだ。

　一度だけ、広兼が魔術師に紙を渡して何かを書かせていた。

　途中一回宿に泊まり、二日目には王都に着いた。

　北の王妃となる前から何度となくこの破魔の国の王都を訪れたことのある葫は、馬車が王宮ではない場所で止まったことにすぐ気付いた。

「ちょっと待ってろ」

　と言い置いて、広兼が馬車から降りる。

　葫は馬車の窓からちらりと外を覗のぞいた。どうやらどこかの屋敷のようだ。彼女のいる位置からは小ぢんまりとした前庭しか見えない。

「どこに着いたんですかね」

　正面に座る魔術師がにこにこと笑いながら話しかけてきた。

　この魔術師は馬鹿じゃないだろうか、と葫は思っていた。包丁を向けて脅された相手に対してまったく警戒心がない。それどころか森を出発した最初の頃に「僕から何を聞き出そうとしていたんですか？」と無邪気に聞いてきたりした。

　相手が女子供だからと侮あなどっているのだろうか。

　だとしたら腹立たしかった。

　確かに今の彼女には普通の人間の女児ほどの力しかないが、魔法さえ使えればこんな魔術師など一捻ひねりなのだ。

「あの、伺いたいと思っていたのですが、ゆうがお、というお名前はどういう字を書くのですか？」

　魔術師は葫に対して名乗ったが、葫は自分の名前を教えていなかった。広兼が彼女を葫と呼んでいたのでその名を覚えたのだろう。

「……」

　答えないのは、広兼に大人しくしていろと諌いさめられたからではない。純粋にこの男を不愉快に思っていたからだ。葫は自分に馴なれ馴れしく接してくる人間を好きではない。

　これまで生きてきた数百年間、初対面から彼女に親しげに話しかけ、魔法で吹っ飛ばされなかった存在は一人しかいないのだ。

「夕方の顔、でしょうか。花の名前だったかな。こちらの大陸の名前は音がとても綺麗ですね」

　葫はそっと目を伏せた。

　視線だけでちらりと正面の魔術師を窺うが、晴れやかな笑顔が癇かんに障る。面倒だった。

　数日前、脅しでなく首を切りつけてやればよかったと魔女は後悔した。

「耳に残ります。特に、昔の魔女の名はたった一つの文字に美しい音が隠されていた」

　長い間、一つ文字の名前は魔女の名前と同義だった。魔女はその子供に名前を継がせるという約束があったからだ。

　ただ魔女のほとんど絶えた現代では、一文字の名前は普通の人間の間でも珍しくはない。

「僕は一つとても綺麗な読みをする名前を知っているんですよ」

　この時葫は目を瞑っていたので、ルヴァインの顔を見ていなかった。もし彼女がその灰色の双眸を開いていれば、怪訝そうに眉び宇うをひそめただろう。

　西大陸の魔術師はその顔から笑みを消していた。

　そして目の前の少女のわずかな変化も見逃すまいとするようなまっすぐな視線で、その名を口にする。

「『ろう』、と」

　ルヴァインの声が紡つむいだ名前を聞いて、魔女はゆっくりと瞼を上げた。そして彼女は少女のように可愛らしく目を瞬しばたたく。

　それはこの魔女にとってひどく懐かしい名前だった。

『葫。あなたは何もわかっていない』

　愛らしい柔らかな声。

　自分と唯一対等だといえた水の魔女。

　彼女は下位の魔女であった男の子供を産んだ。

「なんですって？」

　葫は声を上げる。そして魔術師の双眸が好奇心に満ちた輝きを帯びたのを見て、葫はその表情を怒りに染めた。

「……貴様」

　試されたのだ。

　矜きよう持じを傷つけられた憤ふん怒ぬが頭の中を赤く染め、ほとんど無意識に服の下に隠した手鏡に手を伸ばす。その時葫は、自分の中で何かがぞわりと動くのを感じた。

　どくん、と心臓が大きく音をたてる。

　怒りに連動して滲み出てきた魔力に、何かが反応している。葫は自分の身体に浮き出てきた模様に気付いてそれを隠すように身体を掻かき抱いて前まえ屈かがみになった。

　どっと汗が吹き出る。

「っ」

　吐き気がした。

　ほとんど動物的な反射で魔女は魔力を抑え込む。

「……」

　やがてその模様はすぅ、と魔女の身体に溶けるようにして消えた。

　心臓が飛び出しそうなくらいに鳴っている。額にはびっしり汗をかき、全身に鳥肌が立っていた。

　魔女は眉間に深く皺しわを寄せて呼吸を整えようとした。

「どうしました？」

　魔術師の声が煩わずらわしい。

　なんだ、今のは。

　魔女はその時初めて、恐怖に近い感情を覚えた。

　手が震えている。

　食われた。

　そう思った。

　今、確かに自分の中の何かが少しだけ損なわれた。

　あの模様。

　あれが――。

　その時、馬車の扉が控えめに叩かれた。

　かちゃりと扉が開く音に続いて見知らぬ男が顔を出した。黒髪を後ろに撫なで付けて、眼鏡めがねをかけている。その格好は執しつ事じのように見えた。

　だが執事にしては些いささか年若く見えるその男は、中にいた二人を検分するような視線で見ると、次の瞬間には笑顔をその顔に貼はり付けて言った。

「……私の大切なお嬢様を奪いやがった賢者の王子殿下のお連れ様っていうのはあなた方でしょうか？　賢者の馬鹿王子殿下のご命令であなた方を屋敷の中にお連れするようにということですので、ご一緒に来ていただけますか？」

　そして、ああ、とその不躾な男は続けた。

「申し遅れました。私は当屋敷の執事、林りん灯とうと申します」







　３　運命の恋人







　結局新しら祢ねの左腕は次の日には青く腫はれたが、翌々日には痛みも和やわらいだようだった。

　結婚の儀の準備が忙しく、なかなか王おう伊いと会うことができなかった上に痣あざを隠すように袖そでの長い服を選んで着たため、王伊にはばれないまま無事腫れも引いた。痣はまだ残っているが、袖で隠せる位置だ。このまま隠し通すこともできるだろう。

　早さ苗なえは王伊に話した方がいいと思ったが、新祢がそれをしないのに自分が話すことはできなかった。

　結婚の儀は三日後だ。ドレスも決まり、新祢はずっと儀式中の作法を習っている。

　他国の王子妃という立場のためそれに同席できない早苗は、その間は別に行動していた。

　花嫁が作法を学んでいる部屋には男性の立ち入りが禁止されている。ならば慶けい渦かが現れることはないだろうしと、新祢がそう勧すすめたのだ。

　早苗は案内の文官を一人つけてもらい、王宮の中を見学することにした。

　彼女が特に興味を引かれたのは兵士の訓練だ。

　数十人の兵士が整然と並び、剣を持って銅ど鑼らの音と共に舞うように剣を振るう。文官の説明によると、それは本来の訓練ではなく、結婚の儀の際に行われる演武の一つであるらしい。

「素晴らしいですね」

　訓練場を見渡せる渡り廊下の途中からその様子を見た早苗は、心から思ってそう言った。

　広い訓練場で、兵士達が一いつ糸し乱れぬ動きを見せている様子は圧あつ巻かんだ。美しくさえ見える。

「演武はこの国の名物の一つです。型は四十九あって、演武を披露する時と場所によってその組み合わせを決めます」

　文官はにこにこと笑いながら説明をした。

　この国でよく売れるのは装飾品よりも薬草や皮などの実用品だ。その国紋トーラに小麦と剣を持つ軍人の国。

　流通を見ていれば国も見える。それは早苗が父から学んだことだった。

「他国からの客人がいらっしゃった際は王のご命令で演武を披露させていただくのですが、それは簡略化されたものです。早苗様は幸運でいらっしゃる。結婚の儀で披露させていただく演武は他では見られないものですよ」

　父や母はこの国で演武を見ただろうか。

　と早苗はふと思った。

『あなたのご両親は西大陸の人々がこの大陸で自由に生きていける術すべを模索していた』

　王が両親を知っていたことには驚いた。

　母が亡くなったのは早苗が十一の時だ。母の髪や眼めの色は色素こそ薄いものの茶色に近く、東大陸人の中にあって目立つ色ではなかった。彼らはだから早苗が生まれた時には驚いたのだという。

　純粋に西大陸の人間であったのが自分の何代昔の人なのか、早苗は知らない。

　ただそれが西化政策の時にこちらへ来た西大陸人なのだと考えれば、母も母の両親もとっくに正式にこの大陸の人間だと認められていたはずだ。しかし移民の集落に対する外界の風当たりは強く、結局母の両親は生まれ育った集落から出ずに異大陸人としてその一生を終えた。

　その母と、母を妻にした父が、西大陸の人々がこの国で自由に生きていけるようにと活動をしたことは不思議でもなんでもない。むしろ当然のことだったのだろう。

　母はずっと昔の物語をよくしてくれた。

　西大陸から来た男の話だ。

　西化政策によって海を渡ってこの大陸に降り立った彼は、ある娘と恋に落ちてこの大陸に留とどまった。閉ざされた集落で生まれ育った母は、広い海や外の世界を思わせるこの恋物語がとても好きだったのだという。

　もし、父が。そして母が生きていたら、広ひろ兼かねや、新しく得えた友人達を見せてあげたいと早苗は何度となく思っていた。

　幸福というものは伝染していくものだと早苗は思う。

　早苗はいつだって幸せだった。それは父や母が、常に笑顔を絶やさなかったからだ。彼らに愛情を注がれて育った自分が見つけた新しい幸福を、見て欲しかった。

　その時文官がさっと一歩下がり頭を下げたので、早苗は廊下の向こうから王妃が歩いてきているのに気が付いた。

　また女官を数人連れている。ドレスは紫で、そのスカートの部分には小さな宝石が縫い込まれている。これから舞踏会に出かけるのですか、と聞きたくなるような派手な装いだ。

　瑠る璃りはいないようだ。

　早苗は目を伏せて膝ひざを折ると、顔を上げて微ほほ笑えんだ。

「ごきげんよう、王妃殿下」

　王妃は早苗の前まで来て足を止めた。その目は変わらず侮ぶ蔑べつを帯おびている。

　早苗は苦笑しそうになった。王妃の態度は徹底している。

「ごきげんよう、早苗様。お一人なのね。珍しいわ」

「新祢は儀式の準備で忙しいようですから。私は今王宮の中を案内していただいていたところです」

「何もないでしょう。退屈なのではなくって？」

「とんでもございません。今、あちらの演武を見せていただいておりました。あれはとても綺き麗れいですね。感激いたしました」

「感激？」

　王妃は笑った。

「市し井せいでお生まれになった方は、些さ細さいなことで感激できて羨うらやましいわ」

　この王妃の矜きよう持じが傷付くように切り返すことは簡単だった。実際数日前の晩ばん餐さんの席ではそれをやりそうになって我に返ったのだ。

　そもそも早苗はこの王妃が嫌いではない。義あ姉ね達を思い出させるからだ。自分を偽いつわろうとしないその潔いさぎよさが早苗の目には好ましく映る。

　王妃の娘である瑠璃も、母親に似て素直な娘のようだった。

　西の王女は早苗に対する苦手意識に近い感情を取り繕つくろおうとはしなかった。理由はわかっている。この髪と眼の色だ。

　同じ異い端たんの色彩でも、瑠璃は幼い頃から赤い髪と眼の姫君のことは知っていた。だから新祢には憧れを抱いだき、早苗を敬遠したのだろう。

　ああいった反応は早苗にとって初めてではなかった。素直で優しい人間であればあるほど、近寄りがたい色彩を持つ早苗からは遠ざかろうとする。仕方のないことなのだ。それを責める気にはならなかった。

「王宮は珍しいものばかりで、退屈はしません」

　早苗は微笑んだまま当たり障さわりのない返答をした。そんな彼女を、王妃はつまらなそうに見る。

「王妃殿下は、どちらへ？」

　特別それを知りたかったわけではない。会話を繋つなぐためだ。

　王妃はどうしてそれをお前に言わなくてはならないのか、とでも言いたげな顔をしたが、早苗がにこにこと笑いながら黙っていると答えた。

「赤セイ穏オン織おりの商人が新しいものを仕入れたというから見に行くのよ」

　社交辞令を口にできる女性であれば、「早苗様もいかが？」という一言を付け加えていただろう。

「王妃殿下は赤穏織をお好きなのですか？」

　早苗は何気なくそう聞いたが、なぜかその問いは王妃の気分を害したようだった。あからさまに顔をしかめて答える。

「……あなたにはどうでもよいことだわ。そうではなくて？　ああ、では私、これで失礼させていただくわ」

　彼女はそう言い捨てると、早苗の返事を待たずに女官を引き連れ、その場を後にした。王妃の残り香を嗅かぎながら、早苗は小さく首を傾かしげた。

「まぁ。私、何かいけないことを言ったかしら？」

「……赤穏織は、春はる委い様がお好きだったものでございます」

　答えたのは、王妃がいる間空気のように気配を消していた文官だった。

「春委様……王伊様のお母様が？」

　早苗は目を瞬しばたたかせて白髪交じりのその文官を見る。文官は、幾いく分ぶん声をひそめて続けた。

「はい。今の王妃殿下は、春委様を実の姉君のように慕したっておいででした。そのせいか、春委様が亡くなられてご自分が王妃となられてからは、春委様が生前好んで使われていたものを身の回りに置くようになられました」

　早苗は「まぁ」と言った。

　今の王妃が、王伊の母である前王妃を慕っていたというのは意外だった。王妃は王伊を嫌っているように見えたからだ。この数日で王伊と王妃が一緒にいる場面など晩餐の席でしか見たことがなかったが、彼女の態度はあまりにあからさまだった。

　自分の息子である慶渦を王にと望んでいるのだから、対抗馬となりえた王伊を嫌うのは自然の流れだろう。だがその事実と、王妃が春委を慕っていたという情報には違和感が拭ぬぐえない。

「慶渦様がお生まれになる際、王妃殿下にはそれは複雑であったかと思います」

「……そうね」

　早苗の疑問を見透かしたように文官が続け、それを聞いて早苗はなんとなく合点がいった。王妃の、王伊への態度は春委への複雑な劣れつ等とう感かんだろう。

　周囲に愛され完璧だった女性。自分さえ慕っていた彼女よりも先にその夫の子供を産み、そして彼女は死んで自分はその後あと釜がまに座った。

　春委の影は、誰よりも王妃の中に強く残ったのだ。それが彼女の気持ちを歪ゆがませた。

　早苗は文官を見て微笑んだ。

「あなたはお優しいのね。安心なさって。私は王妃殿下が好きよ。とても正直な方だもの」

　文官ははっとして顔を上げると、跪ひざまずかんばかりの勢いで頭を下げた。

「失礼いたしました。差し出がましいことを」

「いいの。どうか顔を上げてちょうだい」

　この文官は、あの王妃の無遠慮な態度を庇かばうために王妃と春委の話をしたのだ。

　王妃は愛されている。それが早苗には嬉しかった。

　目の前では一糸乱れぬ演武が行われている。

　それは確かに美しいが、同時に完璧さゆえの息苦しさも感じさせる。

　厳しい軍ぐん規きのように規律正しいこの王宮の中で、そこに暮らす人々が何かに強く縛しばられているようなのを早苗は感じていた。見えない糸が絡からみ付いているようだ。

　しかし皆足あ掻がき求めている。

　その貪欲な醜しゆう悪あくさは人間が持って生まれたものだ。

　魔女ならなんと言うだろう。

「次はどこに案内してくださるの？」

「は、はい！　それでは、中庭を」

　文官は慌あわてた様子で早苗を先導して歩きだした。早苗はにこにこと笑いながら、その後ろについて歩きだす。

　演武の掛け声が徐々に遠ざかっていった。

　葫ゆうがおは変わった、と彼女は思う。

　自分の中の認めたくないものをすべて受け入れて、魔女は前を向いている。もともとそれだけの強さがあったのだ。鋼はがねのような強きよう靭じんさが。

　彼女は本来魔女があるべき姿に戻った。人間から生まれ出いでた異い能のう者しや。

　魔女は、人の足掻く姿を愛してる。

　自分達にはないその醜悪さを、憎悪するのと同じくらいの感情で愛している。そうでなくては彼女達が長年人間達の間で生きていた理由がない。

　何かを求めてなりふり構わず手を伸ばす。諦めず、求める。

　急せいてもがき、苦悩し叫ぶ。

　それはきっと、他の何にも代えがたい人の美点なのだ。





[image: ]






「ご無ぶ沙さ汰たしております殿下。よく私がここにいるとおわかりで」

　がちゃりと部屋の扉を開けてようやく黄き臣おみ伯爵が姿を現した時、広ひろ兼かねは気の弱い者なら震え上がってしまいそうな形相で伯爵を睨みつけた。

「ここはお前の屋敷ではないはずだがな、都ト撰セン伯」

　南の国の王子は革張りの長椅子に座り足を組んだまま立ち上がらない。年齢は親子ほど違えど王族と一介の貴族だ。伯爵の方が恭うやうやしく頭を下げる。

「主人のいない屋敷というものはどうあってもさびれていくものです。早さ苗なえがこの屋敷を手放さない以上ここの管理は私の役目と心得ておりますので」

　この屋敷は、早苗の父が生前王都での仕事の際に使っていたものだ。その父親が亡くなってから定期的に使うことこそなくなったものの、早苗にはここを手放す気がないらしい。今では商会の客人を泊める宿のような使い方をしている。

　当時雇っていた使用人のうち半分ほどには他の仕事を紹介して屋敷から出したので、早苗の父が生きていた頃より屋敷に活気がないのは仕方のないことだ。それでも執事や使用人頭を始め、数人は以前と変わらずこの屋敷に勤めている。

　広兼は息をついた。怒りを伯爵にぶつける筋合いでないことはわかっている。

　先ほど屋敷の扉を開けて広兼を迎え入れた執事は一国の王子に対して考えられないほど失礼な態度で応対をしたが、それは彼らが早苗を想っているからこそなのだ。

　母が亡くなるまでの幼い時を、彼女はこの屋敷で過ごした。

「……感謝している。伯が商会の後ろ盾だてをしているからこそ早苗は安心して俺の側そばにいられるんだろうしな」

「私がしていることなど些さ細さいなことです、殿下。現在商会が滞とどこおりなく運営されているのは早苗がそう采配したからです。彼女には経営者としての素質があったのでしょう。残念ながら、その手腕を発揮することよりもあなたの隣で微笑んでいることを選んだようですが」

　広兼は手を振って今の話題を終了させた。目線で自分の前の椅子に座るよう促うながす。

　伯爵は黙って彼の示す通り椅子に腰を下ろした。

　その時まるで機会を計っていたかのように使用人頭の女が室内に入ってきて、広兼の前に出されていた香草茶を下げ新しいものを二人分淹いれなおす。

「ありがとう、壱いち」

　伯爵が礼を言うと、彼女は目もく礼れいを返して静かに部屋を辞じした。伯爵は満足げな様子で彼女の淹れたその香草茶に手を伸ばす。

「壱はお茶に関しては早苗の師匠なのですよ。この屋敷で暮らしていた時、早苗はいろいろなことを自分でやりたがった。彼女の父や母はそれを止めず、それどころか料理やお菓子作りなんかは一緒になって厨ちゆう房ぼうに立ってやっていましたね」

　黄臣伯爵と早苗の両親との付き合いは長い。もともと伯爵の父が早苗の祖父の作る帽子を気に入っていて、その縁で幼い頃から知り合いだったのだという。

「早苗に流れている西大陸の血は母親のものだったな」

　広兼は早速切り出した。

「そうですね」

「早苗の父とは二の国で出会ったのか」

　伯爵は小さく首を傾げる。

「殿下はすでにお調べになっているかと」

　広兼は不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。
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　王族として自分の妻にする女性の素す性じようを調査するのは当然のことだ。調査前、広兼は早苗にきちんとそのことを説明した。

　彼女は嫌な顔一つ見せずに了解したが、自分の恋人の素性を調べるというその行為自体、広兼にとってはあまり気持ちのいいものではなかったのだ。

　誰だって、自分の過去を調べられて楽しいはずがない。

「お前がこの屋敷の使用人達同様早苗が俺のもとへ嫁とついだことをよく思っていないのはわかっているから、今の嫌いや味みには眼を瞑つぶってやる。その代わり俺の質問には速すみやかに答えろ」

　伯爵は笑った。

「よく思っていないなどとんでもない。殿下なら早苗を幸せにしてくださるだろうと安心しておりますよ。ところで今さら早苗の母のことを聞きにいらしたその理由をお伺うかがいしてもよろしいですか？」

「お前くらい嘘うそがうまければうちの王宮でも十分やっていけるぞ」

　南の王子は鼻を鳴らした。足を組み、肘ひじ置きを指で叩く。彼は続けた。

「俺が調べたところによると早苗の母の何代か前が西大陸人だった。珍しいことじゃねぇ。今の時代西大陸の血の混じった人間が多いのは、まだ西化政策が盛んだった時期にこちらに渡ってそのまま定住した西大陸人が少なくないからだ。あの頃は政策の縮小のどさくさにまぎれて定住希望者名簿の改かい竄ざんなんかもあったらしいからな。文書を漁あさっても信頼性の高い情報は得られないだろう」

「つまり、殿下がお知りになりたいのは、早苗に連なるその西大陸人のことだと？」

　この時初めて、伯爵は少し怪け訝げんそうな顔をした。

　どうして今さら、とその顔が言っている。

　広兼は目を細めた。

　東の国の王の信頼厚い黄臣伯爵は、北の王妃が魔女であるということは知っているはずだ。

　だが新しら祢ねの本当の素性やあの春迎祭イビター以降に起きた様々な事件――幼い姿で戻ってきた北の王妃のことや、彼女の身体からだの中に隠された二百年前の魔術のことなどは知らないだろう。そして各国の王達にも話していないそれらの事実を、今ここで伯爵に対して口にする理由はなかった。

「問題があるか？」

　広兼はしれっとして聞き返した。

「殿下。正確な情報をお求めになるのであれば相手には誠実な態度で臨のぞむ必要があると思われませんか」

「誠実、とは。女性関係が途切れたことのない伯爵らしくない言葉だ」

「私はこれまでどの女性とも真剣にお付き合いをして参りました。誠実以外の何ものでもありませんよ」

　広兼は苦笑した。

「よく言うな」

「嘘は申し上げておりません」

　伯爵がきっぱりと答える。賢けん者じやの王子は少し身を乗り出して声を落として言った。

「北の王妃が、魔女だということは知っているな？」

「――はい」

「では北の王妃が、かつて早苗の継まま母ははであったということは？」

　伯爵の絶句した気配が伝わってきた。

「……なんですって？」

　眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。

　広兼はため息をついた。

「やっぱり早苗は話してねぇか。彼女は義姉達にもその事実を話していない。それは、仮にも義は母はに捨てられた形となった義姉達を慮おもんぱかってのことだろうが、お前に話してねぇのはあの魔女自身を思ってのことだろうな。昔商人と結婚してたなんて事実は一国の王妃には悪い印象しか与えねぇ」

「待ってください。木トー蓮リアのあの女が、王妃？　でも私は二人とも見知って……」

　言いながら、伯爵の表情が険しく変化する。彼は絞り出すように続けた。

「……確かに、二人はとても似ている。なぜ今まで気付かなかったのか」

「それこそ魔法かもしれねぇ。早苗が気付いたのは、あの女が失踪する直前に北の王女――珀はく蓮れんを鏡で見ていたのを知っていたからだ。早苗は、あの女が珀蓮を傷つけるために北の国へ行ったのだと思ったらしい」

　自分は一度珀蓮を見殺しにしようとしたのだ、と早苗はその罪悪を吐と露ろした。そしてそれを後悔していないとも。

　あの時広兼は心から早苗を愛いとしいと思った。

　自分が為なしたことから、後悔などという優しい言葉で逃げ出さない。彼女のそれは痛々しいほどの強さだ。その強さゆえに、早苗はどんな傷を負ってもまっすぐに前を向いて立つだろう。

『幻滅されたでしょう？』

　彼女は幻滅して欲しかったのだ。

　王族に求婚されれば一いつ介かいの商人の娘である早苗に断ることなどできない。たぶん彼女は本当の自分を知れば広兼が離れていくだろうと思っていた。だからこそそれでも早苗が欲しいのだと彼が言って抱きしめた時、早苗は熟うれた果実のように頬ほおを赤くした。

　あれは壊滅的に可愛かわいかった。

「……広兼殿下。なにやらにやついていらっしゃいますが」

「おっと思い出し笑いをしていたすまん。ええとだからなんだ。つまり早苗の継母が北の王妃で魔女だったんだが、俺にはどうして魔女が早苗の父親と結婚したのかがわからなかったんだ」

「恋に落ちたからでしょう？」

「恋！」

　広兼は大げさに両手を上げた。

「残念だが、ありえねぇ」

　春迎祭イビターの夜早苗が魔女に向かって言ったことは、恐おそらく真実だろう。

　魔女は与えられる愛情だけを求めている。自分が相手にそれを与えるということに、あの女はきっと興味がないのだ。

　賢者の王子はもったいぶって答えた。

「俺は、早苗の祖である西大陸人が関係しているのだと思う」

　伯爵は小さく首を傾げて広兼に続きを促す。

「魔女は何百年も生きるものだろう？　数百年前この大陸には西大陸から文化顧こ問もんが来ていた。もし北の王妃がその時代も生きていた魔女なら、西大陸人に知り合いがいてもおかしくないし、その西大陸人に容よう貌ぼうのよく似た娘がいたら興味を持ってもおかしくない」

「……ずいぶんと、突とつ飛ぴな発想に思えますが」

　広兼は晴れやかに笑った。

「可能性は追求する主義なんだ。この線から北の王妃の行方ゆくえを捜すことができるかもしれないだろう？」

「そうですね……」

　伯爵は手を顎あごに当てて目を伏せ、しばし沈黙した。

　広兼は、彼のその様子を注意深く窺うかがう。

　餌えさは撒まいた。あとは向こうが食いついてくるのを待つだけだ。

　彼が伯爵に話したのは真実ではあるが、広兼の本当の意い図とがそこにあるわけではない。そもそも北の王妃の行方を捜す必要はもうないのだ。葫ゆうがおは今この屋敷に一緒に来ている。

「……理り衣いさんの」

　理衣、は早苗の母の名前だ。伯爵のその呼び方には親しみが感じられた。

「ご家族や故郷のことに関してあまり話したことはありませんでした。ご存知のように、西大陸人に対する規制が緩和された今でさえ、かの大陸の人間がこの大陸で完全に受け入れられているわけではない。理衣さんのご両親は自分達が暮らしていた集落から一歩も外に出ないまま事故で亡くなったそうです。鵜う円えんと――早苗の父と出会っていなければ、自分もあの集落で一生を終えていただろう、と彼女は言っていました」

　理衣のいた集落は、沿コ岸のー線トに加盟している二の国にある、移民のための集落の一つだった。

　移民のための集落はひとところに固まっておらず、小さな集落が国を跨またいでそこここに存在している。移民が固まって暴動を起こすのを防ぐためだ。そういった対策が必要なほどに、彼らの扱いは決していいものではない。

「早苗が生まれた時、理衣さんはあの子の髪の色を染め眼を隠すことを考えました。彼女は動揺していた。無理もないことでしょう。母である彼女も、その両親も、眼や髪の色はむしろこの大陸の人間に近かった。それを止めたのは鵜円です。飄ひよう々ひようとしたところのある男でした。あいつがありのまま早苗を育てようと理衣さんを説得した」

「祖父は？　つまり、早苗の高こう祖そ父ふにあたる男の髪と眼の色はどうだった？」

「さぁ……特に聞いたことはありませんから、やはりこの大陸の人間に近かったのでは？」

「思いのほか役に立たねぇな」

　広兼は憮ぶ然ぜんとして言った。伯爵は肩をすくめる。

「私が手がかりになると思う方がどうかしてますよ」

「伯爵なら知り合った女性のことは今穿はいている下着の色まで熟知していると思ってた」

「さすがに友人の奥方の下着の色までは知りませんが」

「ふむ……」

「早苗は何も知らなかったのですか？」

「いや、まだ聞いていない」

　言うと、広兼はやおら立ち上がった。卓たくの上の冷さめた香草茶に手を伸ばすとぐいと飲み干す。

「得るものがないなら長居は無用だな」

「今私の可愛い二人の娘は西の国へ行っているとか？」

　新祢の結婚式に早苗が同行しているのを知っているということは、恐らく早苗自身が国を発ってからこの養父に手紙を出したのだろう。

「鳥代とりしろと珀蓮も北の国に行ってるよ」

「それはお寂しいですね。ご一緒にお連れになった少女と西大陸の青年を紹介してはいただけないのですか？」

　馬車の中に残してきた二人は、適当な部屋に入れて休憩させてやれと林りん灯とうに頼んでおいた。どうやらあの執事は蛇だ蝎かつのごとく自分を嫌っているようだが、職務をおろそかにはしないだろう。

「そのうちな。見送りはいいから」

　と広兼は手を振って扉へ向かった。

　その後ろ姿に伯爵が声を投げる。

「殿下」

　振り向くと、都撰領の伯爵はにこにこと笑っていた。

「何を調べようとなさっているかは存じ上げませんが、一つだけ、私からお教えできることを申し上げましょう。私は二百年前、赤の国が西大陸から呼んだ文化顧問の存在と、その理由を知っています。あの森に眠っていた失われた王国の宝のことも……。そして王達がこのことについて口を噤つぐんでいるのは国のためだけではない。あなた方を愛していらっしゃるからです」

「……」

　広兼は笑った。

　そして吐き捨てるように言う。

「とっととうちの国に来て俺に忠誠を誓えこのクソ狸だぬき」

「残念ながら自分よりも女性にもてる王陛下のいる国に行くつもりにはなりませんね」

　その伯爵の笑い声が癇かんに障って、広兼は小さく悪態をつきながらも扉を開けた。

　ガン！　という音がして手に衝撃が走る。

　向こう側に開けた扉が何かにぶつかったのだ。

「……」

「すまん」

　それが執事だとわかって、広兼は謝罪を口にした。

　すると扉の向こうから額と鼻はな頭がしらを赤くした執事が笑顔で現れて、「とんでもございません王子殿下。向こうに人がいるかどうか確かめてから扉を開けるということは子供でも知っている作法ではございますが、そんな基本中の基本にも頭が回らないほど賢者の王子は世間の様々なことに頭を痛めておいでなのでしょう」と言った。

「……」

　広兼は顔をしかめる。

「どうした、林灯」

　伯爵が椅子から立ち上がってこちらに歩いてきた。執事の不ぶ躾しつけな態度を彼が窘たしなめないのはやはりどこかで早苗を奪った広兼に意い趣しゆ返しをしたいと思っているからだ。

　木トー蓮リアの二人の義姉といい、早苗の周りには早苗を好きすぎる人間が多すぎて困る。

「早馬で手紙が届きました。広兼殿下宛あてで」

「俺宛？」

　自分が王都へ行くことは木トー蓮リアの伊い央おとその家族にしか言っていない。それなのにこの屋敷に広兼宛の手紙が来るということは、差出人として考えられるのは伊央本人か、南の国の兄弟の誰かだった。

　賢者の王族の情報網をもってすれば移動する人間に書状を届けるくらいはできるだろう。

「誰からだ？」

「北の国です」

「北ぁ？」

　思い浮かんだのは鳥代と珀蓮だが、林灯が続けて口にした言葉に広兼は首を傾げた。

「国紋トーラの押おう印いんがあり、差出人には蔦つたと竜りん胆どうの花の印章が」

「竜胆？」

　高貴な身分の女性が手紙を出す際、名前の代わりに個人の印章を押す。その意い匠しように使われるのは花が多く、国紋に関連する絵も入れるのが通例だ。

　北の国の国紋は蔦と鷹たかだ。つまり、差出人は、北の国の竜胆の君、ということになる。

　広兼は、林灯が差し出した盆に載っている手紙を手に取った。女性の持つ個人の印章は、当然ながら紳士録にも載っていないのでそれなりに親しい間柄でないとわからない。鳥代などは呆あきれるほど多くの印章を知っているが、広兼はその足元にも及ばない。

　女性という媒体から得られる情報は甚じん大だいだが、同時に正確性も低い。広兼は、女性を自分の情報源とすることを早々に放棄していた。

　そしてやはり見覚えのないその印章に、賢者の王子は首を傾げる。紙は上品な漉すき紙で、仄ほのかに甘い香りがする。

　広兼の横からその手紙を覗のぞき込んで、黄臣伯爵が「ああ」と声を上げた。

「亥い縒より様ですね」

　広兼が振り向く。

「伯爵は知っているのか？」

　すると伯爵は思いもよらないことを聞かれたかのように目を丸くした。

「広兼殿下もご存知の方でしょう？　……ああ、そうか。亥縒様が北の国に嫁がれたのは広兼殿下が生まれる前のことですから、お会いになったことがないのかもしれない」

「誰だ」

　広兼は少し苛いら立だたしげに言った。知らないことをもったいぶられるのが嫌いなのだ。

　黄臣伯爵はにこやかに答えた。

「亥縒様は北の国の王弟殿下の奥方ですよ。もともとは南の国の王族に連なる方です。確か王陛下の従妹いとこ君にあたられる方だったかと記憶しておりますが」

　広兼は言葉を失った。

　南の国の王族は傍ぼう系けいが多い。代々子供が多い家系なのだ。そのすべてを暗記することは賢者の王子として当然のことだったので、これまで自分がそれに思い至らなかったことに彼は驚いていた。

　記憶の中から奥に仕舞い込まれていた一枚の情報が引き出される。

　そうだ。亥縒は、前王の五番目の姉君の末の娘だ。そして十六の時に北の国に嫁いでいる。

　同時にあることに気付いて広兼ははっ、とした。

「王弟殿下の奥方？」

　少し前に、《赤い森》にやってきて騒動を巻き起こしたあげく夜闇に消えるようにいなくなった男の顔を思い出した。

　公きみ亥い子爵。

　珀蓮の従兄いとこにして、現在第一位の王位継承権を持つ王弟の息子。

「……あの馬ば鹿か子爵の母親か」

　何よりも、あの馬鹿子爵と自分に血の繋がりがあったのだ、という事実にがっくりと肩を落とした広兼だった。
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「お姉様、少し休憩してお茶になさらない？」

　新しら祢ねが作法の勉強に疲れ果てていたところに、瑠る璃りはとても可愛らしい笑顔で現れてそう言った。

　恐らくその時新祢がひどくほっとした顔をしたのだろう、儀式の作法を教授していた女官は、少し困ったような顔をしたがそれを許した。

「あまり長くは新祢様を煩わずらわせてはいけませんよ、瑠璃様」

「もちろんよ。行きましょうお姉様。別の部屋にもう準備はしてあるの」

　瑠璃は新祢の手を引っ張って庭に面した別室に連れ出した。そこにはもう焼き菓子の準備がされていて、瑠璃と新祢が椅子に座ると給仕の手で淹れたての紅茶が注がれる。早苗の香草茶であればもっとよかった、と新祢は心の片かた隅すみで思ったが、瑠璃には笑顔で「ありがとうございます瑠璃様」と礼を言った。

「お姉様とこうしてゆっくりお話をしたかったの」

　西の国の王女は無邪気に笑っている。その笑顔は、綿菓子のように純真で無む垢くだ。

「私の話なんてつまらないでしょう？」

「まぁ。そんなことないわ。私、ずっと小さい頃からお姉様のお話を聞いていたのよ？　まさかこうして本当にお会いしてお喋しやべりをできる日がくるなんて」

　きらきらとした彼女の双そう眸ぼうに、新祢は困ったように笑った。

　まったくこうなってくると、夢で見る運命の恋人の話を憚はばかりなく口にしていたという王おう伊いが恨うらめしい。

「ねぇ、お姉様も王伊お兄様を夢で見ていたとおっしゃっていたわね。お姉様も王伊お兄様を運命の恋人だとご存知だったの？」

　正確には新祢が二百年間の眠りの中で想っていたのは久く旺おうという小姓の姿をした彼だ。彼は二百年後に必ず迎えに行くと新祢に約束をしてくれた。魔女でもない久旺には到底叶えられなかったはずのその約束を、彼は守ったのだ。

　新祢は紅茶を一口飲むと、一度目を瞑ってから柔らかく微笑んだ。

「瑠璃様は、運命の恋人というのはどういう存在だと思ってらっしゃいますか？」

　瑠璃は大きな双眸をくるりと丸くする。

「どういう存在、ですか？　ええと、とても素敵で、劇的だわ。出会ったらきっとすぐにわかるの。誰よりも大切な相手で、そうであるべくして互いに生まれてきた一対」

　新祢は笑うのを我が慢まんした。彼女は恋物語を多く読んでいるようだ。

「まぁ。でも申し上げましたように、私は王伊様を夢で見ていたから恋をしたのではないのですよ」

　あの塔に、自分を迎えに来た男に恋をしたのだ。

　自分の前であんなにも無防備に泣いた彼に恋をした。

　王伊の外見は新祢の覚えている久旺とはまったく似ても似つかなかった。性格も、やはりどこか違う気がする。久旺の方が几帳面だったし、王伊の方が甘えたがりだ。

　当然だろうと新祢は思っていた。

　久旺は生まれ直したのだ。違う時代に違う境遇で育った人間がまったく同じはずがない。極端に言えば、別人だ。

　だから自分は二度恋をしたのだと新祢は思っていた。

　久旺を愛していた。そして今は王伊を愛している。新祢の中でそれは矛む盾じゆんなく成立する愛情だった。

　瑠璃は怪訝そうな顔をする。

「それはつまり、出会ったのが王伊お兄様でなくても恋に落ちたかもしれない、ということですか？」

「そうですね。そうかもしれないわ」

「そんな！」

　王女は声を上げた。

「そんなの、駄目です。王伊お兄様が可か哀わい相そうだわ。ずっと新祢様を想っていらしたのに」

「それなら私は王伊様と恋に落ちなくてはいけなかったのかしら？　それは誰かに決められたことなのですか？　私自身の意思ではなく？」

　新祢の問いに、瑠璃は言葉に詰まった。

　反論をしたいがどう答えたらいいかわからない、という顔をしている。それを微笑んだまま黙って見ていると、瑠璃の目に涙が溜まってきたので新祢は慌てて言葉を続けた。

「ごめんなさい瑠璃様。意地悪な質問でした」

　瑠璃は俯うつむくと、黙ったままぶんぶんと首を振った。

　控ひかえていた女官が黙って絹の手拭ハンカチを渡すと、それで涙を拭ふく。顔を上げた彼女は目元と鼻と頬を真っ赤にしていたが、まっすぐに新祢を見た。

「お姉様は、王伊お兄様を運命の恋人ではないと思っていらっしゃるのね」

　彼女のその強い眼まな差ざしを、新祢は意外に思って少し驚いた。そして答える。

「私は運命ではなく、愛した人の言葉を信じているのですよ、瑠璃様」

　二百年後に迎えに行くと言った久旺の言葉を、そして愛していると言った王伊の言葉を、新祢は信じているのだ。

　すると瑠璃はしょんぼりと肩を落とした。

「でもお兄様は運命の人だとおっしゃっていたわ」

　新祢は苦笑した。

「王伊様は思っていることを現実にする力をお持ちの方だわ、瑠璃様。そういう方は運命に操られたりはしないものです」

「運命に……あやつられる？」

　瑠璃が疑問符を浮かべて新祢を見る。本当に、彼女は愛すべき素直さを持っている、と新祢は思った。

「そうですよ。運命と口にすることでそれを実現する。可能性を自分のものにする。王伊様が今持っていらっしゃるものはすべて自分の力で手に入れられたものです。だから殿下は、自分がそれを愛することに疑問を挟んだりされません」

「……お母様に選んでいただいたドレスよりも、自分で選んだドレスの方を好きなのと、同じことですか？」

　新祢は笑った。

「瑠璃様はとても賢かしこくていらっしゃる。瑠璃様もきっと、ご自分で可能性を引き寄せることがおできになる方だわ」

　瑠璃はぱっと顔を輝かせた。

「本当ですか？　お姉様」

「瑠璃様は、『運命の恋人』であって欲しい方がいらっしゃるのかしら？」

　瑠璃があまりに嬉しそうな顔をするので、新祢は微笑ましく思って聞いた。

「いいえ。私ではなくお母様なの、お姉様」

　その言葉の意味を測りかねて、新祢は首を傾げる。

「お母様にとって、お父様が運命の人だったらいいのにと思っていたの」

　瑠璃は笑顔のまま言った。

「だって、運命の人なら最後まで結ばれるはずでしょう？　でも王伊お兄様のお母様は早くに亡くなってしまわれたから、お父様の運命の人ではなかったんだわ」

　春はる委いのことだ。新祢は少し眉間に皺を寄せた。瑠璃は続ける。

「だからお母様がお父様の運命の人のはずなのに、お母様もお父様も王伊お兄様みたいに出会う前から夢に見たりはしなかったっておっしゃるの。私、それならお父様には別に運命の人がいらっしゃるから、お母様も春委様みたいに早く亡くなってしまわれたりお父様と別れてしまわれるのかと思って、悲しかったの」

　話しながら、瑠璃の笑顔が曇くもっていく。最後の方で彼女はほとんど俯いていたが、「でも」と言って顔を上げた時にはまた元の笑顔に戻っていた。

「でもお姉様がおっしゃる通りなら、私がお父様とお母様がずっと一緒に生きていてくださると願っていれば、それを本当にできるのですよね？　お母様は、春委様のようにはなりませんよね？」

「……瑠璃様」

　新祢は胸が痛くなった。

　瑠璃の母が王伊の母である春委に劣等感を抱いていることは、この王宮で何度か顔を合わせればわかることだった。瑠璃は母のそれを敏感に感じ取って、きっとずっと悩んでいたのだ。

　新祢は立ち上がると、卓を回って瑠璃の側に行ってその小さな身体を抱きしめた。小柄な自分よりもずっと小さなその少女は、突然抱きしめられたのに驚いて固まっていたが、「大丈夫ですよ、瑠璃様」と新祢が優しい声で言うとふにゃりと身体の力を抜いた。

　その身体が震えだす。泣いているのだ、と新祢は思った。

「瑠璃様は優しい方です。王陛下も王妃殿下も、それをよくご存知ですよ。そんな瑠璃様を置いて、どこかへ行ったりされるはずがありません」

「……」

　瑠璃が声を殺して泣く。

　いったい彼女はどこでこんな泣き方を覚えたのだろう。屈くつ託たくを知らない少女だと思っていた自分に憤いきどおりさえ覚える。

　新祢は瑠璃の肩をさすりながら、囁ささやくように言った。

「声を上げて泣かれても結構ですよ、瑠璃様。誰も叱しかったりはしませんから」

　やがて腕の中から嗚お咽えつが漏もれてきて、それは大きな泣き声に変わった。自分にしがみ付いてわんわん泣く少女を、新祢は宝物を護るようにずっと抱きしめていた。
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　新しら祢ねが手首に痣を作っていることには気付いていた。

　彼女がそれを隠そうとしていることもわかったので、彼女のいないところで慶けい渦かを問い詰めると、からかっただけだと兄は言った。

　その瞬間、す、と頭が冷えた。

　慶渦を殴らなかったのは、そうする意味がなかったからだ。慶渦が新祢に興味を覚えているのはわかっていたが、それは自分のような恋れん情じようにはなりえないと王おう伊いは承知している。

　兄が一番に考えるのは国のことだ。女に溺おぼれるような男ではない。

　三十年近い時をそういう人間として生きてきたのだ。今さらその性質が変わるはずがない。

　兄は新祢に興味を抱いているが、それは気に入った玩具おもちやや手て駒ごまに対するようなものだ。たまたま弟の妻として近くに転がり込んできたから手を伸ばしているだけで、彼女が遠くに行けばそれをわざわざ自分のものにしようとは思わないだろう。

　王妃はあからさまに新祢を蔑べつ視ししている。王がそれを表立って庇かばうことはないだろうし、無邪気に彼女を慕ってくる瑠る璃りは煩わしいことの方が多いだろう。

　わかっていたことではあった。

　この王宮にいて、新祢が得るものは何もないのだ。

『代わりのないものこそ失うな』

　あの時の父王の言葉の意味は後になって理解した。

　王は、この王宮で暮らす必要はないと言ったのだ。新祢を利用されるのが嫌ならまた国を出ろと言った。

　それは王伊が初めて見た父の優しさだった。

　けれどそれが本当の解決策ではないのだと王伊はわかっていた。

　誰も知らない真実を自分だけが知っている。そしてそれは、同時に告白すべき事実だった。

　本当に、彼女を愛しているなら。

　吐きそうだった。

　運命だと思っていた。そんな自分が愚おろかしい。

　救いなのは、この気持ちだけはまぎれもない真実だということだ。

　彼女を愛している。

　これだけは嘘ではない。

　――嘘ではないのだ。







　４　眠りの果てに







　西の国の結婚の儀が他の国ほど盛大に行われないのは、儀式自体がかなり簡略化されているからだ。無駄を極限まで省はぶいた儀式は王から結婚する二人への祝福の言葉と冠かんむりの贈呈だけで終わる。

　その代わり長いのはその後の宴会だった。舞踏会やパーティとは違う。宴会である。

　むき出しの石でできた宴会場で、王も王妃も貴族も将校も地面に綿入れを置いてそこに座り飲み食いをするのだ。兵士のための宴会場も場内にあって、都の民も食堂や酒場に集まってやはり宴うたげを開く。それが長くて明け方まで続くというのだから、早さ苗なえには驚きだった。

「そんなんだから他国の人は呼べないんだよね。給仕もいるし食事をする皿も王族は別だけど、それでもあの雰囲気はなんというか、違うからさ。昔すごくお酒に弱い貴族がいてね、王陛下に絡からんじゃって、次の宴会は自じ粛しゆくして兵士の方の宴会に交じってたらしいよ」

「まぁ……」

　王おう伊いの言葉に早苗は右手を口に当てて目を丸くする。

　あの寡か黙もくな国王に絡むとはなかなかの勇気である。

「妾わらわ達は宴会場を回るのだと聞いたがのう」

　少し嫌そうな顔で新しら祢ねが言った。

「夜回るのは王宮の中の宴会場だけだよ。全部回り終わったら部屋に戻っていいし。早苗さんも、適当なところで部屋に戻っていいからね。瑠る璃り達が結構早い段階で席を外すと思うからその時一緒に出たらいいよ。瑠璃には言っておくし」

　朝食は豚肉の野菜包みトロトロソースかけと青菜のスープ、半熟卵に果物の盛り合わせだ。

　三人で小さな食卓を囲み朝食を食べるのはこの国へやってきてからの習慣となっていて、誰かの給仕で食事をするというここ最近なかった状況に、早苗がやっと慣れてきたところだった。

　結婚の儀は今日、時鳴塔テイオンが二つ鐘を鳴らしたら始まる。

　二人と王族だけの結婚の儀の後、王宮の広場で演武が始まる。それは早苗も一緒に見られるというから楽しみだった。その後二人は王宮を出て町を回って民に挨あい拶さつをして、戻ってきたら宴会が始まるのだという。

「私は儀式を見られないのが残念ね」

「国によってこうも違うものだとはのう」

　王伊は笑った。

「早苗さんの結婚式の時は王城を開放してたからお祭りみたいだったよね。やっぱり東の国が一番まともかな。会場はたぶんあのダンスホールだよ」

「そういえば、その後二人から連絡はなかったのかえ？」

　珀はく蓮れんと鳥とり代しろの二人が北の国へ向かった、という広ひろ兼かねからの手紙が届いたのは三日前の夜だ。どうやら東の国の王と王妃から北の国へ行くようにと命令が来たらしく、鳥代はしぶしぶ珀蓮を連れて発ったらしい。

　木蓮トーリアの町から北の国へ行くために西の国を通る必要はない。整備された街道はきちんと北の国まで延びていて、馬車なら着くのに三日か四日かかるはずだった。二人はとっくに北の国に入国しているだろう。

「来てないね」

　王伊がスープを口に運んで答える。

「何事もないとよいがのう」

「珀蓮は北の王陛下にとても怒っていたものね」

　珀蓮を北の国に連れ戻した者と珀蓮の結婚を許す、と記した書状を持って公きみ亥い子爵が《赤い森》へやって来たのはずいぶんと前のことのような気がする。

　この結婚の儀が終わってもやはり新祢と王伊は森へは帰らないのだろう。

　お遊びの時間はもう終わっている、と最初の夜に第一王子はそう言った。あれから早苗は二人にどうするのか聞けないでいる。

　だが普通に考えれば、西の国の王子とその妃きさきとなった二人がまた国を出て《赤い森》で暮らす必然性はないのだ。早苗の場合は特別だったと言わざるをえない。

《赤い森》での楽しい時間は終わろうとしている。

　それを寂しく感じていたが、早苗は口にはしなかった。

「この後すぐ新祢は準備に行くのよね」

「そうじゃ。しかし今日の一番の楽しみは早苗の言うておった演武じゃのう」

「早苗さんの話を聞いてから、新祢はそればっかりだね」

　王伊が苦笑する。

「二百年前も何か祝い事があると兵士達が演武を披露しておった。妾がそれを見ることは一度もなかったが、このような形で見られるとは嬉しくてかなわぬ」

　新祢はにこにこと笑いながら言う。

　その時部屋の扉が控ひかえめに何者かの来訪を告つげた。

　扉を開けて入ってきたのは、ずっと新祢に作法の指導していた女官で彼女は恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。

「そろそろお時間でございます。新祢様」

「まぁ。時間が経つのは早いものね」

　現代淑しゆく女じよの口調になって新祢が言った。この切り替えがすごい。

「僕の準備はまだまだ後だから、先に行っておいで」

　と王伊が立ち上がって新祢の椅子を引いてやる。

　こういうものでは得てして女性の方が時間のかかるものである。彼は恋人の手の甲に軽く口付けをした。新祢は笑う。こういう時の二人はとても自然で、嫌な感じは少しもない。

「では行ってくるわ」

「うん。行ってらっしゃい新祢。頑張って」

　早苗は笑顔で手を振った。

　女官が新祢の後から部屋を出て扉を閉めると、早苗は王伊に笑いかけた。

「とても綺き麗れいですよ。楽しみにしていてくださいね」

　早苗が選んだ新祢のドレス姿を、王伊はまだ見ていないはずだった。南の国での結婚式の時とは手のかけ方も違うのだから、その美しさにきっと驚くだろう。彼女は西の王子の反応が楽しみだった。

「うん。ありがとう早苗さん」

　振り向いて王伊が言う。

　その時彼が目配せをして戸口に立っていた給仕を下がらせたので、早苗は首を傾かしげた。

「ところで一つ、お願いしたいことがあるんだ」

　そう言った西の王子は諦てい念ねんや悲ひ嘆たんを思わせる様子でそう切り出した。早苗は眉び宇うをひそめ、友人の恋人の茶色い双そう眸ぼうを見返した。
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　歩く時は一歩ずつゆっくりと。目は常に瞼まぶたを半分下ろして伏ふせた状態で。表情は動かさず、唇は引き締めず少し緩ゆるめに。

　新しら祢ねはそれらの作法を頭の中で呪文のように唱えた。王宮で王族近くに仕える女官は皆貴族の令嬢だ。新祢に作法を教えた女官もまた公爵家の令嬢で、彼女は王子の婚約者であろうとも容よう赦しやはなかった。

　ドレスは裾すそが引きずるほどに長く、けれど腰周りはゆったりとしている。二百年前に新祢が好んで着ていた衣装は、胸から下がすとんと落ちた身体からだの線に沿わない型のものだった。それは今では流行遅れのようで、部屋に準備されていたドレスにその型のものはなかった。

　そこで早さ苗なえが手際よく服飾師にドレスの加工の指示をして、新祢が一番着ていて落ち着く型に作り直させてくれたのだ。思い返してみれば南の国の結婚式の際も、思う型のドレスがなかった新祢のために、胸下に布を巻いて結んでみたらどうかと提案してくれたのは早苗だった。

「最初はどうなることかと思いましたが、伝統的な雰囲気が出ていてとてもお似合いです」と完成したドレスを試着した新祢を見て、服飾師は満足げに言った。

　裾には薄く桃もも色いろに色付いた花が縫ぬいつけられている。新祢の髪は結ゆい上げられてヴェールの中に隠されたが、一房だけわざと耳の横に垂らしていた。

　顔が変わるのではないかというくらいに化粧をされ、両手を置いておく場所までも女官に直されると、新祢は自分が人形か何かになったような気持ちになった。

　儀式のある場所までは女官の先導で行く。

　人払いはされているのだろう。道中誰かに会うことはなく、新祢は一言も喋しやべらずに女官の後についてゆっくりと歩いた。

　胸に何かが詰まったような感覚が続いている。

　不安なのだ。

　としばらくして気付く。

　南の国でのお祭りのような式とは違う。今日新祢は本当に王おう伊いの妻となるのだ。

　この数日西の国に滞在して、新祢は自分が異い端たんなのだということを思い知った。今はもう両親もおらず故郷もない。この時代の妙みよう齢れいの女性が知っている常識を彼女は知らず、ダンスひとつとっても流行遅れだ。

　珀はく蓮れんは北の国の王女だし、早苗には賢けん者じやの王子の妻として申し分ない智ち略りやくがある。けれど自分が王伊にもたらすことのできるものは何もないだろう。

　ただでさえ王伊のこの国での立場は微妙なものだ。自分はそれを助けることができるだろうか。彼をさらに窮きゆう地ちに追いやることにはならないか。

　慶けい渦かは新祢をうまく使おうとするだろう。それを王伊は拒む。

　自分という存在は、彼にとって足あし枷かせでしかないのではないかと思って新祢は眉み間けんに少し皺しわを寄せた。紅べにが落ちてしまうので、唇を噛かみそうになるのを我が慢まんする。

　今になって生まれた思考ではなかった。

　二百年前からずっと、彼女はこの葛かつ藤とうに苛さいなまれている。

　彼に側そばにいて欲しい。けれど自分が彼に与えるものは何もない。相手が自分ではない方が、彼はきっとずっと幸せになれるのに、手放すことができない。

　自分という人間は醜みにくい存在だ。

　愛する人のことでさえ、一番に考えることができない。

　どんどん沈んでいく思考に、新祢はため息をつきたくなった。

　いつものことだ。

　どんなに悩んでも、自分は愛する人を手放せない。強欲なのだ。たぶん、王伊達が思っているよりもずっと。

「着きました、新祢様」

　女官の静かな声がする。

　新祢は顔を上げた。

　目の前には両開きの扉があって、ドレスの裾を持ってついてきていた女官達がその裾を下ろして整える。

　先導してきた女官が微ほほ笑えむ。

「お綺麗ですよ」

　彼女とはここ数日ずっと一緒にいたのだ。互いに好感を抱いだいている。

「ありがとう」

　新祢は答えた。

　彼女は背後に従う別の女官二人に目配せをする。その二人が両開きの扉の左右について、取手を握った。警護についてきた男の兵士は二人いたが、儀式に関することはすべて女官がするらしい。

「開けます」

　新祢は小さく頷うなずいた。

　扉がこちら側に開かれる。

　床に敷き詰められた白い石がまず目に入る。そのまっすぐ先に、彼がいた。

　その時、新祢は自分の中の屈くつ託たくがひどく意味のないことなのだと初めて気付いた。

　どんなに。

　自分が悩んでいても彼にとってそれはささやかなことだった。

　彼ほど自分勝手な男はいない。

　新祢が望んでいることを無視しても、彼は彼が新祢のためによかれと思ったことをやった。それが彼の愛情だったからだ。

　そこだけは二百年前と変わらない。

　儀式の作法を忘れて新祢は思わず微笑んでいた。

　与えられるものなどなくていい。それを彼は知っていた。

　自分は彼を愛していて、彼は自分を愛している。それさえ真実なら、他はすべて些さ事じなのだ。

　王伊。

　と彼女は声を出さずに名を呼んだ。

　正装に身を包んだ彼は、笑って自分を待っている。

　涙が溢あふれそうになるのを、新祢は目を伏せて我慢した。
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　新しら祢ねと王おう伊いが儀式を行っている間に早さ苗なえは自分も正装に身を包んだ。新祢と違い、早苗はこういったことが苦ではない。きらきらと光る宝石も綺麗なドレスも見ているとわくわくする。

　今回はドレスも宝石も持参していた。どれも広ひろ兼かねや南の国の妃達に贈られたものだ。

　女官に手伝ってもらって着替え、髪も結い上げてもらう。

「とても綺麗ですね。きらきらとしていて、太陽に透けそうです」

　そう褒ほめられて、「ありがとう」と早苗は笑った。

　演武の会場へ先導してくれたのはその髪の色を褒めた女官だった。早苗につけられた女官達の筆頭らしい彼女は明るく可愛らしくて、早苗は里り野のを思い出した。

　平へ祈き男爵の屋敷で早苗を慕ってくれていたあの娘は、今は南の王都の食堂で働いているという。元気だろうか。落ち着いたら、会いに行きたかった。

　ちょうど廊下の角にさしかかったところで別の女官が角の向こうから現れ、「ああ、ちょうどよかったわ」と早苗の前を行く女官を呼び止めた。

「調理長が呼んでいるわ。今夜の宴のことで相談したいって」

「あら、でも今私は早苗様をご案内しているところなのよ」

「私が代わるわ。演武の会場まででしょう？」

「そうね。じゃあ。……申し訳ございません、早苗様。一度失礼いたします」

「いいのよ。いろいろとありがとう」

　早苗は笑って礼を言った。

「では、私がご案内いたします」

「ええ。ありがとう」

　何事もなかったかのように再び廊下を歩きだす。

　代わって早苗を先導している女官が途中演武の会場へ向かうのとは別の道に入っても、早苗は何も言わなかった。

　もともとそういう予定なのだ。

『ところで一つ、お願いしたいことがあるんだ』

　と王伊は言った。

『演武の後、僕と新祢は王宮を出て町を回る。その時に別の馬車を用意させるから、早苗さんはそれに乗って町に出て待機していて欲しいんだ。機会を見てその馬車に移って、そのまま国を出る。――このままここにいたら王宮を出られないかもしれない。僕は利用されるだけの籠かごの鳥になるためにここに戻ってきたわけじゃないから……もちろん、早苗さんや南の国には迷惑はかからないようにするよ。協力者もいるからね』

　黙って国を出ることがいいことだとは思えなかったが、その時の王伊の表情を見ていて否いなとは言えなかった。

　演武を見てから準備をすればいいと言った王伊に対して、そういうことなら演武の最中に準備をすると言ったのは早苗自身だ。その方が動きやすい。演武を見られないのは残念だが、それはまたいつか機会があるだろう。

　今早苗を先導しているのは王伊の命を受けた女官のはずだった。初めて見る顔ではない。

　彼女が何も口にしないので、早苗も話さなかった。ただ黙々と廊下を歩く。人の気配があまりしないのは、そういう道を選んで歩いているからだろうと早苗は思った。黙って王宮を出るのだ。そういう配慮が必要なのは当然のことだ。

『ごめんね早苗さん』

　そう言った王伊を思い出す。

　まるで、何かを諦めたような顔で彼は笑った。

「……」

　あの時から、どこかすっきりしない気持ちが残っている。それは黙って国を出て行くことに対する抵抗感だと思っていたが、そうではないのだと早苗は今ふと気付いた。

　違和感だ。これは。

　悲痛な王伊の表情。

　あれは国や家族を捨てることに対する痛みなのだと思ったが、果たしてそうだろうか？

　早苗と王伊では家庭環境が違う。あんな表情をするほどに王伊がその国や家族に対して愛情を持っているのかと問えば、否という答えしか浮かばなかった。

　彼はとっくに選んでいる。

　ただ一人新祢だけを。

　新祢のために動くことに、王伊があんな表情をするとは思えなかった。

　まさか。

　王伊のあの表情の答えに早苗が達しようとしたその時、前を歩いていた女官が突然足を止めたのに気付いて彼女は顔を上げた。

「どうしたの？」

　自分もまた立ち止まり、首を傾げる。

「少し、待っていていただけますか？　何やらあちらの部屋で小さな悲鳴が聞こえたような気がしたので……」

「まぁ。悲鳴？」

　女官の視線を辿たどると、廊下の突き当たりに扉がある。

「私も行くわ」

「いいえ」

「いいから、行きましょう」

　早苗は遮さえぎって言うと、自ら前に立って歩きだした。

「この部屋ね？」

「早苗様。私が開けます」

　言って女官が前に出る。自分に何かあって困るのは彼女なのだろう。早苗は了解して後ろに下がった。女官は扉を開けた。

　中は暗い。早苗のいる場所からは何も見えなかったが、女官が息を呑んだのがわかった。

「早苗様。中に人が倒れています。私は人を呼んで参りますのであの者の介かい抱ほうを」

　どこか淡たん々たんとした様子で女官が言った。

「人が？」

　早苗は慌てて部屋の中に入った。

　薄暗い。灯りがないのだ。彼女はきょろきょろと辺りを見渡した。

「大丈夫？　どこにいるの？」

　その時パタン、という音と共に場が暗闇に包まれた。がちゃがちゃり、という鍵かぎがかかるような音が続いて聞こえる。

「……早苗様申し訳ございません。しばらくこちらにいていただけますでしょうか？　すぐに迎えに参りますので」

　扉があった思われる方向からくぐもった声が届いた。どうやら扉の向こうからこちらに話しかけているらしい。早苗が答える前に、そこから遠ざかる足音が聞こえた。

「……」

　早苗は呆然とした。

　閉じ込められたのだとわかると「……まぁ」と声を上げる。

　こんな古典的な方法がいまだに使われているなんて、と驚きを隠しきれなかった。
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　儀式はほとんど滞とどこおりなく終わった。

　王からの冠を受ける際、王おう伊いが上体を屈かがめすぎたのか冠を落とし、自分で被りなおした以外は作法通りだった。そんな失敗をしても王伊には動揺した様子がなく、新しら祢ねと目が合うと安心させるように笑った。

　儀式の後は演武だ。演武の会場に行く前にドレスを着替える。

　演武の後も宴会前にも着替えるのだ。そのままでいいのにと彼女は思ったが、文句を言う勇気はなかった。

　着替えると王伊が部屋の前で待っている。

「会場で待っているのではなかったのですか？」

　この言葉遣づかいにもずいぶんと慣れてきていた。以前よりもずっと違和感なく喋れるようになっている。珀はく蓮れんはきっと驚くだろう。

「椅子に座って一人でぼーっと待ってるより君の手を引いた方がずっと有意義だよ。綺麗だ新祢」

　儀式の後も、彼は彼女のドレス姿を褒めた。新祢は困ったように笑う。

「まだあと二回も着替えるのですよ。褒め言葉はとっておいた方がよろしいわ」

「あはは。女性は大変だね」

「あなたも着替えたのでしょう？」

　王伊の服装も儀式の時とは変わっている。

「僕はこの一回だけ。さぁ行こうか。演武が始まってしまう」

　恋人に右手を引かれ、新祢はドレスの裾を持って歩きだした。今度のドレスは儀式の時ほど引きずるものではないので後ろについてくる女官は二人ほどで、逆に警護の兵士が四人に増えた。

「新祢」

　王伊が背後の人間には聞こえないくらいの声で名を呼ぶ。

「なんですか」

「今も夢の中にいるみたいだ」

　歩みを止めないまま、新祢は傍かたわらの、今は夫となった男を見上げた。彼はまっすぐに前を見ている。

　その眼めに屈託が宿っていることに新祢はずっと気付いていた。二百年前の記憶を取り戻した時からだ。あの時から、ただただなんの迷いもなく新祢に愛情を注いでいた王伊とは決定的に違ってしまっている。

　何があったのだ、と問うて彼が答えてくれないことはわかりきっていた。

　新祢をどんな苦悩や汚お濁だくや危険からも護ろうとするその姿勢を、彼は決して改めようとはしない。それを新祢がどんなに嫌ってもだ。

　だから新祢は握った手に力を込めて、小さな声で言った。

「夢でまでこんなに重い服を着させられたのではたまらぬわ。寝ぼけたことを言うな。痴しれ者」

　顔を見なくても、手から伝わる気配だけで王伊が笑ったのがわかる。

「手厳しい」

　新祢は夫を見上げる。するとやはり彼もこちらを見ていた。

　何に傷付いているのか。その双眸は揺れている。

　彼女はとうとう我慢できずに、繋つないでいた手を引っ張って彼の足を止めた。ゆっくりと歩いていたので後ろを歩いていた女官達もさほど慌てずに立ち止まったが、怪け訝げんそうな顔をした。

　王伊も不思議そうに新祢を見ている。彼女は腹が立った。

「この期ごに及んで、あなたは何をそんなに不安に思っているの？」

　新祢が眉まゆを吊り上げ詰きつ問もんするように問うと、彼はすぐいつものように笑顔を浮かべる。

「何も不安じゃないよ。君を奥さんにできて、僕はとても幸せだ」

「あなたの嘘うそは聞き飽あきたわ。なぜ私を信用しないの。私はそんなに頼りないの？　あなたの持つ屈託を、共に背せ負おえぬとでも思ってるの？」

「まさか」

　その時王伊はこの上なく自然な動作で新祢を抱き寄せた。彼の大きな手が花嫁の細身の肩を覆おおう。ふわりと新祢の鼻び腔こうに漂ただよってきた香りはいつもの王伊のものではなかった。それは恐おそらく、彼が今着ている服が塔から持ってきたものではないからだ。

　首まできちりと留められた釦ボタン。色は黒を基調にしていて生地は上質だが派手ではない。西の国の王子としての彼のために用意された衣装だ。些いささか長かった髪は上品に結わえられている。

　頭一つ分自分よりも背の高い恋人は、抱き寄せた彼女の赤い髪に頬ほおを寄せ呟つぶやくように続けた。

「僕は誰よりも君を信じてる。君というひとの強さとしなやかさを知っている。どうかそれだけは疑わないで。僕はこの心の臓を抉えぐり出して君に捧げてもいいくらい、君を愛してる」

「っ」

　新祢はたまらなくなって彼を突き飛ばした。

　顔が熱い。真っ赤になっているのが鏡を見なくてもわかる。耳元で囁かれた甘い言葉は、彼女の視線の先に女官や兵士がいたことによって羞しゆう恥ちに変わった。

「そなたは……！　そういうことを軽々しく言うなと何度言うたらわかるのじゃ！」

　そう怒鳴ってから、口調がもとに戻ってしまっていることに気付いて新祢は軽く唇を噛む。

　人前で口付けられるのも抱きしめられるのも平気だが、彼女にはこうしてまっすぐに愛を囁かれることがどうにも耐えられないほど恥ずかしかった。穴があったら隠れてしまいたい気分だ。

　腕に閉じ込めていた小鳥に逃げられた西の王子は、扉の開いた籠のように両手を広げたまま、にこりと笑った。

「君のそんな可愛かわいらしい顔が見られるなら何度でも」

　赤い髪ならぬ赤い顔の姫君は思わず、

「この痴しれ者っ！」

　と怒ど鳴なった。

「照れるね」

　言ってどこか晴れ晴れしい様子で彼は笑うと、左手を差し出す。

「行こう新祢。演武が始まる」

「……っ」

　まるで赤くなって動揺している自分が馬ば鹿かみたいだ。新祢はなおも何かを言おうと口を開いたが、そこから漏もれ出てきたのはため息で、彼女はぐったりと肩を落とした。

「あなたの相手は疲れる」

　言葉遣いを直すだけの余裕は戻っていた。

「僕は君の側にいると楽しい」

　新祢は複雑そうに顔をしかめると、まだ左手を差し出したままの彼に右手を伸ばす。その時ふと、彼女は気付いて小声で聞いた。

「……そなた、妾の怪け我がに気付いておったのかえ？」

　抱きしめた時でさえ、彼は彼女の左手には触ふれなかった。

　すると王伊は目を丸くして、次ついで子供のように破は顔がんした。

「本当に気付かれていないと思っていたの？　僕が君に起きた異変をわからないなんてありえないでしょう？」

　その言葉に、新祢はなんとも言えない気持ちになった。しっかりと繋いだ彼の左手は新祢の小さな手を包み込むようで温かくて安心する。

　もし二百年の眠りの果てに彼が現れなかったら、自分はどうなっていたのだろう。

　新祢はふとその可能性を考えた。

「行こう」

　言って王伊が手を引く。

　愛いとしい、と心の底から思った。

　口には出さなかったけれど。
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　早さ苗なえは四つん這ばいになって手探りで暗闇の中の探索を行った。

　結果彼女の出した結論はここが寝具類や布類の倉庫であるらしいということだった。

　あまり広くはなく、窓もない。壁には棚があって、そこには柔らかな寝具らしきものが収められている。

「困ったわ」

　入ってきた方向は忘れていなかったので最初に扉のところまで行き、それをどうにかできないか試したが、この暗闇では向こうからかけられた鍵をどうこうできそうになかった。

　唯一突破口と思えたのは扉の下のわずかな隙すき間まだ。

　廊下の灯りを室内にまで導き入れるほどの幅はないものの、薄手の布を通すことくらいはできるだろう。

　早苗は少し逡巡したが、棚から寝台のシーツらしきものを探り出して口と手でそれを細長く何枚かに破り、書くものが何もないのでそのまま扉の下の隙間から廊下に出した。

　誰かが気付けば、扉の下から不審な布が出ている異常な様子に見えるだろう。怪しいと思ってこの扉を開けてくれればありがたかった。

　早苗は端のぼろぼろになった上等そうなそのシーツを身体に巻きつけ、綿入れと思われるものの上に座った。

　深く息を吸って吐く。

「困ったわ……」

　先ほどから、身体の震えを止められない。

　早苗は決して暗いところが苦手なわけではなかった。だが今自分が感じているのは恐怖だ、と彼女はどこか冷静に分析した。

　目を開けているのが怖いので目を瞑つぶる。

　何がそんなに恐ろしいのか、すぐにわかった。

　葫ゆうがおだ。

　葫の持っていた暗闇を、早苗はこれまでに二度覗き込んだことがあった。一度は東の国の舞踏会で、そして一度は先日記憶を辿る魔術の中で。

　あの時自分を捕とらえた感情が、今蘇よみがえっている。

　あの深しん遠えん。音も光も届かない奥底で、自分以外は誰もいない孤独。いや、自分という存在さえもそこでは明確ではないのだ。触れても感覚はない。声せい帯たいを通し骨格を震わせているはずの自分の声も聞こえない。

「大丈夫よ」

　早苗は声に出して言った。

　聞こえる。大丈夫だ。

　怖がらなくてもいいのだ。ここは、あの闇ではない。

　それでも震えは止まらない。
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　父が亡くなった時でさえ、早苗は自分を制せい御ぎよしていた。義あ姉ね達がいたからだ。護らなければならなかった。

　早苗は顔を覆った。

　自分は弱くなったのだろうか。

　広ひろ兼かねと出会って木蓮トーリアを出てから、誰かを護らなければと気を張っていなければいけない状況ではなくなった。一度は夜よる花はなを得たが、彼女は記憶を取り戻し魔女は変わった。もう早苗が護らなければいけない少女ではなくなったのだ。

　子供の頃に戻ってしまった。

　と早苗は思った。

　父と母と屋敷の者達に愛され、ただただ笑って過ごしていたあの頃に。

　だから自分は弱くなってしまったのだ。こんな暗闇さえ払えない。もしここに義姉のどちらかでもいたのなら、こうはなっていなかっただろう。どこまでも気丈に振る舞えた。

「私はお義姉様達を利用していた」

　護ることで、立っていられたのだ。

　ずっと。

　それがなくなったら、こんなことで躓つまずく。

「こんな思考が、既すでに重症だわ……」

　早苗はため息をついた。

　自分をここに閉じ込めた人間は考えるまでもなくわかった。あの女官は命令されただけだろう。

　早苗は仮にも一国の王子妃。それを倉庫に閉じ込めるなどと、外交にひびが入ってもおかしくはない。

　けれど早苗はその行為を愚かだと断じることはできなかった。

　必死なのだ。自分の大切なものを護るために。

　それは王伊も同じだろう。

　ただ護りたい何かのために、他を犠牲にすることを厭いとわない。その気持ちを、早苗は痛いほど理解できた。

　だからこそ彼女はこの事態をできるだけ穏便に打開したかった。

　廊下に出した端切れに誰かが気付いて助け出されても、適当に嘘をついてごまかす自信が彼女にはある。

　こんなことでこの国におかしな波風は立てたくない。王おう伊いの家であり、新しら祢ねが嫁とつぐ先なのだ。

「ああ、なんだか本当に気分が悪くなってきた気がするわ」

　早苗は眉宇を寄せた。

　相変わらず震えは止まらない。吐きそうだった。

　貧血だろうか。

「広兼様……」

　座っていられず、早苗はその場に横たわる。

　気持ち悪い。

　彼女は強く目を瞑って耐えた。思考はもうそれ以上うまくまとまらなかった。

　そしてほとんど気絶するように、意識を失った。
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「早さ苗なえはどうした」

「用事をすませてから来るって」

「用事？　なんじゃ？」

「さぁ。何か僕達を驚かそうとしてくれているのかな？」

　演武が始まっても早苗が現れないので心配そうに聞いてきた新しら祢ねに、王おう伊いはしらっとして答えた。

　新祢が驚くことに間違いはないだろう。早苗には演武の後に国を抜け出す準備をお願いしてある。今頃は、女官の案内で一足先に馬車に乗っているはずだ。

「……そうか」

　怪訝そうな彼女の声に重なるように、銅ど鑼らが鳴る。

「ほら、新祢」

　王伊が促すと、彼女はやっと広場の方に顔を戻した。

　本当は結婚の儀の前にすべてを終わらせるつもりだったのだ。

　だが新祢が演武を見られることをひどく楽しみにしていたので、計画を変更した。早苗には申し訳なかった。楽しみにしていたのは彼女も同じだったのだ。何か別の形でお返しをしなくてはならないだろう。

　銅ど鑼らの音に合わせ、兵士達が気合の声を出して型を披露する。それを見ている新祢の横顔を、王伊はずっと見ていた。

　視界の端で警護の兵士が動いた。顔は動かさず視線だけやると、何やら慶けい渦かに耳打ちしている。この場には王も王妃も慶渦も瑠る璃りもいる。空席なのは早苗のために用意された椅子だけだ。

　慶渦は立ち上がり王に小声で声をかけてから場を辞じした。

　勘かん付づかれたのだろうか。

　早苗の様子を見に行くべきか。

　王伊は逡巡した。

　しかしもし慶渦が何かに気付いたのなら、押さえるのは早苗ではなく新祢のはずだ。

「……」

　こんなところに新祢を置いておくつもりはなかった。

　もう悩んではいない。やることは決まっている。ただそれによって生まれるであろう結果が悲しい。それだけだった。

「王伊」

　手に温ぬくもりが触れる。

「そなたも見やれ」

　見ると、可愛らしく眉を寄せてどこか責めるように彼女が言った。これは、王伊と新祢のための演武なのだ。

「うん」

　王伊は言って、彼女の手を握りなおした。前を向く。

　どうか時間が止まればいいと、何かに願った。

　けれどそれを叶えてくれる何者かなどいないのだ。二百年前と同じように。

　演武が終わった。

　王族は退場し、新祢はまた服を着替えて今度は二人で王宮の外回りだ。瑠璃がこちらを見ていたので、王伊は笑いかけた。妹は何か言いたげな顔をしていて、一度目を瞑ると何かを決心したのかこちらに足を踏み出した。

　けれど横から女の手が伸びてそれを止めた。

　王妃だ。

　瑠璃が小さく抗議の声を上げたようだがそれを無視して王妃は瑠璃の肩を抱いて連れて行く。あの母親は、まるで王伊と瑠璃が目を合わせることで娘が穢けがれるとでも思っているかのようだった。

　瑠璃はいい子だ。

　あの王妃の娘で慶渦の妹だとは思えないくらいに。この王宮の中で、王伊の赤い髪の姫君の話を信じて聞いてくれたのは、亡くなった母と瑠璃だけだった。

「新祢様はこちらに」

　女官が着替えのための部屋に連れて行こうとする。

「待て。彼女は疲れているようだ。少し休ませる。時間はあるだろう」

　王伊はそう言ってそれを止めた。

「かしこまりました。ではお部屋にご案内いたします」

「いい。僕が連れて行く」

　少々強引に新祢の手を引いて歩きだす。

「なんじゃ。妾は疲れてはおらぬぞ」

　女官からほどよく離れてから新祢が怪訝そうに言った。王伊は振り返らないままで答える。

「うん。ちょっと、先に新祢に見せておきたいものがあるから」

「……」

　何かを感じ取ってか、新祢はそれ以上何も聞かなかった。

　それがありがたかった。もしこの時彼女が一言でも王伊の心を揺さぶるようなことを口にしていたら、彼はこのまま彼女を攫さらって逃げていただろう。

　逃げ出して。

　閉じ込めて。

　何も見せないで。

　ただ笑っていてくれと、懇こん願がんする。

　そうする自分が容よう易いに想像できて、王伊は笑いそうになった。

　夢なのだ。

　これはすべて夢の続きだ。

　彼はそう自分に言い聞かせて、その部屋に辿り着いた。ここで躊躇ためらわないように、演武が終わった時からずっと手の中に握り締めていた鍵を使う。それはなんの抵抗もなく開いて、西の王子と眠ねむり姫ひめを部屋に招き入れた。

　新祢の手を離さないまま部屋の奥へ行く。小部屋へと通じる扉を開けて、そこに入る。

　立ち止まるわけにはいかなかった。そうしたらもう動けない。彼はまっすぐに目当ての衣装箱の前へ行った。そして跪ひざまずいて、蓋ふたに右手をかける。

　彼女の手を離したくなかった。

　この温もりを。

　手放したらもう二度と戻ってはこない。

　そう思った。

　蓋を開ける。

　それは、一番上に畳んで置いてあった。

　王伊が最後に見たままの形だ。過去の香りが鼻腔をつく。

「それは」

　新祢が呟くように言う。

「これは」

　王伊はそれを遮さえぎって声を上げた。

「僕の、おくるみだった」

　彼は手を離した。

　ひんやりとした空気が手のひらに触れ、ひどく汗をかいていたのだと気付く。彼女は不快ではなかっただろうか。離した手の先から、喪そう失しつ感かんが身体中を侵しん食しよくしていくようだった。

　王伊は顔を上げられない。彼女を振り返らないまま、両手でそれを取り持ち上げる。

　精せい緻ちな幾き何か学がく模も様よう。色鮮やかな糸の組み合わせ。基調になっているのは円だ。

　今の王伊には、この図柄に込められた意思が見える。懇願と、悲嘆。そして恋れん慕ぼ。

「赤穏セイオン織おりか……？」

　夢に見た、彼女の声。

「そうだよ。これはたぶん、赤穏で最初に織られた赤穏織だ。当時の赤穏の村長が持っていた魔術陣を基にして織られた」

　息が詰まりそうだった。

　王伊は一度強く目を瞑ると、喉のどから心臓の奥へすべてを押し込み、彼女に語るために顔を上げた。

　夢だ。

　血よりも赤い髪に薔ば薇らのような赤い双眸。

　自分だけの姫君。

　血肉を得た彼女は、温もりと柔らかさと甘い声でもってそこに立っている。

　王伊は笑った。

　立ち上がり、手に持っていた赤穏織を、彼女の手に渡す。

　その目はずっと自分を見ている。その小さな手に渡されたものではなくずっと自分を。

　それが嬉しかった。

「これは久く旺おうが……いや、二百年前、君の久旺が君のために作った魔術だよ、新祢」




　自分の中の二百年前の青年が髪を振り乱して怒っている。

　それを打ち明けてどうするのだと。

　また彼女を孤独にするのかと。

　そんなものは彼女のためではない。彼女は決して喜ばない。

　わかっている。

　と王伊は返す。

　わかっている。けれど、ずっとこうしてきたのだ。

　お前もそうではないか。

　たとえ彼女の意思に反しても、彼女の側にはどんな欺ぎ瞞まんも汚お濁だくも置くことは許さない。世界の綺麗なものだけすべてで彼女を包み込みたい。

　ならば暴くべきなのだこれは。

　そうでなくては偽いつわりに満ちた自分という存在をこれ以上、彼女の側に置くことなどできないのだから。
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　声が聞こえた。

「お兄様。私です！　私が早さ苗なえ様を……」

「お黙り！……」

「……二人とも、静かに」

「命に別状は……」

　彼女は自分が柔らかな場所に寝かされていることに気付いた。

　けれど瞼は重くて開かず、意識にはもやがかかったようで聞こえてくる言葉を理解することはできない。

　扉の開く音がする。

　誰かが入ってきた。

「慶けい渦か様……」

「……なんだと？……」

　空気が変わる。

「お兄様！……」

「……私が行く。お前は来るな。母上もです。……」

「でも！……」

　泣き声が聞こえる。

　泣かないで、と彼女は言いたかった。

　幼い少女が蹲うずくまっている姿が見える。

　あれは自分だ。と彼女は思った。

　大切なものを失いたくないと泣いている。

　大丈夫だと言ってあげたかった。

　たとえどんなに愚かな手段だったとしても、何かを護るために立ち上がったのならそれは強さだ。強さなのだ。

　大丈夫、泣かないで。

　怖くないわ。

　あなたなら立ち上がれる。

　きっと、その足で。








　５『久旺』と『九蝋』







「私は何か無理難題を申し上げておりますでしょうか慶けい渦か殿」

　広ひろ兼かねはいい加減苛いら立だたしげに言った。

　葫ゆうがおとルヴァインは都の宿に押し込んできた。二人を連れていると身動きを取りづらかったし、葫はどこか具合が悪そうだったからだ。

　通行規制が出る前にと第二王子の結婚に沸わく人々の間に馬車を走らせ、王宮に辿り着いた。そして面倒な取り次ぎの後かなり待たされたあげく現れたのはこの国の第一王子だ。

　広兼はこの男にいい気持ちを持っていなかった。

「いいや、広兼殿。私の弟の結婚の儀を祝いに来てくださった花嫁のご友人を突然来て連れて帰ろうとされている以外は、特に」

　慶渦は穏おだやかに笑っている。

　広兼も笑顔は崩していなかったが、青筋くらいは浮き出ているかもしれない。

「早さ苗なえは私の妻です。いいですか、私は王おう伊いや新しら祢ねを出せと言っているわけではない。早苗を私が来て連れ帰ることになんの問題もないはずだ。今すぐここに連れてきていただきたい」

「貴殿の奥方は演武を見ていらっしゃる。友人が途中で席を外してそのまま王宮を出たとなれば、我が弟の花嫁は体調を崩してしまうかもしれない」

「王伊と新祢姫には後から私が事情を説明する。とにかく今は急いでいるのです」

「どんな事情かは存じ上げないが、今日はこのまま留とどまっていかれてはどうだろうか。その方が弟も喜ぶし、花嫁も動揺しないだろう。何事も急せいて成るものではないのでは？」

「あまりそう言われるようでは、我が妻に何かあったのではと疑念を抱いてしまいますよ」

「はは。まさか。早苗様には我が王宮でも心ここ地ちよく過ごしていただいておりますよ」

　西の国の第一王子が、早苗を王宮から出すことについてここまで頑かたくなになる理由などそうない。

　早苗の身に何かが起きたのだ。広兼は焦しよう燥そうと共にほとんどそうと確信した。

　できることならこの目の前の胸むな糞くそ悪い男を殴り倒して王宮の中を捜し回りたかった。だが力で自分がこの男に敵うとは到底思えなかったし、無闇に捜し回って見つかる可能性は低い。

　ここに来るまで、公爵夫人の手紙によって知らされた北の国の現状にばかり心を割さいていたが、こうなってはそれは後回しだ。

　早苗に何かあったらこのクソ王子をどんな手を使ってでも半殺す、と広兼は固く誓った。

　彼は目を瞑り、そして一呼吸おいてから瞼まぶたを上げる。

「ではお言葉に甘えて今日はこちらに滞在させていただくことにしましょう。今は演武の時間ですか？　私もぜひ見てみたい」

　けれど慶渦はこちらの神経を逆さか撫なでするように苦笑して答えた。

「申し訳ないが、王族のために誂えた客席は臨時のもので広兼殿のために椅子を用意できる場所がない。演武はまた次の機会に披露させていただくので、終わるまで別室でお待ちいただけるだろうか。ここまで長旅でお疲れであっただろうし、ゆっくりと休まれるといい」

「椅子など必要ありませんよ」

「客人に立っていていただくわけにはいかない」

「妻が側にいれば私はどこでも安らげます」

「ははは。あの女性嫌いの広兼殿をそこまで言わしめるとは。早苗様はすごい方だ」

『てめぇいい加減にしねぇと両腕両足折って生なま爪づめ剥はがす拷ごう問もんにかけんぞコラ！』

　と広兼は心の中で罵倒した。

「そうですよ。今の私は妻がいなくては息もできません。このままでは倒れてしまいそうだ」

「ではやはり部屋を用意しましょう。こちらで少々お待ちください」

　そう言って慶渦が腰を上げようとしたので、広兼は半分反射で身を乗り出し、その腕を掴つかんだ。

「部屋を用意していただく必要はありませんよ。私の希望はいたって単純です。妻に会いたい。それだけだ」

「少し待っていただきたいと申し上げましたが？」

　自分の腕が掴まれたことに、慶渦は一瞬不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしたがすぐ困ったような顔で広兼を見た。

「待たなければいけない理由を私にも理解できるようご説明いただけますか？　少なくとも私の知る限り、王伊の花嫁は私が突然現れたくらいで動揺して倒れてしまうような女性ではありません」

「そうであっても、です。広兼殿下は隣国の方ゆえご存知ではないかもしれませんが、我が国では結婚の儀、とは儀式そのものだけを指すのではなく、演武の披露、夜の祝宴まですべてを指すのです。つまり今はまさに結婚の儀の最中だ。他国の方の無闇な干かん渉しようは遠慮願いたい」

「それで私が納得できないことはおわかりのはずだ」

　広兼は譲らなかった。

　慶渦が今度こそ不愉快そうに顔をしかめる。

「手を離していただけないだろうか」

「妻はどこにいるのです」

　目の前の男は苛立っている。広兼はそれを感じ取って、余計に焦あせりを覚えた。

　恐らくこの男にとって予想外のことが今起きているのだ。そうでなくてはこうも動揺を露あらわにするような人間ではない。

　何が起きていると一いつ喝かつしそうになるのを広兼がぐ、と飲み込んで我慢したその時、乱暴に扉が開く音がして何者かが部屋に飛び込んできた。

　扉は広兼の背中側にある。彼は振り向き、そして怪訝そうに眉宇をひそめた。

「申し訳ございません広兼様!!」

　少女がそこに立っていた。可愛らしいドレスを身に纏まとっている。広兼は彼女に見覚えがあった。王伊の異母妹いもうとだ。西の国の第一王女。その目から透とう明めいな涙がぽろぽろと溢あふれている。彼女はここまで走ってきたようだった。髪が乱れている。

「私がすべていけないのです。王伊お兄様が……新祢様を連れてまた王宮をお出になるとおっしゃるから……。早苗様が見つからなければ、置いて出て行かれることはないだろうと思って、私……っ」

　そこまで言って、彼女はついに顔を覆ってそのままそこに泣き崩れた。

　早苗が見つからなければ？

「なんだと？」

　広兼は一瞬息の方法を忘れた。

　自分が座っていた椅子を押しのけ、床に座り込んでしまった少女に手を伸ばす。その肩を掴もうとした彼の手を止めたのは、この国の第一王子だった。

「我が妹に無礼な真ま似ねはやめていただきたい」

　右腕を強く掴まれる。その痛みで我に返った。慶渦は手を離すと、王女の側にしゃがみ込んで彼女を立たせようとした。

「瑠る璃り。もういい」

「私が……私がいけないのです」

　瑠璃はいやいやと首を振った。

「もう皆がばらばらになるのは嫌だったの、お兄様。お父様もお母様も慶渦お兄様も王伊お兄様も私にとっては大切な人達なの……。新祢様も大好きよ。どこかへ行って欲しくなかったの……」

　王女は自分の肩を掴む兄を拒絶するように縮こまりしゃくり上げている。

　広兼は冷静に事態を理解しようと努めた。

　つまり、今、この不測の事態を招いたのはこの第一王女なのだ。

　王伊がこの王宮から出て行く意思を見せて、王女はそれを止めるために早苗に何かをした。命に関わるようなことではないだろう。『見つからなければ』ということは、どこかに閉じ込めたということだろうか。

「瑠璃っ！」

　次いで開かれたままだった部屋の扉の向こうに、また別の女が現れた。

　広兼は少し目を瞠みはった。西の国の王妃である。

　広兼が知っている限りいつも自分を飾り立て必死で泰たい然ぜんと構えているふうに見せていた西の国の王妃は、髪を乱し肩で息をしていた。瑠璃を追ってきたのだろう。

　彼女は室内に広兼や慶渦がいるのを見て取って顔をしかめ、広兼に頷いただけのような礼をしてから部屋に入り息子を押しのけて娘に触れようとした。

「瑠璃」

「触らないで！」

　瑠璃は叫ぶように言って自分に触れようとしていた母の手を拒絶した。

　王妃は愕がく然ぜんとした様子で止まっている。恐らく初めてなのだ。この娘からそのようなことを言われたのは。

　瑠璃は両の目から涙を零こぼしたまま、きっと母を睨にらみつけた。

「お母様は、どうして、王伊お兄様をお嫌いになるのです？　先ほども、私をお兄様からお隠しになるように私を連れて行かれた。私はあの時お兄様にすべてをお話しするつもりでした。早苗様は、私が女官に言って部屋に閉じ込めさせていると――」

「お黙りなさい！　お前がそんなことをするはずがないでしょう！　先ほどからそんなことを言って。どうせ他の者にそそのかされたのです。あの赤い髪の娘かしら？　それとも異大陸の娘本人から？　どちらにしろお前は今混乱しているわ。こちらへいらっしゃい。お母様がすべていいようにしてあげますから」

　なおも娘の手を掴もうと伸ばされた母の手を、彼女は今度こそはっきりと払った。

「混乱しているのはお母様だわ！　新祢様は私のお義ね姉え様だし、早苗様は隣国の王子妃殿下よ!!　お母様が今するべきなのは私を庇かばうことではなくて私を叱しかることだわ!!」

「自分の娘を一番に信用して何が悪いというのです!!」

　母の剣けん幕まくに瑠璃ははっとして口をつぐむ。

　王妃はその肩を震わせていた。顔を赤くしながらも涙を流さないのは王妃としての最後の矜きよう持じだろうか。

「もういい」

　場の空気を斬きり捨てるようにして言ったのはこの国の第一王子だった。

　瑠璃の側にしゃがみ込んでいた彼は、大人しくなった妹の肩を抱いて今度こそ立たせると、「誰かいないのか」と声を上げた。

　すると扉の向こうから女官が飛び込んでくる。

　どうやら王妃付きの女官のようだ。王妃を追って走ってきていたのだろう。

「母と瑠璃を頼む」

　慶渦はその女官の一人に妹を引き渡すと、「母上も、少しお休みください」と王妃に言った。

　王妃は今や俯うつむいて身体を震わせているだけだったが、女官に支えられてやっと立っているような状態の瑠璃が母のその手にそっと触れると、のろのろと顔を上げた。

　広兼は視線を慶渦に転じる。

　あの母はは娘この顛てん末まつになど興味はないのだ。

「早苗は」

　彼は、重くはっきりと聞こえる声で言った。

　慶渦がため息をつく。

「部屋で休んでいただいている。気を失っていたようだが、大事はない」

　西の国の第一王子は王妃の後から走ってきた数人の女官に王妃と王女を任せ、広兼を連れて部屋を出た。一瞬視界をよぎった母と娘は、しっかりとその手を握り合っていた。

「……慶渦殿にも、肉親の情があったとは驚きだった」

　幾いく分ぶん頭の冷えた広兼は、慶渦の数歩後ろを歩きながら言った。

　右腕には赤く手の痕あとが残っている。とんでもない力だった。

　この男は、妹の不祥事をなんとか取り繕つくろおうとしていたのだ。そしてそれはたぶん、国としての不利益のみを考えたからではないだろう。もしそうであるなら、彼には妹を切り捨てる方法も選べたからだ。

「……」

　慶渦は答えなかった。

　瑠璃の嘆なげきがこの国の王妃と第一王子に投げかけた影響を考えようとして、やめた。

　どうでもいいことだ。

　それにしても、と広兼は思う。

　思えば平へ祈き男爵のところでの一件も、先日の魔術陣の一件も、自分が早苗と離れ離れになったところを見計らったように起こっている。

　こんなことでは、彼女を一人になんてできない。

　この腕に抱きしめたらもう二度と離すまいと、彼は半なかば本気でそう思った。
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　九く蝋ろうは生まれ変わりなど信じていなかった。

　彼女が眠りに落ちた後、彼は二百年後に目覚める彼女を孤独にしない方法を模索した。

　その方法として魔術を選び取ったのは、王宮に来ていた魔術師にある魔術の存在を聞いたからだ。

　彼はその魔術師――リアディウム＝イアスに師し事じして魔術を学んだ。

　狂ったように魔術を勉強した彼は、驚異的な速さでそれを習得した。そしてその無理が祟たたってか、彼女が眠りについてから二年後に病やまいに罹かかったことがわかった。

　死の病だ。

　当時の医学では手のつけようがなかった。

　彼は病床で魔術を完成させた。そして同じ赤せい嬰えいとして唯一弟のようにかわいがっていた少年を呼び、その少年に魔術陣を託たくした。

　間もなく彼は死んだ。あっけなく。ぼろぼろの身体からだに鞭むち打って一人彼女の塔に行き、そして彼女の側そばで眠るように死んでいた。

　その一年後に王が王都に住む民全員に退去の命を出した。王宮で流は行やり病やまいが出たのだという。

　九蝋に魔術陣を託された少年もまた、王都を出た。その時持ち出したのは、自分の服と死んだ九蝋の遺品の一部だけだった。

　遠く離れろという王の命令ではあったが、民の一部は王都を出てすぐのところに住み着き、必要以上に都から離れようとはしなかった。少年もまたそこに留とどまり、そして民が王都を出たその十四日後に、それは起きた。

　地面が隆りゆう起きした。

　大地が揺れ、ああこれは世界の終わりなのだと誰もが思った。夜中だったので、誰も周囲に何が起きているのか把は握あくできなかった。

　幸いだったのは、誰も火を点つける愚ぐを犯おかさなかったことだ。あの揺れの中で火を灯ともせばその火種が簡易的な住居である幕まく屋やに燃え移り大火事になる恐おそれがあった。

　夜が明け、目の前の光景に誰もが絶望的な気分になった。

　昨日にはなかった大きな崖がけが目の前にあり、そしてその上は森になっていた。

　集落の人間が走って周囲の状況を確認して戻ってきた。馬は皆逃げてしまっていたからだ。

　王都がすべて森になっている。

　その言葉は王都から離れようとしなかった忠実な民を狂きよう気きに陥おちいらせるに十分だった。

　何人かは森に駆け込んで戻ってこなかった。何人かは逃げるようにして森から離れ、そして残った人間でその地に村を作った。

　名もない村だ。

　少年はそこで、七年過ごした。

　彼が赤嬰であることなど誰もが忘れ、かつての少年はそこで普通に育ち青年となった。

　都が森になったのは西大陸から来た魔術師のせいだ、と誰もが言った。森には何かおかしな魔法か魔術がかかっているようで、踏み入れた者は誰一人として戻ってこなかったからだ。

　王が、わざわざ海を隔へだてた大陸から魔術師を呼んだ理由を皆が知っていた。

『暁あかつきの姫君』。

　塔で眠る姫君。生まれてすぐかけられた娘の魔法を、王は解とこうとしたのだ。だが得え体たいの知れない異国の魔法に縋すがったのは王の浅せん慮りよとしか思えなかった。その結果、国は滅び森に成り果てたのだ。

　民に慕したわれた王だった。堅実で賢かしこく、誠実な王だったのだ。

　王を失った民は、今三つの一族の下にまとまりかけている。破は魔まと賢けん者じやと軍人の一族だ。魔女はどこかに消えていた。自分の父と母がどうなったのか、彼は知らなかった。

　九蝋から預かった魔術陣を思い出したのにはきっかけがあったわけではない。ふと、思い出したのだ。

　彼は、それがどんな魔術なのかを聞いていた。

　病床においても目の輝きを失っていなかった九蝋は、その命の最後の力を振り絞るようにしてそれを彼に託したのだ。

『これは記憶の魔術だ』

　九蝋は言った。

『俺の生まれてから今までのすべての記憶を刻み付けている。その魔術陣を発動させれば、魔術にかかった人間に俺の記憶がすべて刷り込まれる。わかるか？　そいつは俺になるんだ。お前はこれを伝えろ。二百年後の、お前の子孫に、その魔術陣を発動させるよう言い伝えろ。そうすれば、そいつが彼女を迎えに行く。そして俺の代わりに、彼女を愛するだろう』

　九蝋は、『暁の姫君』に狂っていた。彼女のために魔術を身につけ、そして彼女のために他の男に彼女を託したのだ。

　彼は思った。

　この魔術陣を発動させれば、九蝋の記憶がすべて自分に注がれる。九蝋は魔術を習っていた。もうこの大陸に魔術師はいないが、その魔術の知識さえあれば、王都でいまだ生きている魔術を解除できるかもしれない。

　そうすれば人々は森へ入れる。

　木を切り倒し、王の都を再興できるだろう。もしかしたら王や王妃も中で眠っているのかもしれない。そうだ。塔の姫君のように。

　思いつくと我が慢まんはできなかった。

　九蝋と同じ魔術の知識があれば、同じ魔術陣を作って子孫に伝えることはできると彼は思った。その願いも叶えられる。

『発動の鍵は俺の名前だ』

　九蝋は言った。

『この名前も共にお前に託す。いいんだ。俺には他に名がある。彼女が呼んでくれた名だ。〝九蝋〟。それはもう俺にはいらない名前なんだ』

　だから躊躇ためらいもなくその魔術陣を発動させた。

　そして彼は絶望した。

　九蝋の魔術としての知識は記憶のそれのみに偏かたよっていて、王都にかかっている魔術をどうこうできるとはとても思えなかった。同時に、彼は託された願いさえも叶えることはできないと知った。

　九蝋は致命的な間違いを犯していた。

　記憶を植えつける魔術では、感情までも引き継ぐことはできないのだ。

　九蝋の記憶を受け継いだ彼は、初めて知った『暁の姫君』の境遇を憐あわれとこそ思えど、愛いとしいとは思わなかった。彼のしたことは無意味に、自分を信じて死んだ男を裏切りその希望をただ打ち砕いただけだった。

　絶望に陥おちいった彼は死を思い森に入った。

　しかし森には想像していたような激しい苦痛も恐怖も待っていなかった。ただ彼が目にしたかつての王都の残ざん骸がいは、さらなる絶望を彼の中に植えつけた。

　雨が罰ばつのように彼の身体を打った。

　慕っていた男を裏切った罪悪感に、王の犯した罪によるこの都の惨さん状じように、彼は苛さいなまれた。

　歩いていると白骨が見つかり、そのたび彼はそれを地面に埋めた。都が森になった時に死んだのだとしてもこんな短期間でそれが骨になるはずがなかったが、それを疑問に思う思考力はその時なかった。

　その時に、かつて自分が持っていた名も埋めた。

　それ以上の贖罪の方法を思いつかなかった。

　森に生えた木の実を食べて雨を飲んで飢うえをしのいだ。死ぬ力さえもなかった。

　唯一この森の中で以前のままの姿を保っていたのは姫君の眠る塔だった。

　やはりこれは彼女を目覚めさせるための魔術が生んだ惨状なのだと思った。今は雨さえもその塔を避さけている。

　恐ろしくてずっと踏み入れることを躊躇っていた塔に、彼はその時初めて踏み入れた。

　そこだけまるで時間が止まっているかのようだった。

　だが人が生活していたという雰囲気はない。当然だろう。姫君が眠った後は、その恋人でさえほとんど研究室に籠こもりきりで、この塔には眠る時しか戻ってきていなかったし、病に倒れてからは研究室の寝台から離れられなかった。

　いくつかの部屋に入って、そこに落ちていた一冊の本を手に取る。中身は真っ白だった。昔流行ったしかけ付きの日記だ。背表紙のところに工夫がしてある。

　どんなに中を歩き回っても姫君がいると思われる主塔の最上階へは行けなかったので、彼はその日記と筆記具だけを持って塔から出た。それから一度もそこへは踏み入れず、森を彷徨さまよい、手記を書いた。

　自分を見つめなおす必要があると考えたからだ。

　彼は王宮の残骸の陰で一つの魔術陣を描き上げた。

　かつて託された魔術陣と、それは非常によく似ていた。ただ同じものは描けないのだ。

　記憶を植えつける魔術陣は、それを記述した人物の記憶を植えつけるというものだ。だから彼が描くそれを発動させた人間に植えつけられるのは、受け継いで彼のものとなった『九蝋』の記憶と、彼自身の記憶となる。

　彼は泣いた。
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「僕が知っているのはここまでだから、ここからは憶おく測そくになるけど、その彼が、赤穏セイオンの村長だ。彼は元々の自分の名を捨てて、その後ずっと九蝋を名乗った。《赤い森》にかかっていたのは時間の魔術だった。たぶんね。一晩で木が育ったんだ。そう考えるのが妥だ当とうだと思う。だから人もすぐ老いて死に白骨化した。何かの理由でその魔術は狂っていた。そして彼が森に足を踏み入れた時、その中の時間はひどく……ひどく、ゆっくり流れるようになっていた。僕が君を迎えに行った時もそうだった。僕達が気付かないうちに外の世界では日が経っていて、いつの間にか満月になっていたんだ。……彼は魔女に出会い、恋に落ちて、たぶん、なんらかの心境の変化があって森を出た。すると彼が暮らしていた集落は赤穏という名前の村になっていて、そしてその時彼が持っていた紙し片へん……かな、それとも日記の中を見たのかも。とにかく彼が持っていた魔術陣を当時の赤穏の村長の娘が気に入り、織物にした」

　王おう伊いは新しら祢ねの手の中の赤穏織を見た。

「それがこれだ」

　新祢は何も言わなかった。思考がうまく動かない。つい先ほどまで揺れていた彼の双そう眸ぼうは今は静かな色を湛たたえている。

　王伊が再び新祢を見た。

「その大元の魔術陣自体がどうなったのかは知らないけど、ともかくその魔術陣を写し取った赤穏織に包まれて僕は育った。そして驚いたことに……どういうしかけなのかは魔術の知識を多少なりとも持っている今の僕でもさっぱりだけど、その魔術陣は少しずつ発動し、僕に『久く旺おう』と『九く蝋ろう』の記憶を刻み付けていった。『九蝋』の……つまり、君と会っていない時の久旺と、久旺から名前を受け継いだ少年の記憶を引き出されたのはこの間のあの魔術のせいだけどね。彼の日記に入っていたんだから、たぶんあれも彼の描いたものだろう」

　夢を見た、と彼は言っていた。

　君の夢を見たと。

「これも憶測だけど、森から出てきて、外の世界で百年以上の時間が経っていることに気付いた彼は、君の目覚めに間に合うかもしれないと思ったんだと思うんだ。だからあの魔術陣を描いたんじゃないかな。過去の記憶に囚われる魔術。君が眠る前の、たぶん一番幸せだった頃の記憶に君を閉じ込めようと思った。そうするのが……もう久旺のいない世界での、君の唯一の幸せだと思った……んだと、思う」

　彼は、『九蝋』の記憶も刻み付けられたと言った。だから、赤穏の老人の考えを追うことができるのだろうか。

　しかし新祢には、今の彼自身の気持ちを追うことがまったくできなかった。

　一度瞬まばたきをして、彼は言う。

「……新祢。僕は君に告白をしなくてはならない。僕は君の久旺ではない。たまたまこの赤穏織に包まれて育った赤の他人だ。生まれ変わりなんかじゃないんだ。運命でもない。僕は君を騙だましていた……。君の、恋人のふりをしてい」

　バチン！

　とひどい音がした。

　右手が痛い。ひりひりする。でも涙が出てくるのは、そのせいではなかった。

　新祢は生まれて初めて人を殴なぐった。この二百十何年で初めてのことだ。

　持っていた赤穏織は床に落としていた。身体が震えている。涙は次から次へと出てきた。

　悲ひ嘆たんと。怒りと。そのどちらもがない交ぜになって彼女の中で嵐のようになっていた。

「言いたいことは、それだけか」

　我ながらひどい声だと、彼女は思った。

　呻うめき声のように聞こえる。

　叩かれた王伊の頬ほおには切り傷ができていた。今自分の爪で引っかいたのだろう。彼はゆっくりとまた彼女の目を見た。

　もう何もかもを諦あきらめたかのようなその色。

　新祢は叫びたくなった。

　王伊がかがんで何かを拾った。

　眼鏡だ。先ほど自分が殴った時に飛んだのだろう。そんなことにも気付かなかった。

　かちゃり、と王伊が眼鏡をかける音がひどく鮮明に聞こえる。

「……結婚の儀は、完全じゃない。僕は冠かんむりを自分の手で被かぶった。あれは決められた目上の人間……今回の場合は国王に、被せられなくては意味のないものなんだ。だから君はまだ僕の妻じゃない。この国を出て、自由に生きていっていいんだ」

　あれは、わざとだったのだ。

　頭の中が点滅している。今にも何かが弾はじけてしまいそうだ。違う。小さな何かが、連れん鎖さ反はん応のうのように既すでに弾けていっている。

「早さ苗なえさんには、王宮を出る準備をしてもらっている。瑠る璃りに馬車を準備するよう言ったから、外回りに出た時に見つかりにくい場所で馬車を乗り換えるんだ。そうすれば面めん倒どう臭いことに煩わずらわされずにここを出られる。後は全部僕がするから。……ごめんね。慶けい渦かにつけられたその痣あざも、王妃から向けられたあの見下したような目も、本来なら君は受けなくてもいいものだった」

「そなたは!!」

　聞きたくなかった。

　だから無ぶ様ざまに声を張り上げた。

「そなた自身は、妾わらわを愛しておらぬ、と、そう……」

　最後は言葉にはならなかった。

　新祢は顔を覆おおって、その場に崩れ落ちた。

　こんな絶望があるだろうか。

　彼は久旺じゃなかった。

　彼は、久旺の記憶を植えつけられていただけで、本当に自分を愛しているわけではなかったのだ。

　魔術に惑まどわされていた。

　目覚めてすぐ目の前に飛び込んできた彼の泣き顔が蘇よみがえる。

『新祢、新祢』

　とまるで母親を求める子供のように彼は自分に縋って泣いた。

　それをひどく愛しいと思った。

　でもあの時の彼の涙は、彼自身が流したものではなかったのだ。

『こうは考えない？　これも魔法なんじゃないか』

　魔女の言ったことは真実だった。あの時新祢は本来の彼が記憶を取り戻し自分から離れていくのではと危き惧ぐし、しかし自分のために魔女を赦ゆるしてくれた彼を疑った自分を恥じた。

　でも違った。

　あの時、彼は魔女を赦したのではなかった。

　どうでもよかったのだ。『久旺』の感情まで受け継いではいなかった彼は、魔女への恨うらみなど持っていなかった。

　そこまで考えて、混乱した新祢の、少しだけ残った冷静な部分が違和感を訴うつたえる。

　感情を――。

「違う!!」

　部屋全体を震わせるようなその怒ど号ごうに、新祢はびくりとして顔を上げた。

　先ほどまで諦めと悲嘆だけを映していた双眸が、なぜか今は怒りに染められている。新祢は驚いていた。

　彼に怒りを向けられたのは、初めてだったからだ。

「違う！　僕は、君を愛してる！　そこを疑われるのは心外だ!!　他の全部が嘘うそでも、それだけは本当だ！　これだけは僕の感情だ!!　僕は久旺の記憶が見せる君に恋をしたんだ!!　僕は君を愛してるし、君を辛い目にあわせた魔女が嫌いだ！　慶渦も殴り倒してやりたいし、瑠璃が邪魔だし、あの女の目だって抉えぐり取ってやりたい!!」

　最後は些いささか過激だった。王妃のことだろう。

　その茶色の双眸にみるみるうちに涙が溜まっていく。やがてそれはぼろぼろと王伊の目から零れ落ちた。

　彼はそれを拭ぬぐいもせずに、新祢を睨にらみ付けている。

「僕の気持ちを疑う資格なんて君にはない！　僕が偽者だって気付かなかったくせに！」

　新祢は呆然とした。

「待て」

「僕が君の恋人の生まれ変わりだと思ったから愛してくれていたくせに!!」

「待てと言うに!!」

　たまらず彼女は立ち上がった。

「誰が一言だとてそなたが久旺の生まれ変わりだから愛しておると言った!!」

　そんなはずはない。

　久旺の生まれ変わりだから愛していたのではない。

「そなたがそなただから妾はそなたに心を添わせておったのじゃ！　大体そなたは言動こそ久旺にそっくりじゃが性格は違う！　久旺はもっと几帳面で神経質じゃ！　妾が寝過ごすとぐちぐちと小言を言ったし、だらしがない格好をしていたらすぐに叱しかった！」

「どうせ僕は大おお雑ざつ把ぱだし無頓着だよ!!　大体だらしがない格好って何さ！　僕以外の男の前でそんな格好してたなんてあ――！　本当に考えてたら久旺とかいうやつ殺したくなってきた！　過去に行って殺す!!」

「もう死んでおる！」

「嘘だ!!　生きてる！　君の中に――今だって!!」

　この、身体の中に。

「……」

　新祢は言葉を失った。

　否定は、できない。

　新祢の中の久旺は消えてはいない。二百年前の恋人。彼は彼女のすべてだった。

　けれど。

「妾の中の久旺も殺すのか……？」

　そんなこと、できない。

　新祢は再び涙が溢れてくるのを止めることはできなかった。

　久旺はもはや彼女の一部なのだ。剥ぎ取ることなどできない。そんなこと――。

　新祢ははっ、とした。魔法だ。

　彼女は溢れ出る涙を止めないまま身体の中の魔力を探った。蓄たくわえているそれはほとんどないけれど、その代わりとなるものが身体中を流れている。できる。

　そう思った時、新祢の中に生まれたのは途方もない歓喜と安堵だった。

　彼の屈託はこれで消えるだろう。彼女は笑った。

　ふわりと身体が浮くような感覚があった。

「新祢!?」

　異変に気付いた王伊が声を上げる。

　新祢は目を瞑った。

　嗅ぎ慣れた甘い香り。種は持っていなかった。けれど薔薇は咲くことができる。

　媒介は、創造のきっかけにすぎない。魔法はどこまでも自由なのだ。

　この薔薇は久旺を糧にして咲くだろう。心臓に根付き、皮膚を破り、花開く。

　その時新祢の中の久旺はいなくなる。

　目が熱かった。

　溢れるように流れる涙は久旺との別離に悲鳴を上げている。けれど王伊がいなくては自分は生きてはいけないのだ。

　一人になるからではない。

　彼を愛しているからだ。

　この心臓の、もっとずっと奥の底から。

「やめろ!!」

　何かが自分を抱きしめた。

　離せ、と新祢はもがく。魔法の邪魔だ。集中しなくてはならない。

「新祢」

　腕が痛い。名前を呼ばないで。縋すがりつきたくなってしまう。

「やめてくれ。君の中に魔力はほとんどないはずだ。君が使おうとしているそれは君の生命だ」

　それでもいいのだ。この生命を喰って久旺は死ぬ。そうすれば王伊がこちらを見てくれる。

「新祢」

　頬にぽたりと何かが落ちた。

　見上げると、きらきらとした褐色の双眸があった。頬に落ちたのはその顎を伝う彼の涙なのだとすぐにわかった。

　新祢はそれに見惚れた。

　彼の涙は、いつだって息を呑むほど綺麗で澄んでいる。

「……世界の綺麗なものだけを妾に見せるとそなたは言った」

　赤穏で彼が怪我を負って、二人で馬車に乗っていた時だ。

『君に嫌われてもいい。僕は君に世界の綺麗なものしか見せたくない』

　王伊はそう言った。憎まれてもいいのだと。

「……今もそう思ってるよ」

　彼はこの世の絶望を口にするような顔でそう言うと、そっと新祢を抱きしめていた手を緩ゆるめた。新祢はそれを追いかけるように言葉を続けた。

「だがそなたが手に入らないのなら、この世界など妾にはなんの意味もないのじゃ」

「……」

　王伊は困惑したように新祢を見ている。

　その頬から流れる涙は、あの塔で初めて会った時と同じだと新祢は思った。

「妾がそなたに求める真実は一つしかない。そなたは妾を愛しているのか？」

　彼は瞬きをした。

「……君を」と彼は言った。

「君を愛してる……。君がいない世界なんて、僕には絶対に耐えられない」

　ああ。と新祢は息をついた。

　空を掴んだままの王伊の腕をすり抜けて、一歩足を前に出してぶつかるようにして彼の背に手をまわす。もう涙を我慢しなかった。ううう。と彼の服に涙と鼻水をつけながら呻うめいた。

　やがて王伊が、おずおずといった様子で新祢の背に手を回してくる。まるで振り払われることを怯えるようだったその腕は、彼女が彼から離れようとする前に縛り付けてしまおうとでもいうように、強く彼女を抱いた。

　王伊は涙に濡れたその顔を新祢の赤い髪にうずめる。

「君は……久旺でない僕を好きなの？」

　くぐもったそれは、まるで幼おさな子ごのような問いだった。

「……そなたはそんなことで悩んでおったのか。この、痴しれ者が」

　新祢は思わず笑った。
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　目が覚めたら広ひろ兼かねがいたので早さ苗なえはとても驚いた。

　既き視し感かんを覚える。そういえば少し前にもこうやって彼の腕の中で目覚めた。記憶の魔術にかかった時だ。

「私……」

　状況を理解できなかった。

　広兼の手が早苗の髪を優しく梳すいて、そのまま頬を包み込むようにする。

「ここは西の王宮だ。あなたは倉庫に閉じ込められていて、気を失っていた。どこにも怪け我がはない。大丈夫だ」

　ぼんやりと広兼の言葉を吟味する。早苗ははっとして身体を起こした。くらりと視界が歪ゆがむ。

「いきなり起き上がるからだ」

　広兼は呆あきれるように言った。

　右手で額を押さえて視界の揺れを収めた彼女は、自分を支える広兼の腕に縋りつくようにして言った。

「あの、広兼様」

　現状を理解して最初に早苗が懸念したのは自分を閉じ込めた人物のことだった。

　犯人は、わかってしまったのだろうか。

　もしかしたらもう自白してしまっているかもしれない。

「私が閉じ込められていたのは……」

　言いながら、早苗の頭は高速で回転した。

　どうするのが最良だろうか。あの女官の主人が自分の罪を既に告白してしまったのならそれは覆くつがえすことはできない。広兼は怒っているだろう。どうにかして彼の怒りを和らげなければならない。

　早苗は言葉を続けようとした。しかし広兼がそれをぴしゃりと遮った。

「全部わかってる。王おう伊いの馬鹿がこっそり王宮を脱出するために瑠る璃り姫に協力を要請し、それを聞いた瑠璃姫は王伊と新しら祢ねが王宮から逃げられないようあなたを監禁した。王女にはあるまじき浅せん慮りよだな。王妃も馬鹿だし。似たもの親子だ」

「広兼様……」

　早苗は叱られた子犬のような顔をした。

「そして今のあなたの様子を見る限り、あなたは自分を監禁した王女を庇かばおうとしていたようだ。どうしてあなたはそうなんだ。魔女といいルヴァインといい、自分を害した人間に対してそうも寛大にあれる理由が俺には理解できない」

　自分を閉じ込めたのは瑠璃だとすぐにわかった。

　早苗はあの女官を瑠璃の側で見たことがあったし、そもそも彼女達が国外へ出るための馬車を用意してくれることになっていたのも瑠璃だった。

　瑠璃が王伊や新祢を慕っているのは見ていればわかった。それを知っていれば彼女が早苗を閉じ込める理由も考えるまでもなかったのだ。

　その瑠璃の望みを、早苗は理解できた。

　だから彼女はことをあまり公おおやけにはしたくなかったのだ。

　しかしどうやら広兼は説教をするいい機会だと思ったらしい。早苗はわざと微笑ほほえんで話題を変えようとした。

「あの、広兼様？　どうしてこちらに……？」

　珀はく蓮れんと鳥とり代しろは北の国へ行っているはずだ。一緒に留守番していた葫ゆうがおとルヴァインをどうしたのかも気になったが、今その名を出すのは得策ではないと彼女は判断した。

「早苗。俺はあなたを心配して言っているんだ」

　彼がため息交じりにそう言うので、早苗はごまかそうとした自分を恥はじた。

「……ごめんなさい。広兼様」

「もう、いいよ。頼むから危ないことはしないでくれ。さっきは王伊の兄貴をどんな手を使ってでも取り押さえて拷ごう問もんにかけてしまうところだった」

「……まぁ」

　新祢にされたことを考えると、やめてくださいと強く言う気にならない早苗だった。そういう自分の薄情な部分も、早苗は自覚している。

「あの、新祢と王伊様は？」

「なんだか演武の後の行方ゆくえがわからないらしい。あいつら二人だけで王宮から逃げ出したんじゃねぇだろうな」

　広兼は顔をしかめる。

「まぁ」

「それはそうと、早苗、今はまだもう少し休んだ方がいい。回復したら、ちょっと行かなきゃいけないところがあるから」

　早苗は目を丸くした。

「なんですか？」

「北の国へ行く。俺達の結婚の挨あい拶さつってことにすりゃ追い返されはしねぇだろ」

　広兼の言葉に、早苗は身体を緊張させた。

「珀蓮と鳥代様に何か？」

「何かっていうか……まぁ。ちょっと、面倒が起きてるらしいんだ。俺一人で行ってもいいんだが、早苗を連れて正式な挨拶ってことにしといた方が確実だからな」

「何があったんですか？」

　まさか北の王の身に何か起きたとでもいうのだろうか。早苗は少し青ざめた。そんな彼女の様子を見て、広兼は頭を掻かく。

「べつに、誰かが死んだとかじゃない。ただどうも――珀蓮が軟なん禁きんされちまったらしい」

「軟禁？」

　一瞬、自分が閉じ込められた暗闇を思い出して早苗は鳥とり肌はだを立てた。広兼の腕を掴つかむ。彼は怪け訝げんそうな顔をしたが、早苗の手を握り返してくれた。

「そう。それで鳥代が怒り狂ってる。やばい状況だと思うんだよな。だから早く行かねぇと」

「わかりました。ええと、少し、待っていていただければすぐに荷物をまとめます。新祢達には……」

「この状況であいつらを連れ出すのはまずいだろ。それより早苗、まだ休んでいてくれ。あなたは倒れたんだ」

「でも……」

「僕達も行くよ」

　その時突然声が投げかけられて、早苗は驚いた。

　見ると、戸口に新祢と王伊が立っている。なぜか二人とも目を赤く腫はらしていて、王伊に至っては左頬を少し赤く腫らして引っかき傷を作っていた。新祢も髪が乱れている。

「早苗。大丈夫かえ？」

　新祢が駆け寄ってくる。

「え、ええ。新祢も、大丈夫？　どうしたの？」

　彼女は心配そうに友人の腫れた瞼まぶたに指を伸ばした。

「何やってきたんだお前」

　広兼が白い目で王伊を見ている。

　王伊はそ知らぬ顔で笑うと、「珀はく御ご前ぜん軟禁で鳥代が怒り狂ってるなんて面白そうな状況に置いてけぼりなんてなしだよ」と言った。

　広兼は立ち上がるとつかつかと友人に歩み寄り、その胸倉を掴んで低く小さな声で怒りをぶつけた。

「お前の勝手な行動でこっちゃ迷惑してんだよ。いいからお前はここに残って家族の親しん睦ぼくでも深めとけ」

　すると王伊は意外なくらいにしゅんと肩を落とした。

「ごめん。瑠璃のことだよね。聞いた。あの子の考えてることを僕もわかってなかった。早苗さんには迷惑をかけたよ。本当にごめん」

　広兼は舌打ちをして突き放すように手を離す。

「そう思うんならここに残っとけ。王女はそれをお望みだ」

　彼はまだ憮然としていたが、広兼のそれが王伊を気遣っての言葉なのだと早苗にはわかった。彼だってこの西の国の事情を気にしていないわけではないのだ。

「瑠璃には妾から話す」

　今度は新祢が言った。

「珀蓮のことは、放ってはおけぬ。瑠璃には妾から話す。後で追いかけるから早苗と広兼は先に行ってくれ」

　広兼は嫌そうに眉まゆを寄せる。

「だけどなぁ新祢姫」

「広兼」

　王伊が遮った。

「べつに僕達はここから逃げ出すわけじゃない。友人を助けに行くんだ。そうだろう？」

　早苗は少し驚いていた。

　王伊はまるで憑つき物が落ちたかのように清すが々すがしい顔をしている。つい今け朝さ方がたまで彼の中にあった屈くつ託たくが、まるで綺き麗れいに洗い流されてしまったかのようだった。

「君には心配をかけた。ごめんね。でも大丈夫だから」

　王伊のその変化に、広兼も気付いたようだ。怪訝そうな顔をしている。

「……お前、本当に何してきたの？」

　憑き物が落ちた原因はあの傷のついた頬だろうか。早苗はこっそりと新祢を盗み見た。するとその赤い双眸と目が合って、新祢は笑った。

　なんだか新祢も元気になったような気がする。

　なんなのだろう。

　早苗は首を傾かしげた。

「……わかったよ。じゃあ、俺と早苗で先に行く。お前らは家族間でよーく話し合いをしてから来い」

　とうとう広兼は観かん念ねんして言った。

「わかった。ありがとう広兼」

「なんか今のお前気持ち悪いから近寄るな」

「抱きしめて接キ吻スしてあげたい気分」

「悪いもんでも食ったんじゃねぇか？」

　何やら言い合う夫とその友人を見て、早苗は新祢に聞いた。

「何かあったの？　新祢」

　すると眠ねむり姫ひめは淑しゆく女じよらしく微笑んで、物語の結末を語るように言った。

「夢から覚めたのじゃ」

「??」

　ますます意味がわからない。

「吟遊詩人デイヒルーも詠うとうておろうが」

　新祢はからからと笑うと、歌の一節を諳そらんじた。

「『彼らは一目で恋をした

　東の王子は白しら雪ゆき姫ひめの前に犬のように跪ひざまずき

　西の王子は眠り姫の手の甲に口付けをして

　南の王子は灰かぶりシンデレラに永遠の愛を誓う』」

　何やら状況が理解できないが、新祢が幸せそうに笑うので早苗も笑った。

「永遠の愛を誓ってきたの？」

「今こん生じようの幸福を誓ってきた」
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　蝋ろう、という名前が与えた影響についてルヴァインは考えていた。

　それは、リアディウムからの手紙に記されていた名前だ。その名を口にした時、あの少女は明らかに様子を変えた。

　彼女はそれからずっと気分が悪そうで、今も広ひろ兼かねに押し込められた宿屋の、別の部屋で横になっている。

　蝋は、リアディウムが生きていた時代――つまり二百年ほど前に生きていた魔女の名前だ。

　なぜその名にあの少女が反応を示したのか。そして、彼女の身体に一瞬だけ浮き上がったあの模様。

　自分があの少女に蝋という名前を口にしてみせた理由はわかっている。

　あの少女こそが魔女ではないかと、自分は疑っているのだ。

　あの、眼め。

　あの年の少女には持ち得ない深い色の双眸。魔女は身体の時間を若く保ったまま生きることができる不老長寿の生き物だ。可能性はある。

　けれど魔力が感じられない。

　だからルヴァインはかまをかけた。

　そしてそれに彼女はひっかかったのだ。

　ゆうがお、という名の魔女。

　リアディウムの手紙にはなかった名前だ。

　彼女が本当に魔女だとして、魔力が感じられないのはなぜだ。あの模様が関係している？　見覚えのある文字列が使われていたあれは――。

「魔術……」

　鳥肌が立った。

　魔女の身体に刻まれた魔術。自分たちの扱う術が、失われたと思われていた魔女になんらかの影響を及ぼしている。

　こんな研究対象に興奮しない魔術師などいない。

　今すぐ少女のいる部屋に飛び込んでその身体を解明したい。

　ルヴァインはその欲求をかろうじて抑え込んだ。

　今はまだ無茶をするべき時ではない。どういうわけか、魔女は三人の王子の庇ひ護ご下かにあるのだ。時期を待てばいい。

　彼らから離れなければ、機会チヤンスは必ずやってくるだろう。
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　珀はく蓮れんはため息をついた。

　まるで時間を巻まき戻したかのようだ。

　身体に馴な染じみすぎたこの空間は、珀蓮の内側を少しずつ膿うませていく。

　王のあの執着は異常だ。

　と珀蓮は思う。

　彼女は再び、王宮の奥に囚われてしまった。

　今日もまた夜が来る。

　珀蓮は窓辺に立ち、夜の帳とばりが下りてくる空を見上げた。





ＥＮＤ．










　あとがきと小話




　お手にとっていただきありがとうございます。

　こんにちは、初めまして。山やま咲さき黒くろと申します。

　氷菓グラニテはお口直しでした。それで再びメイン料理です。

　一山越えました。

　一部屋片付けた！　って気分です。まだあと何部屋か残っています。二部屋、くらいかな？　三部屋？

　サブタイトルも相変わらず無理やりです。肉料理をどうやって紡つむぐんだよわけわかんねぇよ。って自分で思います。まぁいいです。

　前回以上にコメディ担当のカップルが出番なしです。完全になしです。出場停止状態です。でも次は彼女達の巻になると思います。なるはずです。少し不安なので、一応小話は前回に引き続きこの二人の小話にしようと思います。本当に小話ですが。

　毎度のことではございますが、こうして本を書かせていただいて出版させていただいているのは出版会社様担当様デザイナー様と営業様と印刷会社様と書店様と言わずもがなの起おき家や先生とこの本を手にとって読んでくださっている方々のおかげです。

　私はなかなか集中する状態に入れなくって、パソコンの前に座るとだだーっとネットサーフィンしたりホームページで公開している方の小説をぺこぺこ書いたり普通に漫画読み始めたりしちゃうんですが、そのたびにそのホームページ上で感想をくださる方や、お手紙をくださる方のお言葉に奮い立たされて集中に入ります。

　本当にありがとうございます。

　この六人はあと少し、続きます。

　これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。





山咲黒










　＊＊＊馬車の中の白雪姫と王子＊＊＊




「帰ってきたら塔が倒とう壊かいしたりしてたらどうしよう、俺……」

　馬車の窓から離れていく《赤い森》を見送りながら、鳥とり代しろは沈んだ様子で言った。

「起きてもいないことの心配をしてどうするの？」

　その斜め向かいに座った珀はく蓮れんが馬ば鹿かにしたように東の王子を見る。

「あらゆる可能性を考えて最悪の状況に備えるのも王になる男の務めだと俺は思う」

　と鳥代は前置きをしてから頭を抱えた。

「倒壊ならまだしも森も塔も燃え尽きてたりしたら道の建設事業なんて無期延期だ。大損害だ。これまでの準備が水の泡だ」

「森が燃え尽きていたら樹を切り倒して道を造る手間がはぶけるのではなくて？」

「いやそういう問題ではなく……」

「手腕のある人間ならどんな逆境も好こう機きに変えることができると何かの本で読んだことがあるわ。自分の無能を嘆なげくならよそでやってちょうだい」

「人為的に森が燃えるとかは逆境以前の問題だろ」

「できない言い訳を今から考えているの？」

「いいか、火事っていうのは大変なんだぞ。森だけですむんならいいけど風向きによっては近くの町や村に飛び火するかもしれない。そしたらそこに住む人達は逃げるしかない。例えば俺が寝てて奥さんがお前みたいな薄情な奴だったとしたらそのまま取り残されて焼け死ぬかもしれないんだぞ……」

　ありありと想像できるその可能性を考えて鳥代は肩を落とした。すると珀蓮は不ふ愉ゆ快かいそうに眉び宇うを寄せる。

「わたくしがあなたを置いて逃げるわけがないでしょう？」

「本当か」

　東の王子は耳を疑った。

「あなたを蹴けり起こしてわたくしと大事な家財道具一式を担かつがせて逃げるわ」

　当然のように北の王女は言った。

「……なんか違う」

　と鳥代はまた肩を落とした。
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